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本書の構成と概念

本報告書の概念は，地域における人間活動・生活様式について，「水」をとおして自然環

境との相互関係について探求することにある．もともと，現在のような文明が発達してい

なかった時代においては，人間生活の基本である衣食住のほとんどの部分は，自然的基盤

の上に成立しており，そこに住む人々は自然環境の変化に非常に影響を受けていたと考え

られる．現在のように人類が科学技術を駆使して，もともと人間が住むことができなかっ

たような地域にまで進出するようになり，そして生活が豊かになることに平行して，自然

環境を変えてしまうような様々な物質を排lLllしている．すなわち，現代においては，人間

生活はある程度自然環境が変化しても，それに適応できるだけの技術を持っているのと同

時に，化石燃料の燃焼によるＣＯ２の大量発生をはじめとする生産活動を行ったことによる

負の産物は，人間が自然環境を変えてしまうレベルにまで達している．

では，過去から現在に至るまで，上海における人間活動と自然環境の相互関係はどのよ

うに変化してきたのだろうか．広く知られているように，中国の近代化は非常な速さで進

行している．この状況をもっとも顕著に表している都市の一つが上海である．今や若者の

街として定着した新世界や捕東新区に建設されたテレビ塔や高層ビルといった時代の先端

を象徴するような地域は上海のシンボルの－１Ｍ面になっている．このような繁栄の陰で，

この地域における里弄とよばれる伝統的な集落形態は，市街地の再開発によってこの５年

余りでほぼ完全に姿を消した．そこには，伝統的な生活様式が消滅する危険性をはらんで

いる．その一方で都市環境の整備は，上海市中心部を流れる蘇州河において，10年ほど前

までは黒)小黒臭帯と評されるほどに汚染されていたものが，最近５年ほどでその環境は

格段に改善され，河川周辺は工場地帯や里弄集落から親水公園を擁した高級住宅街へと変

貌を遂げている

このように，伝統的生活様式の消滅と街全体での生活環境改善という，相反した方向で

街の様相が大きく変化しているこの地域において，人間生活には欠かせない「水」利用を

共通テーマとして据え，過去から現在にかけての生活（水利用）と自然（水循環）の関係

を整理・検討していくことによって，都市域における人間生活と自然環境の在り方を模索

することができるのではないか，そのような考えから本プロジェクトは開始された．そし

て，将来の上海の姿，ひいては上海をモデルとして大都市における水循環と水利用を題材

にした環境保全を念頭に置いた持続的な都『'7創造や人間生活の在り方を考える資料として，

本報告書が少しでもその役に立てれば幸いである．

宮岡

谷口

坪井

邦任

智雅

塑太郎



第Ｉ章都市の発展

都市の発展に伴って，様々な公害が発生する場合が多い．上海においても，大気や水質

の汚染をはじめとして様々な公害が発生していると考えて良い．実際に私たちがはじめて

調査に入った1999年当時，街は自転車で行き来する人で溢れていた．そのような自転車の

大群は，年を追うに従ってバイクに代わり，最近では自動車の渋滞が日常の風景になり，

自転車の大群は，とくに中心市街地ではほとんど目にしなくなった．このような変化だけ

でも，自動車による排気ガスの排出は，この数年で確実に増加したと考えるべきである．

さらに，新聞などで把握することができる，近年の中国の経済成長の状況を考えたとき，

その成長ぶりは，数十年前の日本の高度経済成長の姿とだぶって映る．その状況は，生産

活動が最優先され環境保全がこの次になっていた当時の日本の状況にかなり近いのではな

いかという印象を受ける．

生産活動による人為負荷が自然環境に及んだとき，水文環境にはどのような影響がおよ

んでくるのかと考えると，河川水や地下水の水質汚染と，工業用水のための地下水の過剰

揚水による地盤沈下が真っ先に浮上してくる．最近では，インターネットを通して中国の

情報もある程度は簡単に入手できるようになってきた．2003年には，インターネットの情

報で，上海で地下鉄工事中に地盤沈下が発生したという記事が載っていた．この場合の地

盤沈下は,地下水の利用に起因するものとは少々異なるが,軟弱地盤である上海において，

施工方法を誤ったときこのような事故を招く可能性があることを示す一つの例としてとら

えることができる．すなわち，このような事故の場合，現場における地下水の賦存状態や

地質構造などをしっかりと把握した上で'二事を行っていたかという点が極めて重要であり，

例えば数年前の地下水の情報（地下水とはいえ，ゆっくりと変化している）を用いての数

値計算のみで施工を行っていないか，再度チェックが必要だということを示唆している．

上海における地質の研究は，「上海地面」に数多く発表されている．地震の履歴や地質構

造，地下水帯水層の分布といった内容がかなり発表されているが，２００４年１２月に上海市

立図書館において，第１巻から最新巻までの文献レビューを行った際には，これら現地の

地下水環境の実態を明らかにした論文は1994年を最後に,その後ほとんど発表されなくな

ってしまっている．例えば，地震関係では，葛（]981）に上海およびその近郊における地

震活動の特性を論じたものがある．1900年以前には現在の上海市街地近くでも比較的大規

模の地震が発生している．一方で，最近100年ほどは，海域もしくは太湖付近で比較的大

規模な地震が発生しているが，回数としては格段に少ないことを述べている．

陸（1980）は，上海地域の水文地質について記述している．その中で上海地域の被圧地

下水は５層存在することや第４および第５帯水屑の層厚分布を示している．さらに，基盤

深度の分布についても示しており，これによると，現在基盤の露川がみられる余山付近か

ら上海市街地南部にかけて南西から北東方向に尾根状の分布がみられ，西部の毘山から市

街地西部にかけても比高差50ｍ程度の尾根が延びている．一方で顕著な谷は認められない．

他にも上海における被圧地下水に関する研究は幾つか存在する（たとえば，陸：1996)．他

にも，蘇州河|日河道における土壌水に関する研究（戴ほか：1990）や地下水の同位体組成

２ 



第Ｉ章都市の発展

に関する研究（蓑ほか：1983）などがある．

このように，地質の実態についてはかなり研究がなされており，地下水についても深層

の被圧地下水については研究がなされている．ところが，もっとも人為的な影響を受ける

可能性があり，且つ一般の住民にとってはもっとも利用しやすい浅層の不圧地下水につい

ての研究は全くなされていない．さらに，地形図が一般に公開されていない社会的背景も

あるかも知れないが，地下水面標高分布についての記述や図面は一切発表されておらず，

研究論文も全く存在しない．以上のような状況下で，地下水利用と非常に関係の深い地盤

沈下についての研究には，広（1980）に詳細が記されている．

第１－１．１図は，論文中に掲載されている主な水準点の沈降量の経年変化である．ｌ９Ｚｏ

年から1965年頃まで，年を追う毎に沈降量が大きくなっていることが分かる．いずれも市

の中心地であり，都市部での過剰揚水が行われていたことが分かる．最大で２８ｍ程度の

地盤沈下をしており，少ないところでも約1ｍの沈下があることが分かる．1965年以降は

安定している．データは1975年までで，それ以降，現在にかけてどのような変化になって

いるかは不明である．
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第I章都市の発展

1994年以降，地甑や地下水に関する研究は，文献を検索する限りでは，実態解Iﾘ1から数

値シミュレーションに大きく方向転換がなされている．ここで問題なのは，数IiHill・算を行

う際のデータについて，どのようなものを用いているかということである．どのようなシ

ミュレーションも現地の実態をベースに数値をあてはめなければならない部分があるはず

であるが，文献を見る限り1980年代のものを中心に計算を行っている可能性が商い・地下

水位の変化も,地盤沈下の変化をみる限りでは1965年以降は安定しているように見えるが，

最近の急激な土地利用形態の変化や河川改修に伴って，地下水と河川水の交流関係や地表

から地下への浸透１１kについてなんらかの変化が生じている可能性は大きい．特に，」二海の

ように急激な境界条件の変化が生じている地域においては，地下水位や河川水位，それら

の水質などについての継続的なモニタリングを通し，現段階における水文環境の実態を確

実に把握し，将来子ＩＨＩとその対策を講じていかなければならない．

上海地域だけでなく，中国全土に目を向けてみると，北部の黄河流域では２０００年頃まで

黄河下流域における断流が大きな問題となっていた.また,深層地下水の過剰揚水により.

華北平原では数10ｍにも及ぶ地下水位の低下とそれに伴う地盤沈下,耕作地の塩噸災績と

水に関する多くの問題が顕在化した当局が規fliﾘを行うことによって，近年では断流はほ

とんど発生しなくなってきているが，もともと降水11tの少ない黄河流域では，水不足の心

配は常時つきまとっている状況にある．

この問題を解決する政策の一つとして，政府は今後５０年を目途に，水資源の豊耐な長江

流域の水を黄河流域に導水する，「南水北調」プロジェクトをはじめた．これは長江流域か

ら黄河流域に向けて上流域から下流域に５本程度の導水路を敷設するもので，すでに最上

流部の導水路の工１１FはＭ１始されている．これによって，黄河流域の水量はおそらくj刺加す

るであろう．しかしながら,２つの流域の水循環形態が大きく変化することも事実であり，

生態系への影響や，腱期的に考えたときの人間社会への影響など，どの程度予測されてい

るのか，そしてその対策は考えられているのかということに関して，今後注意して行かな

くてはならない．

さらに長江流域においては，中流域に三峡ダムがほぼ完成した．これによってダムの下

流域に流れる水量は大きく変化することになり，ダムによって上流数100kｍについても水

面面積が大きく卿DIIすることになる．このような大規模開発の影響も今後どのような形で

流域の水文環境に影響してくるのか，変化がどの礎度の規模でいつから発生してきている

のか，敏感に対応するためには，やはり長期的なモニタリングが必要になってくる．そし

て，モニタリングをUll始する最初の段階で，変化を知る大本となる現在の水文環境の実態

をしっかりと解明することは極めて重要なことである．その意味で，］994年以降，上海地

域における水文環境に関する文献がほとんど無いという事実を，真剣に捉えなくてはなら
ない

河)11水や地下水に関する汚染については，黄iilWIZに関する汚染の状況が高（1984）から

報告されている．また，」三海市民にとって重要なiiJ川であるの蘇州河に関しての汚染研究

については，許ほか（２００３）などから報告されている．市民の話では，この数年で藤川河

の水質は非常に改藤されたということであり，河川1'１辺の環境も，工場地帯からInj級マン

４ 



第Ｉ章都市の発展

ション群へと土地利用は大きく変化している．市当局では，蘇州河について河Ⅱ|整備工事

を進めており，この成果も出始めている．

参考文献
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第］章都市の発展

上海の水琿境の現状

1970～８０年代以降，韓国や中国などの東アジア地域では経済改革や対外開放が進み，急

激な経済発展を遂げてきた．しかし，経済発展が優先され，環境対策や環境保全の技術開

発の遅れなどから，環境悪化が引き起こされた．特に人口が集中し，著しい発展を遂げた

都市域での環境劣化が深刻な問題となった．上海市では住宅・交通・治安などが社会問題

となっているが，中国全土に広がる環境問題についても深刻な課題の一つとなっており，

都市部の大気汚染，水蘭汚濁，固形廃棄物，溌音のいずれをとっても顕著である．農村部

においても，大気汚染や大likのゴミの廃棄など131題が山悩みとなっている．なかでも，河

川や水路の水質汚濁は環境問題の重要な課題あり，」二海市政府で様々な対策がとられてい

る．ここでは,河川環境･水辺環境に関する上海市の環境政策について述ぺることとする．

上海は杭州湾．東海．黄海の海岸部を持ち，長江の河口に位置する市域面積6,341k㎡の

地域である．長江流域の一部であるが，流域面積36,500k㎡の太湖流域にあたる（図ｌ‐２．

l)． 

図Ｉ‐２．１上海の位慨と蘇州河流域

６ 
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市域には黄iIli江，蘇りiﾄ|河，虹口港など多くの河)'1があり，さらに平均高度４ｍと低く，

網目のように存在している河Ⅱ|と水路が水上交jmi路として機能している．これらの河)||や

水路は急激な都市化による生活排水や農地・畜産の排水などの影響もあり，著しく水質が

悪化している．上海の河川環境を太湖流域内の水質状況で概観すると，太湖流域の流域面

積は中国の0.38％にしか過ぎないが，1992年度の流域人口，流域人口密度，工業生産額は

それぞれ4,0OL８万人，1,096人/kmz，6,000億元と中国の中でも非常に高い数値を示す地域

となっている．1992年度の太湖流域内の汚水排水1,tをみると３３．３億tに達し，そのうち工

業排水が全体の７２％を占め，２３９億tとなっている．生活排水は９．４億tと２８％である．中

でも経済特区でもある-k海il7域の汚染排出量が多く，[１１国全流域平均が250t/日･kmzに対し

て，1,128t/日･km2にも遼している（中華人民共和国水利部水文司1997)．

1990年代後期における市内の河川水蘭の分布を兄ると，卜海市街地域の黄iIli江や藤川河

での水質汚染が著しく，淀浦河の下流部，蘇州河，櫨藻浜では非常に汚染が進んでおり中

国地表水環境質量標準の５級を越える６級となっている（中華人民共和国水利部水文司，

1997)．1990年上海市主要河ﾉllの水質環境基地の達成割合を見てもほとんどの河川で不合

格となっていた（図Ｉ‐２．２)．５級の水域評価は水辺溌観地として成り得ることが条件で

あるが，実際にこれらのiiJ川では塵芥が流れ，河川水も黒く悪臭の漂う河)||であり，魚が

生息していない状態である．
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図Ｉ‐２．２上海市主要河川の水蘭基池別の水質評価
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なお，上海の水文観測は中国の都市の中でも整備されており，1990年における水質，流

量，水位，雨量の観測地点がそれぞれ１７６，１５，５０，１５地点である（上海水利志編纂委員

会編，1997)．しかし，報告書や－部の出版物でその結果を見ることができるが，詳細な観

測データの公表はほとんどされていない

蘇州河の環境保全政策

蘇州河は上海市の中心地を東西に横切るように流れ，外灘付近で黄浦江に合流する太湖

を水源とする全長125km，市域54kmの上海を代表する河川である（玩仁良編，2000)．上

海には，多くの河川と水路が存在し，これらは水利用・親水・舟運など様々な役割を担っ

ているが，なかでも，市中心部を流れる蘇州河は上海にある水辺空間の中でも特別な川と

言える（写真Ｉ‐2.1)．近年の上海市内の河川環境改善整備でも，蘇州河は特定河Ill事業

として位置付けられ，整備事業を行う「上海市蘇州河環境総合整治領導小組辮公室」は上

海市長が代表となっている．これは，単に政策上の重点河川ではなく，蘇州河が「母なる

川」として上海の人々にとって大切な存在であることも大きい.昔の蘇州河を知る方が｢今

は非常に汚れてしまっているが，子どもの頃には川で泳いだこともあった．また，そのよ

うな綺麗な川を見てみたい」と語ってくれた．大きさだけ見れば長江や黄浦江であるが，

「東京の隅田川｣，「ロンドンのテムズノI|｣，「ニューヨークのハドソン川｣，「パリのセーヌ

河」のように，「上海の蘇州河」は身近な河川として存在していると言える．

蘇州河流域の水路･運河の密度は６～7km/kmﾕで密集かつ複雑な水系から成り立っている．

蘇州河は集水域内に多くの人口・工場を有し，上海市内でも特に水質汚濁が顕著な河川で

あるが，生活排水や工場排水だけではなく，郊外の豚・アヒルをはじめとする家畜系農場

からの尿尿排水も汚染源となっている．また，主要な水運路のため，船舶による汚染負荷

も存在している（院編2000)．蘇州何の水文環境の特徴を見ると，水質汚濁もあるが，干

満の影響による水位変化が挙げられる．この水位変動は水質環境にも大きな影響を与えて

おり，良好な水質を維持するため，水位を制御するための水門が河口部にある．河口から

上海市境までの全域で決して水Zrが良好とは言えないが，特に工場や倉庫が密集していた

中心部西縁が顕著であった．しかし，工場や倉庫の移転により，水質改善がされている．

８ 
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写真１－２．１蘇州河河|~]から見た上海テレビ塔

このように,蘇州河は市中心を流れるため，古くから水質悪化を３|き起こしており，１９２０

年代にはすでに悪臭を放つようになり，1980年代には「黒竜」とよばれるほど真黒な水が

流れ，悪臭を放つほど水質汚濁が進行していた．このため，上海市では1988年に「蘇州河

の環境整備事業」を推進することを決定し，２０１０年までに汚濁の解消を目指した「蘇州河

の環境整備事業」を推進することを決定した．その後環境改善が進められ，現在ではその

成果を図る地理的最観を見ることができる．その計両について概観すると，１９９１年には支

流からの汚水流入の遮断を目的とした蘇州河と黄浦江の合流地点の昊淑路剛橋に幅６０ｍ

にわたる関門が設簡された．１９１３年に「蘇州i1J合流汚水治理一期工程」が1996年までの

総経費約１６億元で開始され,合流式のＭ（道管渠とポンプ場建設を主とした蘇州河流域の

下水処理整備が急速に行われた.1997年からは｢第二期蘇州河合流汚水治理｣が尖施され，

約50億元をかけて上海市南部および浦東新区の大規模なｒ水道事業が行われている.これ

らの下水轆備事業によって，従来蘇州河へ直接放流されていた市内の汚水は汚水処理を行

った後，長江へ放流されるようになった．1998年には市長を代表とする「蘇州ihJ環境総合

整備有限公司」を設侭し，その後成立した「蘇州河環境総合整備計画」によって，下水処

理施設の整備や堰やポンプによる支流からの汚水流人を遮断による汚濁の抑制，河道の竣

喋，曝気施設の配職による浄化能ﾉjを高めることなどにより，水匝改善と環境整備を行な

っている(HeadquarterofSuzhouCreckEIwironmentalComprehensiveHamess,1997;LiuetaL，

2001)．また，この計両には堤防を現在より１ｍ程度低くする改修工事や河川|沿岸の緑化地

帯造成（写真ｌ‐２．２)，公園化，河川周辺の-1二場の移幅や廃歴の撤去事業なども含まれて

いる（写真Ｉ‐２．３）さらに，現在でも－日あたりの舟運の往来数が2,000隻を超えるな

ど（写真１－２．４)，船舶による汚濁負荷も想定され，今後は船舶に対する環境規制が求め

られている（盗料Ｉ‐２．Ｌ盗料Ｉ‐２．２)．

& 
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写真Ｉ‐２．４蘇州河を往来する船舵

これらの環境対策は，中園国内に留まらず，先進同の多くが関心を抱いており，フラン

ス・イギリス・アメリカ・’1本などからの技術者や研究者の視察や，オランダやアメリカ

などの大学の研究者と技術援助協定が行われている．

’二海では，河川環境保全対策の成釆から，一時ﾙﾘの顕蒋な水質汚濁から環境が改詳されてき

てばいるが，今後はさらに河｣||環境を凹復，維持するためのシステムが望まれる．そのために

も，詳細な土地利用の変化や人｢'’’二場の分布などの人文的要紫と継続的な流lTt・水質測定な

どの自然的要素を含めた河川環境の理解を行うことが必要である．また．河川環境に対する意

識の高揚が図られることが不可欠な要素と言える（容口，2004)．
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資料Ｉ‐２．２絲州河環境総合整治エ程意図

注および参考文献

中華人民共和|茎|水利部水文司（1997)：『['１国水盗ili(厩量評価図集」黄河水利出版社,681)．

中国における環境基準類型はＩ類からＶ類に分類されており，水質の判定基準はＩ類から

Ⅲ類までが「合格｣，それ以下が「不合格」になる．

上海水利志編纂委員会編（1997）：『上海水利志』上海社会科学院出版KL，626ｐ、

院仁良編（2000）：『上海llj水環境研究」科学出版社，l80p

HeadquartcrofSuzhouCrcekEIwironmentalComprehensiveHamess（1997）：Functional 

OrientationandTHrge1ofComprehensivellarnessofSLlzllouCreek．Ⅳﾉﾛﾉ１８ﾊﾛﾉＥｍ'ﾉﾉ℃""ＩＣ"ﾉﾛﾉ 
此jeJIce，１６－１，６－７．

LiuetaL（2001）：SuzhouCreekTributariesGatePrqiectWnteﾄEIEResourcesaI1dEnvironmcnt 

inthcYhngzeBasin，１０(6)，570～577. 
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上海は飛行機で，成田空港から約３時間，関西空港からは２時間半程度で行ける比較的

身近な海外渡航先である．東京の気候と大きく差がないことや，名所・ショッピング・食

事などを楽しめることから，一年を通じて多くの観光客が訪れている．近年上海を舞台と

したドラマやＣＭがテレビに流されたり，中国最大級の国際都市であり中国ビジネスの最

先端あるいは拠点としてニュースや新聞などのマスメディアにも頻繁に登場したりしてい

ることからも，注目の高さが伺える．また，２００３年９月から１５日以内の観光旅行につい

てはビザが不要となったことや,２００８年の北京オリンピック，２０１０年の上海万国博覧会な

どの中国国内での国際大イベントが控えており，さらなる関心が予想される．このため上

海市の旧市街地域である蘇州河沿岸地域や黄浦江右岸の浦東地区をはじめとする市内の至

る所で住宅・交通・公園などの整備が進められた．このような都市整備の波は都市中心部

だけではなく郊外都市の中心地にまで広がっている．

日本では，上海ガニやショーロンポー（小寵包子）に代表される点心などのグルメツア

ーの旅行案内が目を引くが，馴染みの上海の都市景観としては，アジア－高いテレビ塔で

ある東方明珠塔や世界三番目の高さ450ｍを誇る金茂大厘などの超高層ビルがそびえる近

未来的な都市景観を呈している浦東新区,租界時代のヨーロッパ風建築物が建ち並ぶ外灘，

上海一の繁華街南京路，などが挙げられる．

古くは－農魚村に過ぎなかったが，１８４３年のアヘン戦争終結以後，外国人居留地として

租界が設立されたことにより半植民地として近代都市建設が進められた.解放後は,経済，

科学技術，貿易基地として発展を続けている（藤原，1988)．］960年代初頭には1,000万人

を超えていた人口は，１９９５年に1,300万人以上となり，特に市中心部では人口密度が4,000

人／km2を超えている（上海市房屋土地管理局，1999)．一般的に見られる上海は，大分県

面積よりやや広く，群馬県面積より少し狭い上海市域面積6,340.5km2の内の，近年急速に

整備・開発された国際都市・観光都市上海のほんの一部の姿でしかない．これらの地域と

混在して低層階住宅が密集している里弄，中層階の集合住宅，食品市場・スーパーマーケ

ット，中小の工場群など都市に暮らす人々の生活空間も存在している．さらに，近代都市

のイメージが強いが，都市周辺部や郊外には，見渡す限りに広がる田畑，天文台のある標

高約100ｍの山，海水浴を楽しめる湖，臨海工業地域，郊外に立地した大学キャンパス，

大規模市場など多様な地理景観を見ることができる（谷口，2004)．現在も中心部では高層

ビルの建設ラッシュが続いており（写真１－３．２入かつて田畑が広がる農村地域であった

郊外でも道路整備など都市化が進んでいる（図１－３．１，写真１－３．３)．

ここで,上海の土地利用について概観すると，市域全体の土地利用は農業用地が3,761.69

km２と全体の58.84％を占め，次いで水域の866.45ｋm２（13.55％)，住宅用地の783.53ｋｍ2

（12.26％)，工業用地の398.03ｋ㎡（6.23％）となっているが，中心市街地278.81ｋm2の土

地利用は,住宅用地の67.53km2(2422％),工業用地の67｣Okm2(24.07％),交通用地4799km２

(17.21%),公共建築用地26.83ｋ㎡（9.62%）となっている.一方，郊外区域433496km2

の土地利用は，農業用地が2855.16km２（65.86％）と割合が高く，次いで水域の67622k㎡
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（15.67％)，住宅用地の400.64kmユ（9.24％)，交通用地の162811

郊外で大きな｣111域鑓が見られる（上海市扇屋｣二地織]211局1999)．

16281k㎡（3.76％）と11ｵ心部と

一

図Ｉ‐3.1」二海における都市化の拡大（｣二海市房屋土地管理局，1998）
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－０ 

写真Ｉ‐３．２建設中の高層ビル

写真Ｉ‐３．３郊外の都市化

道路建設前（2001年７月）と建設後（2004年１２月）の周辺の様子

注および参考文献

上海市房屋土地管理局（1998）：『上海市土地資源」中国地図出版社，140ｐ
谷口智雅（2004）；上海の魅力と都市の風景．地理，49-9,82-87．

谷口智雅(2004)上海蘇州河における環境保全と水辺景観.環境情報研究,第１２号,13-20．

藤原恵洋（1998）：「上海｣．講談社現代新書．259ｐ
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はじめに

世界経済が低迷する中においても，年平均７～9％台の成長率を維持し続ける中国は,「十

一五」（第１１次五カ年計画：２００６年～2010年）においても，「人民の生活水準を高め，一

般庶民に密接な問題を解決し，経済発展を図ること」を目的としてＧＤＰ（国内総生産）総

額を261兆元，１人あたりＧＤＰ額を2400ドル超とする計画が発表されている．

一方で,こうした高度の経済成長を阻害する要因として,「沿岸部と内陸部の経済格差(都

市部と農村部の経済格差）問題」や「ＷＴＯ（世界貿易機構）加盟の影響による国営企業の

閉鎖・倒産に伴う大量の失業問題」さらに「エネルギー問題」や「水・大気・土壌汚染の

環境問題｣等が挙げられる．本節では，これらのうちの環境問題に焦点を当て，特に近年，

「量」「質」双方の確保が課題となっている水環境について検討する．

2003年３月に京都・滋賀・大阪で行われた第３回世界水フォーラムにおいて，開発途上

国における水問題がクローズアップされ,その解決に向けた国際協力の推進が議論された．

中国においても，河川流水の長期にわたる枯渇（断流)，度重なる洪水，水質悪化などの水

問題が深刻化しつつあり，これらの解決に向けた「水資源・水環境」整備の重要性が再確

認されている．このように，最近の中国では，ZOO8年の北京五輪，２０１０年の上海万博と国

家的イベントを控えており，水環境の改善と整備は重要な政策課題として位置付けられて

いるZOO5年11月１日付けの英字新聞｢CHINADAIRY｣紙によれば，中国建設省の次官，

仇保興氏が公式会見として，現在の中国が世界最悪の水問題に直面しているとの認識を示

したことを報じている．また，同新聞によれば，中国の現在の1人当たり使用可能水量は

世界平均の約４分の１程度であり,今後さらに減少することが予測されているとしている．

中国に関する既往の水環境研究は，巨大な人口を持つ国家の挙動がもたらす環境への人

為的影響をはじめとする「マクロ視点」によるものと，居住者の視点・評価を考慮した「ミ

クロ視点」によるものの二種類に大別できる．前者では，人工衛星データを用いた，植生

モニタリング,旱越モニタリングに関する一連の研究成果(近藤2001,2002,Chen,J､Ｙ2002,

Zhang,YZOO2，She､,YB200Z）が公表されており，後者では上海市を事例とした居住者に対

するヒアリング，アンケート調査による生活用水の利用行動や，ウォーターフロントの観

光行動，水辺の環境意識と行動についての研究成果（坪井ほか2003a，2003b，2004,2006）

が発表されている．近年では，中国における公式な環境統計データの公開が進んでおり，

ウェッブサイトにおいても容易に入手が可能になっている．しかし，大局的な地理・地域

的傾向を読み解くためには，データの適切なハンドリングと結果の可視化が重要である．

このため，マクロ視点での中国の都市化と水環境の動向を，ＧＩＳ（地理情報システム）を

援用することにより，その特徴を示した．中国はとりわけ，短期間で劇的な変化を遂げて

きており，その都市化と水環境の実態について入手できるデータをもとに的確にその事象

を把握し，検証を蓄積しておくことは，今後，アジアをはじめ，他地域における水環境の

改善整備事業に向けた情報を発信していく上でも重要な課題である．

1６ 
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分析の概要と方法

ここでは，ＧＩＳソフト「地理情報分析支援システム」（MANDARA）を用いて省単位で

の都市化と水環境鋤向に関する可視化を行った．本ＧＩＳソフトは，MicrosoHWindows95／

９８／2000／ＸＰ｝三で作動し，インターネットを通じてダウンロードが｢]｢能であり，比較的

聯易なインターフェイス（図１－４．１）であることから既に多くの一般ユーザー，教育現

場，地理研究者により利ｊｉ１されている．MANDARAでは，腿性データベースに表計算ソフ

ト（MicrosoliExcel)，またはlJW[Hのスプレッドシートの形状を持つ人ﾉjフォームを用いて

人ﾉﾉ作堆を行い，その後，地図データベースと結合してベクター形式の位'11柵造化された

地図(.｝:lujl>X|)の作成を行う．本稿では主として経済的に忽成災を遂げた,１９９０年から２０００

｛１２に至る１()年liIIを対象とし，申同同家統計局より1:U行されている「Ｉｌ１Ｉﾕ1統計年鑑」「巾凶

賊｢ｉｆ雌,没統il年報」「L'１国環境年鑑」等の各年版を参照してデータの取得を行った．また，

必奥に応じて適宜，各宥，地域lii位の統計データ，WCbsiteを参照した．
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都市化と人ロ・経済格差問題

まず中国における都市化を「人口」と「経済格差」の両側面から検討する．表Ｉ‐4.1

に】990年以降の１０年'11]の人口変動を示す．本表より，当該期間において，１１４５３百万人

の人口増加がみられるが，都市人口・農村人口比率では，近年，都市への人口流入の増加

により，前者の人口比率が上昇していることが肴取できる．また，「出生率BirthRale」か

ら「死亡率DeathRate」を減じた「自然増長率NaturaIGrowthRate」では，全般に医療施設

の整った市鎮（都市部）のほうが県（周縁部）より，その割合が低い状況がみられるが，

最近の全国的な衛生環境の向上により，その格差は徐々に縮小しつつある．

一方，年齢榊成別では，１９９０年と２０００年を比較すると，各々の年次において各年齢人

口層が全体に占める割合は，Ｏ～１４歳人口（27.69％・22.89％)，１５～64歳人口（66.74％・

70｣5％)，６５歳以上人口（5.57％・6.96％）であり，若年齢層（O～】４歳）が4.80％減少し

たのに対し，高年齢層（６５歳以上）が1.39％増加しており，２０００年時点では既にＷＨＯ（世

界保健機関）が定義する，高齢化社会（Agingsociety，６５歳以上人口割合7.0％以'二）に近

接していることが明らかになった．

図Ｉ‐４．２は，２０００年における省別人口数と小児・老年負担係数割合を示したものであ

る．本図より，特に老年負担係数割合の高い地域の分布に着目してみると，拾岸部では一

人っ子政策の推進による年齢別人口構成の歪により，相対的に高齢者の割合が高くなって

いる影響が，内陸部では，廿粛省，湖南行等において，出稼ぎによる労働人口の流111の影

響によると考えられる商い負担係数がみられる．また，東部の沿岸都市部への資本集中に

より，内陸部との格差拡大に伴う失業率の増大が深刻化するなど地域間の社会問題が顕在

化しているが，２０００年３月の全国人民代表者大会（全人代）において計画決定された格差

是正と内陸西部地区を経済成長軌道に乗せるためのＩＮＩ苑施策(西部大開発)が，「iIliNjK東送」

「南水北調」「西気東輸」「青蔵鉄道」の４大プロジェクトを中心に事業が展開されている．

このうち，水問題では現在，揚子江から黄iiilへ導水する大土木工事「南水北調」が進行中

であり，２００７年にはこの一部が完成予定である．

都市化と水琿境一上水道関連の動向一

表１－４．２に中l動の'二水道の供水状況を示す.本炎より,都市基盤整備の一環として１９９０

年以降には，急速に｣二水道管渠整備距離が延ＩＩＩｌしていることがわかる．しかし，年供水総

量においては，用水人口の増大に対しても大きなjWljl変動はみられず，新たな水源砿保が

必ずしも光分に進んでいないことが推察される．主た，１N水岻の内訳をみると，１９９０年に

は生活用水（278％）・’二業用水（72.2％）と大きく［業用水に偏重していたが，１０年後の

1999年には''三活用水（44.5％）・工業用水（55.5％）とnljj者の比率がほぼ均衡してきている

ことがわかる．これは，１]碓活用水便用量の燗川1にみられるように，都il7生活において，

水洗トイレの普及竿，生活施設の高度化がその要伏1のひとつとして考えられる．
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表１－４．１中国の人口推移（都市,農村別）と自然増長率推移（市鎮・県別）
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資料：「中国統計年鑑」各年版

担係数

担係数

⑧ 

図１－４．２２０００年における省別人口数と小児・老年負担係数割合

資料：「中国統計年鑑」２００１年版

係数＝（0-14歳人口）／（15-64歳人口)，老年負担係数＝（６５歳以上人口）／（’注：小児負担係数＝ (15-64歳人口）
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表Ｉ‐４．２中国の上水道整備および供水量の推移

、
都市上水道延長

距離
ロ生活用水

使用壁隼供水総鐡阯活用水鐵（制合)｜工業用水鐘（割合）生活用水戯（制合） 工業用水量（割合）

リットル
－ 

１７６ 

１９６ 

１８６ 

１８９ 

１９４ 

１９５ 

２０８ 

２１４ 

２】４

Zｌ８ 

1990年

1991年

1992年

1993年

]994年

1995年

1996年

】997年

]998年

]999年

97,183 

102,291 

ｍ1,780 

123,007 

131,052 

138,701 

202,613 

215,587 

225,361 

238,00】

3,823,425 

4,085,073 

4,298,437 

4,502,341 

4,894620 

4,815,653 

4,660,652 

4,767,788 

4,704,732 

4,675,076 

1,001,021 

1,159,929 

1,'72,929 

1,282,543 

1,422,453 

1,581,451 
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Ｌ757,157 

1,810,355 

1,816,２２５ 

2,597,,06 

2,701,16】

2,856,051 

2,915,384 
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2,618,145 
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2,364,756 
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(300） 
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(30.6） 

(31.2） 

(36.6） 

(39.0） 

(40.6） 

(42.0） 

(44.5〉

15,611 

】6,2]3

17,281 

18,636 

20,083 

22,１６６ 

２１,997 

22,550 

23,169 

23,886 

(７２２） 

(70.0） 

(70.9） 

(69.4） 

(68.8） 

(63.4） 

(61.0） 

(59.4） 

(58.0） 

(55.5） 

資料：「中国統計年鑑」各年版，「中国環境統計年鑑」各年版

800万立方m/DAY
2００ 

００ 

甥

図１－４．３２０００年における日供水総量と水源割合（地下水・地表水）

資料：「中国環境統計年鑑」２００１年版

２０ 
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一方,２０００年における洪水の日総量と水源割合を省別に示したものが，図Ｉ‐４．３であ

る．本図より中南部地域においては地表水の依存度が高い反面，北部地域においては地下

水の依存度が高いことがわかる．しかし,黄河の断流に象徴される地表水の枯渇化のほか，

過剰な地下水開発・揚水に起因した深刻な地盤沈下問題も顕在化しつつあり，先述の「南

水北調」の完成が急がれている．

都市化と水環境一下水道関連の動向一

都市化による廃水排出量の急増により，下水道整備も１９９０年以降積極的に進められ，下

水道管渠距離，汚水処理能力ともに急進が見られる．表Ｉ‐４．３に下水道整備および排出

量の推移を示す．データの取得が可能であった1997年以降における「廃水排出量」には大

きな変動は見られないものの，その内訳では1999年には「生活」起因吐が「工業」起因量

を上回っていることがわかる．また，「COD（ChemicalOxygenDemand：化学的酸素要求

量）排出量」においても同様の傾向が見られるが，「工業」起因量の減少は，政府による工

場への排出規制や罰則規定の強化による廃水排出の対策が積極的に進められた結果である

と考えられる．

上記の動向を，ＧＩＳを用いて省別に示したものが，図１－４．４，図Ｉ‐４．５である．両

図に共通して北京経済圏，上海経済圏，広州経済圏において高い廃水排出量が見られる．

こうした状況に対し，近年では国内借款，外資の導入などにより廃水処理に対する投資や

施設の整備も積極的に進められてはいるが，それらの資本は東部沿岸地域へ集中投下され

ており（図Ｉ‐４．６)，その結果，内陸部の省においては依然高いＣＯＤ排出による河川水

質汚濁等の環境問題が表出しているものと考えられる．

表ｌ‐４．３中国の下水道整備および排出量の推移

都市下水道延

長距離

都市汚水処理
能力 廃水排出量ｌ生活工業

二:当二;i=琴
生活工業

億ｔ億ｔ年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

Ⅶ
卯
兜
卯
叫
妬
兜
卯
兜
的

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
 

57,785 

,,601 

67,672 

75,207 

83,647 

110,293 

112,８１２ 

１】9,739

】25,943

134,486 

]３０１．９ 

１７Z4.4 

】726.0

1791.9 

19029 

24633 

2932.7 

32765 

3769.0 

4421.1 

415.8 

395.3 

4011 

189.1 

194.8 

203.8 

ＺZ6.7 

2005 

1973 

'7570 

1495.6 

1388.9 

684.0 

6950 

697.2 

]0730 

800.6 

6917 

資料：「中国統計年鑑」各年版，「中国環境統計年鑑」各年版
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万t/YEAR

(工業〕

(生活）

図Ｉ‐４．４２０００年における年間廃水排111総lilSと割合（工業．生活）

資料：「中国環境統計年鑑」2001年版

600000t/YEAR 
300000 

､排出錘(工業）

D排出堂(生活）

図Ｉ‐４．５２０００年における年間ＣＯＤ排出総且と割合（工業・生活）

資料：「中国環境統計年鑑」２００１年版
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Ｃｊｉ 

図Ｉ‐４．６２０００年における廃水処理施設数と廃水処理投資額

資料：「中国環境統計年鑑」２００１年版

水環境の管理

1979年に環境保護法が公布されて以降，公害の根源となる「三廃」（廃水，廃気，廃津）

に対する工場への完全処理が義務付けられ,各々の処理基準達成率が毎年公表されている．

また，現在，中国で工場の新築，改装および贈築などの工事を行う際には，その主体とな

る建設設備において三廃に対する浄化装置を同時に，設計・施行・操業をする「三同時」

が制度化されており，その投資額が公表されるなど，政府の監視と監理が行われている．

上記のように水の｢質｣に関する保護政策は確実に進捗しつつあるが，「量｣に関しては，

南水北調に代表される大規模な土木工事による確保のほかに，近年では処理水の再生利用

が進められつつある．図Ｉ‐４．７に，２０００年における廃水処理基準達成率と処理水再利用

量を示す．本図より，廃水処理基準達成率は東部沿岸地域において高く，内陸の中西部地

域において低い傾向がみられる．また，処理水再利用量では，欠損地が多いため，必ずし

もその状況を詳細に把握することは困難であるが，新彊回族自治区および黄河河口に位置

する省において利用量が多いものの，全般には依然として利用量は充分に促進されていな

い傾向にあるといえる．しかし，２００３年には，山東省において「中水利用計画の推進」が

打ち出され，これに続き，２００５年からは，北京市では新規の住宅団地に中水化プラントの

設置義務化，景観用水等の中水使用の義務化等施策が講じられているなど，最近では広く

この計画が推進されつつある．この「中水」の概念は，両生水や雨水の有効利用の観点か
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ら,近年日本から中国に伝わったもので,言葉自体も日本語の表記のまま使用されている．

しかしながら，中水と一般上水の価格の差別化，中水利用拡大のためのインフラ整備，用

途別の中水利用計画の策定が充分に講じられておらず，利用量拡大のためにはこれらの整

備が不可欠である．

ところで，政府の水環境の管理施策に対する都市部の居住者の評価においては，近年良

好な評価に推移してきている（前掲：坪井ほか2003a）ものの，沿岸の大都市近郊では水

質汚濁に関する訴訟数が多くみられ（図Ｉ‐４．８)．このことは，依然として水面改善が不

充分な状況であることはもちろん，水環境に対する居住者の関心の高さを示すものといえ

る．

最近での最も大きな水質事故のひとつに，２００５年11月に中国吉林省吉林市で発生した，

中国石油吉林石化公司のベンゼンエ場爆発事故による松花江への大量の化学物質の流入が

挙げられる．この事故により，隣接する鼎龍江省の省都ハルビン市およびその周辺では基

準値の10倍以上のニトロベンゼンを検出したため，数百万人の市民の飲料水供給が一時

中断するという未曾有の事態に陥った.また,隣国ロシアのアムール川に汚染水が流入し，

ハバロフスクでも社会不安が起こるという衝撃的な事件は，日本国内の報道でも大きく取

り上げられた．

しかし，現行では，行政・市民レベルでの水質事故に対する認識不足が深刻な被害を拡

大させる危険性も高いと想定されることから，今後は，水環境の管理に対する「情報開示」

と「リスクマネジメント」システムの一層の充実が求められる．

/ＹＥＡＲ 

率

図Ｉ‐４．７２０００年における廃水処理基準達成率と処理水再利用量

資料：「中国環境統計年鑑」２００１年版
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4000件
3０００ 

２０００ 

図Ｉ‐４．８２０００年における水質汚濁関連の訴訟件数

資料：「中国環境統計年鑑」2001年版

結論と課題

本節では，ＧＩＳ（地理情報システム）を援用することにより，都市化と水環境に関する

統計データ行列を地図上に可視化し，マクロレベルからその動向についての把握・検討を

行った．明らかになった点は以下の通りである．

①都市化過程における中国の地域格差は「東高西低」が顕在化している一方，人口の高

齢化も急速に進んでいる．

②上水道の動向は，近年，都市生活環境の向上により，生活用水に起因する水量割合が

鱒大している．しかし，その水源は，北部地域において地下水への依存度が高く，「南水北

調」の完成が急がれている．

③下水道の動向は，工場への罰則規定の策定により減少傾向にあるが，生活起因の廃水

量は依然として多く，また，廃水処理に対する投資や施設が東部沿岸地域に偏重している

ことから内陸地域における水質汚濁が問題化している．

④現在，政府により廃水処理を含む「三廃」については厳しい基準が設定されており，

その達成率が公開されているなど水面の管理体制が整備されつつある．しかし一方で，水

越の確保については，「中水利用」が近年，進められつつあるものの，利用のためのインフ

ラの未整備や利用価格の問題などはまだ充分に整備されておらず，今後の課題である．

⑤大規模かつ広範囲な影響が懸念される水質事故の発生を教訓に，情報開示とリスクマ

ネジメントシステム，また，水利用のリテラシー向上のための啓蒙による持続可能
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（sustainable）な水利用を国家，市民レベルにおいて取り組んでいく必要がある．

本研究用いたＧＩＳ（地理情報分析支援ソフト：MANDARA）は汎用性が高く，極めて平

易な操作によって作図が可能であり，マクロな領域における地理的動向を視覚的に把握す

る有効なツールであることが再確認された．

なお，本編で取り扱ったデータは，主として都市共鱒施設を中心とする水関連のもので

あり，潅概用水等において大量に水を消費する農業については考慮されていない．この点

の考察については，今後の課題である．
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環境行政と政策

中国の環境行政と環境政策は，1970年代終わり頃に始まる改革開放政策と共に本格的に

展開されるようになった．「社会主義計画経済」から「社会主義市場経済」への移行による

社会と政治・経済体制の改革，また中国の自然環境，政治制度，経済構造，産業柵造，エ

ネルギー構造，経済発展段階に応じて，今l]までの[|｣国の特色ある環境行政及び政策シス

テムが形成されてきている．

中国の環境政策システムは，行政手段を中心としているが，現在では，法的制皮，経済

的手段，科学技術的手段，住民参加などの多元的な環境政策システムが展開され始めてい

る．1949年の建国以降，工業の発展に伴い，環境汚染や自然破壊の問題が顕在化し，建図

初期には既にいくつかの主要都市での工業による環境汚染問題が発生していた．当時は人

口が相対的に少なく生産規模も大きくなかったため，環境問題の大部分は局所的な自然破

壊と環境汚染にとど主っていた．このような事態に対し，当時は環境保護のための聯'19の

組織や法規はみられないものの，1956年には国家衛生部・建設委員会連合が公布した「工

業・企業設計暫定衛生鑑噸」や1957年の国務院の「'１１縦人民共和国水土保持要綱」の[1]で

環境保護の規定が設けられた．

大躍進時期および，］966年からはじまる文化大紘命時期においては，国民経済の混乱

をきたし，同時に環境符理の杜撰さから，極度の環境汚染と深刻な自然破壊が拡大した

環境問題について中国政府が本格的に対応し始めたのは，1972年６月にスウェーデンの

ストックホルムで開催された国連人間環境会議の後である．その翌年の1973年８）1，北京

で初めての環境問題についての国内会議であり，第一回全国環境保護会議が開催された．

その背景としては，国内の産業公害や自然破壊などが非常に深刻な状態になっており，も

はや放置できない穰度に達していたことが挙げられる．

同会議においては，「環境保護と改善に関する若1二の規定」条例が発表された．これは中

国における環境保迩に関わる最初の行政条例となった．1974年４月，国務院に環境保護指

導グループが設置され，中国の環境行政がスタートした．本条例に伴い，以後は，全国各

省，自治区，直轄il7，大中型国有企業で，環境行政が展開されることとなった．初期の環

境行政の主な目的I士，環境保護の方針，政策と条例の制定，また環境保護i;１画，環境保護・

監督などであった．

1984年，国家環境保護局は国家建設部の一部局として設立されたが，１９８８年にljil務院直

属となり，1998年には国家環境保護総局に昇格し，環境行政は国家の重要な位IiMIlを占める

ようになった．この機HW改革は，中央と国務院が鍬境保護を重視する姿勢をl河内外に,ｋ１－

ものともいえる．国家環境保護総局の所索職責は以「の10項目にまとめられる．
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①国の環境保護に関する方針，政策，法規を立案し，政令を制定する．国務院の委託に

より重大な経済・技術政策や発展計画，重大経済開発計画に対し環境影響評価を行う．国

の環境保護計画を立案する．国指定の重点地域，重点流域の汚染防止と生態保護の計画を

作成し，その実施を監督する．環境保護に関する機能区域を指定する．

②大気，水，土壌，騒音，固体廃棄物，有毒化学品，自動車等による公害の防止にかか

る法規や規定を立案する．海洋環境保護事業を指導，調整，監督する

③生態環境に影響を及ぼす自然資源の開発・利用や重要な生態環境の建設，生態破壊の

回復にかかる事業を監督する．

④各地方や各部門及び地域や流域をまたがる重大な環境問題の解決について指導．調整

を行う．重大な環境汚染事故や生態破壊事件について調査・処理する．省をまたがる環境

汚染の紛争を調整する国の重点流域の水汚染防止事業を実施・調整する．環境監理（検

査監督）と環境保護行政監査に責任を負う．環境保護法規の執行状況にかかる検査活動を

全国的に展開する．

⑤国の環境基準や汚染物質排出基準を定め，国の規定するプロセスを公表する．地方が

作成した環境基準を登録する．都市計画全体の中での環境保護に関する内容を審査．許可

する．国の環境質報告書を編集・公表する国の環境状況公報を公表する．定期的に国と

重点都市，重点流域の環境質状況を発表する．国の持続可能な発展綱要の編集を行う．

⑥各種の環境管理制度を制定・実施する．国の規定に基づき開発・建設事業の環境アセ

スメント報告書を審査・認定する．都市・農村の環境総合整備を指導する．農村の生態環

境保護に責任を負う．全国生態モデル地区の建設と生態農業の建設を指導する．

⑦環境モニタリング，統計，情報にかかる事業に責任を負う．環境モニタリングの制度

と規定を策定する．国の環境モニタリング・ネットワークと全国環境情報ネットワークを

構築・管理する．全国の環境質のモニタリングと汚染源に対する監視的なモニタリングを

行う.環境保護にかかる宣伝教育と報道．出版事業を実施．指導．調整する市民やＮＧＯ

の環境保護への参画を促進する．

⑧国の地球規模環境問題に関する基本的な原則を立案する．環境保護の国際協力．交流

を管理する．重要な環境保護にかかる国際活動に参加・調整する．環境保護に係る国際条

約の協議に参加する．環境保護に係る国際条約の国内での履行活動を管理．調整し，対外

的な連絡を統一する．環境保護系列の対外的経済協力を管理する．関連する外国資本導入

プロジェクトについて調整・実施する．国務院の委託を受け外国に関係する環境保護問題

の処理を行う．環境保護の国際組織との連絡に責任を負う．

⑨原子力安全，放射線環境，放射性廃棄物の管理に責任を負い，関連する方針．政策．

法規・基準を立案する．原子力関連の事故や放射線環境の事故に対する緊急対応に参加す

る．原子力施設の安全や電磁波の放射，原子力技術の応用，放射性のある鉱物資源の開発．

利用における汚染防止に対して統一的な監督管理を実施する．原子力原料の管理．コント

ロールと原子力格納施設に対して安全検査を行う．

⑩国家環境保護総局の機構編成と人事管理に責任を負う．全国環境保護系列の行政管理

体制の改革を展開する．
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国策としての環境保渡政策

中国の環境政策は，国家から省（自治区，直轄市)，市，県までの全国的な環境管理組織

が整備されている．沿岸部の経済発展地域は，以上に加えて郷鎮まで環境管理組織が設け

られている．中国の環境行政は，環境政策，条例，環境基本計画の制定から大気，水環境，

土壌，騒音，廃棄物の管理，また自然，生態環境の保護，環境基準，公害，環境科学研究，

環境産業，環境観測，統計，環境情報，環境宣伝教育，核放射能廃棄物管理，地球環境保

全，国際環境協力まで，幅広い機能を果たしている．

現在，中国は，「環境保護」政策を国策の一つとして掲げ，環境保全に積極的に取り組む

姿勢を示している．環境保護が国策とされたのは，１９８３年に開催された第２回全国環境

保護会議で，当時の李鵬副総理が「環境保護を国策の一つとする」とした発言を行ったこ

とがきっかけとなっているが，中国は１９７９年以降，改革・開放政策と市場経済体制の導

入に伴って急速な高度経済成長を続け，経済発展が水質汚濁や大気汚染，廃棄物問題など

といった公害を深刻化させるとともに，過度の森林伐採などによる自然破壊による自然災

害なども引き起こし，環境問題の深刻化が経済成長の足を引っ張りかねない状況が生まれ

つつあることも事実である．

このため，これまで環境保護を国策に掲げつつも経済発展を最重点としてきた中国政府

もこのような状況に危機感をいだき，近年は，環境対策を重点政策の－つとして再び推進

しはじめている．その中では各種の環境対策関連法規の整備や環境行政体制の充実といっ

た公害規制の強化はもちろん，クリーナープロダクション促進法や化学物質対策関連法規

の制定，リサイクル関連法の導入計画など，環境汚染が顕在化する前に手を打つ予防的な

取り組みにも力を入れはじめている．

ところで，中国国家統計局の２００４年１月の発表によると，中国の２００３年の国内総生

産(GDP)は前年比9.1％と引き続き高い伸びを示し，１人当たりのＧＤＰは初めて1,000米

ドルの大台を超えた.このため経済成長と環境保全の両立を図ろうとする中国政府は,2004

年３月の第10期全国人民代表大会において温家宝首相自らが，２００４年度の主要な任務の

一つとして「経済と社会の全面的なバランスのとれた持続可能な発展」を挙げ，ｌ）法執行

の強化によって汚染物質の排出を厳格に規制し，健康と安全を脅かす環境汚染問題の解決

を急ぐこと，２）循環型経済の発展とクリーナープロダクションを推進すること，３）資源

節約型社会を構築すること等の具体策に触れながら，環境問題に積極的に取り組む方針を

あらためて確認するととも国内外に示した．

こうした動向は，中国が２００１年１２月にＷＴＯ（世界貿易機関）へ加盟したことも環境

関連法規の整備を加速させている．これはＷＴＯ加盟国には基本的な法制度の整備とその

透明性ある運用が求められるからである．
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3つの環境政策と９つの環境管理制度

中国の環境対策は，３つの環境政策と９つの環境管理制度を基本に実施されている．３

つの環境政策とは，「環境汚染の未然防止を中心とし，未然防止と汚染処理を両立させるこ

と」「汚染者が汚染を処理し，開発者が環境を保護し，利用者が環境汚染（破壊）を補償す

ること」｢環境管理を強化すること」である．この３つの環境政策は,環境汚染の未然防止，

汚染者負担の原則，法規制などによる直接的環境規制の強化，という３本柱の環境対策の

基本原則を明確に示したものである．具体的には以下の通りである．

①汚染防止を中心とし，防止と汚染改善を併用

環境政策の主な手段として,環境保護を国民経済と社会発展計画の中に取り入れて,工業，

農業開発の過程で環境汚染と生態系破壊を防止し，環境保護の目標を達成するために，各

政府，各部門，各企業にわたって全面的に環境保護責任制度を導入する．

②汚染者負担の原則

これは中国の環境経済改革の中心的な政策であり，具体的な手段としＩ）企業の技術革新

を通じて工業汚染を防止する．Ｚ）資源消耗型，あるいは汚染が深刻で市民の生活に影響を

与える企業に対して，期限付で閉鎖・停止・移転などの措債を実施する．３）汚染物排出課

徴金制度や，生態環境補償費用の徴収である．

③環境管理を強化

中国の環境政策は，基本的に管理型の政策であり，その管理手段として，ｌ）法律によって

環境を保護，管理する，２）国家と地方の法律，条例，埜準を作成し，直接的な規制手段を

利用する，３）外国の環境管理制度を導入する．

一方，この３つの環境政策に基づく具体的な環境管理制度としては，①環境影響評価制

度，②「三同時」制度，③排汚費（汚染物質排出費）徴収制度，④環境保護目標責任制度，

⑤都市環境総合整備に関する定量審査制度，⑥汚染物質集中処理制度，⑦汚染物質排出登

記・許可証制度，⑧期限付き汚染防除制度，⑨企業環境保護審査制度の９つがあげられ

ている．このうち特に３番目の排汚費（汚染物質排出費）徴収制度は，環境汚染物質の排

出者に排出費用（いわゆる環境使用料）を負担させるもので，経済的手法による環境対策

である．この制度は1979年に制定された「環境保護法（試行)」にすでに盛り込まれてい

たものであり，その後排汚費徴収ilill度は内容の見直しが行われたとはいえ，開発途上国で

あった中国において早期から直接的環境規制手法というかたちで経済的手法の導入が図ら

れたことは注目に値する．

着実に進められる環境法体系と環境行政組織の整備中国において国家レベルで本格的な

環境対策への取り組みが始まったのは,1973年の第１回全国環境保護会議の開催がきっか

けである．この会議は，前年にスウェーデンのストックホルムで開かれた国連人間環境会

議に中国が代表団を派遣したことやいくつかの大規模な水質汚濁事件の発生などを受けた

もので，環境保護に関する基本方針が審議されるとともに，その後同年に，国務院によっ

て中国初の環境法規として通達された「環境の保護と改善に関する若干の規定」を「承し
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ている．また，１９７４年には最初の環境行政組織である「環境保護指導小組」が国務院の中

に発足している．１９７８年には憲法の改正にともなって，中華人民共和国憲法（1978年版）

の第１１条に「国家が環境と自然を保護し，汚染およびその他の公害を防止する」とした

環境保護条項が盛り込まれ，環境保護への取り組みが同家の責務の一つであることが明ら

かとされた．その後，】979年には「環境保護法（試行)」が制定され，この法律が制定さ

れたことを受けて，大気汚染や水質汚濁などの防1kを'二Ｉ的とした法律や実施細則，条例な

どか次々と整備されていった．

その後，１９８２年に改lIiされた現憲法においては，自然資源の保護を中心に環境に関する

規定が大幅に追加され，「lL1家は生活環境と生態環境を保護・改善し，汚染とその公密を防

止する」「国家は械樹，造林を組織し，奨励し，樹木，森林を保護する」「いかなる組織や

個人であっても，自然資源を侵占あるいは破壊することを禁止する」などとした規定が嘘

り込まれ,自然資源の保護や文化遺産の保全についての国家の責務も明確にされたまた，

環境行政組織についても「環境保護指導小組」は１９８２年に城郷建設環境保護部の「環境

保護局」に，】984年には「国家環境保護局」へとllInに改組され，権限の強化や充実が図ら

れた．国家環境保護局は１９８８年に国務院の直ⅢIi機UMとされ，全国の環境保全行政を統括

する仕組みが整えられていった．

一方，試行法として制定された「環境保護法（拭行)」も１９８９年には，「環境保遡法」

としてあらためてIliU定され，前述した９つの環境僻理ＩｌｉＩ度もほとんどが確立された．環境

係護法が制定された１９８９年頃には，現在の産業環境対策の基礎となっている環境法体系

の仕組みや環境行政組織の整備が－通りできあがったことになる．なお，その後，同家環

境保護局は1998年に「国家環境保護総局（SEPA)」に昇格している．

９つの環境管理制度の具体的内容は，以下の通りである．

①三同時制度

建設時において，ｉｉｹﾞ染防1kの施設を主体=[工！『と|可時に，設計，施工，使用しなければなら

ないとする原則である．二|可時制度の適用対象としては，新築，拡大，建築，改築の場合

のほかに，技術改造項'二lや環境破壊の可能性のあるプロジェクトである．

②環境影響評価制度

環境汚染をもたらす述設プロジェクトの場合は，必ず環境影響評価書を作成して所管の環

境保護行政主管部'１１１の承認を受けなければならないという制度である．

③汚染物排Ⅱ|課徴金制度

事業者が工場等から汚染物を排出する場合にI！「業所から，一定の基準あるいは規定に選づ

いて,ある額の費月]を徴収する制度である.汚染者負担の原則の具体化であることともに，

環境保護のために燐命災めとしての目的を有する．

④環境保護目標武任Ilill度

各級人民政府及び汚染を引き起こす企業に対して，［４１己の責任範囲内での環境改鮮の両務

を課す行政管理制度である．これには，以1ざの３つの形式と特徴を持つ．
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3つの形式

l）地方政府首長輔の圧191『|'の環境目標と環境摺理指標をIj11Wii5にし，行政首長が職務レベル

ごとに環境保護協定ｉｌｌｉを締結する．

2）政府の行政首長は各部門及び工業分野の指導者に対して協定書を調印する

3）政府の行政首長は､![接企業と協定書，あるいは環境保護指標の達成について，武任を持

って実行することの鯛印旨を行う．

3つの特徴

l）時間と空間が明確に区切られている．一般的には政府の一任期を期限とし，行政111位の

所轄を範囲としている．

2）明確な環境1ﾉ1容l引標，定赴要求及び分担可能な環境保謹指標を有している．

3）明確な年度業務指標，セット化された保証橘lMh辮査賞罰のシステムを有している．

⑤都市環境総合整備定lik審査制度

本制度は，市政府の統一的指導のもとで行政，法律，経済，技術，建設等のさまざまな手

段を総合的に迩片]して，汚染処理と環境瀞理を結合し，定吐指標システムを通じて都市環

境の総合整備の効果を稀盃するものであり，都Tl7の環境状況の改善を促す制度である．

⑥汚染物排出遜録，許可証制度

汚染物排出登録制度は，汚染物質を排出する｡I；業者は届け出て登記しなければならないと

いうものである．環境保護行政主管部門が適時にIjM述汚染物の排出と汚染防止状況の正確

な情報を把握するのに役立つものである．

許可証制度は有審あるいは有害な可能性のある活11111のIiiiに，必ず関連管理機関にillifiを提

出し，同機関が審査承認を経て許可証発給後，一巡の替理措置を行うものであり，環境行

政許可の法律化であり，環境保護監督管理のIli要の手段である．

⑦汚染源集中制御，改善制度

汚染物質を地域全体として集中処理･制御することによって対応しようとする制度である．

地域内に分散して存在する汚染源を集中させて，人力，物力，財力の集中，最新技術の採

用，資源，エネルギーの節約や有害廃棄物の資源化などにより環境の質を改灘しようとす

るものである．

⑧期限付汚染源改灘Ilill度

このiliI度は既に存在する汚染源に対して，法定機関の発する決定によって一定1UIlIll内（３

年を超えることができないとされている）に汚染を改善し，かつ規定が要求する一連の措

僑に達することを目的とするものであり，汚染を除去，かつ軽減し，環境質likを改善しよ

うとする管理制度である．また，現在整備され，発展しつつあるIliI度としてば，環境保護

許可証制度，汚染物排111総fit規制制度，環境マーク制度輔がある．

⑨企業環境保波辮盃Ilill度

本制度は，企業の環境保護遵守を管理監督し，開IiHII述反に対する審査を行うものであり，

あわせて，厩年，企業活ilyIから生じる汚水や排気1itなどの排出辻および改善率，達成率な

どが一般に公表されている．
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中国の環境法体系

中国の環境法体系の基本となるのは，1979年に試行法として制定され，その後'989年

に内容強化・改定の上で再び制定された「環境保護法」である．この環境保護法の下に，

産業環境対策に関連する単独法として「大気汚染防止法」「水汚染防止法」「固体廃棄物環

境汚染防止法」「海洋環境保護法」「環境影響評価法」「環境騒音汚染防止法」「クリーナー

プロダクション促進法」の七つが制定されている．同様に環境保護法の下には，野生生物

保護や森林保全に関する自然保護関連の単独法も定められている．また，単独法以外に環

境法規制に効力を持つものとして，国務院によって制定される多くの行政法規が設けられ

ている．この行政法規には，各単独法の内容を補完する目的で策定される「細則」と，単

独法に定められていない領域をカバーする「条例，規定，弁法」など，さらには特定の環

境保全活動に対する指針・原則を示す「決定・通達等」の３種類がある．産業環境対策に

関係するものとしては，細則として「大気汚染防止法実施細則」「水汚染防止法実施細則」

があり，条例等としては，「排汚費徴収使用管理条例｣，決定等としては「環境保全にかか

る諸問題に関する国務院決定」などが，それぞれあげられる．

｢環境保護法」－環境と経済の共立一

環境政策の基本となる現行の「環境保護法」は，１９７４年に試行法として制定・施行され

た１日環境保護法が１９８９年］２月に全面的に改定されたものである全体で６章で構成さ

れる|司法では,第1条において法の制定目的を｢生活環境と生態環境を保護および改善し，

汚染とその他の公害を防止し，人体の健康を保障し，社会主義近代化建設の発展を促すた

め」とするとともに，第４条では「環境保護活動を経済建設および社会発展と協調させる」

ことが定められている．

また,国務院の環境保護行政主管部門と地方の環境行政との役割分担にもふれ,例えば，

「国務院の環境保護行政主管部門は，国家環境質基準と国家経済，技術条件に基づき国家

汚染物質排出基準を制定する．行，自治区，直轄市の各政府は，国家汚染物質排出基準に

定められていない項目について，地方汚染物厩排出基準を定めることができる．国家汚染

物質排出基準に定められている項目については，国家汚染物質排出基準より厳しい地方汚

染物質排出基準を定めることができる」とし，地方政府が国家排出基準の上乗せ規定や検

出し規定を制定できる法的根拠を明記している．

さらに中国の基本的な環境管理制度である「環境影響評価制度」「三同時制度」「汚染物

質排出登記・許可証制度」「排汚費（汚染物質排出費）徴収制度」「期限付き汚染防除制度」

などに関してもそれぞれ該当記述を設け,これらの環境管理制度の実施根拠も示している．

企業に対しては，工場の新設・改造に当たっては汚染物質排１１１量が少なく，資源の利用効

率が高い生産技術の導入なども求めている．そのほか，すべての団体と個人に環境汚染に

対する摘発と告発をする権利を認めるとともに，損害賠償請求にもふれ，訴訟提起の時効
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を３年としている．ただしこの環境保護法はあくまでも原則的な理念を示すにとどまって

おり，具体的な環境規制については，環境係護法の下に設けられた各種の汚染防止法や行

政法規，排出基準等によって執行されることになる．

水汚染防止法

水質汚濁の防止を目的とした「水汚染防止法」は，1984年の第６期全国人民代表大会

常務委員会で採択後に施行され，その後１９９６年に改正されている同法の適用範囲は，

河川，湖沼，運河，水路，ダムなどの表流水と地下水で，海洋については別途制定されて

いる「海洋環境保護法」（1982年制定，１９９９年改正）に基づき管理が行われている．

水汚染防止法では，水域環境における望ましいレベルを示す水環境質基準と水質汚濁物

質の排出基準の設定，建設プロジェクトにおける環境影響評価の実施，都市汚水の集中処

理の推進，生活飲料水源の保護対策，地表水および地下水の汚染防止，罰則規定など，水

質汚濁防止に関する幅広い規定を盛り込んでいる．

企業活動に関連するものとしては，水質汚濁防止対策への三同時制度，排汚費（汚染物

面排出費）徴収，汚染物質排出登記などの環境管理制度導入を規定し，このうち排汚費に

関連して，企業が水源に汚染物質を排出している場合は，国の規定に従い汚染物質排出費

を納入義務が課せられるほか，国あるいは地方政府が定めた汚染物硬排出基準を超える場

合には，国の規定に従い基準超過汚染物質排出費を納付が義務付けられている．また，環

境行政機関による立ち入り検査権も明記されているほか，環境影響報告書に，建設プロジ

ェクト所在地周辺の住民意見の記救を求めている点や，水厩汚濁によって被害を受けた関

係者による損害賠償請求権を認めていること，水資源の有効利用に関する規定があること

が特徴となっている．

環境政策の新しい動向

「十五（第１０次５カ年計画2001年－２００５年)」計画要綱及び国務院の要求に基づき，「十

五」計画期間の環境保護目標は，「２００５年までに，環境汚染をある程度軽減し，生態系の

悪化を初歩的に抑制する．都市部・農村部の環境の質，中でも大中都市と重点地域の環境

の質を改善し，杜会主義の市場経済体制に適応する法律，政策，管理体系を整備する」こ

とが掲げられた．具体的な政策は以下の２つの計画が中心となっており，これにさらに詳

細なプロジェクトが策定されている．

l）「十五」計画期間，全国主要汚染物排出総量規制計画

z）中国緑色工程計画（第２期）
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本計画では，後者の「｢'1国緑色工程計画（第二jU1)」において，全国の汚染削減対策と化態

保護活動を進め，Ili点区域においては,特に以下10の環境保護目標の実現がプロジェクト

として進められた．

①「3河３湖」汚水処理場建設プロジェクト

②三峡ダム水汚染除去対策プロジェクト

③南水北調（東線）汚染対策プロジェクト

④渤海青い海行動iihiliiプロジェクト

⑤「２つの規制区」火ﾉj発電所脱硫プロジェクト

⑥北京青い海背い空（碧水藍天）プロジェクト

⑦国家級自然保護区と生態機能保護区プロジェクト

⑧危険廃棄物集中処理プロジェクト

⑨国家環境・モニタリング●ネットワーク建設プロジェクト

⑩国家環境科学技術創新プロジェクト

環境保護法の今後の課題

中国では環境法治の伝統は必ずしも醸成されているとは言えず,｢上有政策･下有対策(上

に政策あれば下に対策あり）」という言葉で表されるように，法を上から強制されるものと

みる傾向が伝統的に強いことが指摘されている．このため，今後は外面的な法制度の整備

にのみとらわれることなく，実際の運用，執行の状況を客観的に検証・検討することや，

さらには，国民個人の環境行動に対する啓発運1IMIを併用したシステム作りも求められる．

参考文献

徐国弟（1998）：長江地区資源開発與可持続発展，武漠出版社，Ｚ４２ｐ（中文）

王放（2000）：１１]国城市化與可持続発展，科学１１１版社，339p・（中文）

闘延婿（2001）：人・環境與可持続発展，北京航空航犬大学出版社，Z38p．（'1J文）

楊立勘（1999）：城TIT化與城市発展戦略，広東高嫌教育出版社，381P．（中又）

李光玉・宋子良（２０００）：経済・環境・法律，科学出版社，384p・（中文）
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第II章水文環境

'第1節上海における水文環境調査の必要性

ある地域における水循環を考えたとき，上｣11利用の変化はi'１J)||流{,t，河Ⅱ|水をはじめと

した地表水から地下水への浸透量，地表における水面面積の増減とそれに伴う蒸発散止の

変化など様々な形で影響を及ぼすことが考えられる．上海においても，近年急速に進んだ

都市化･農地整備に伴い,水路や井戸の分布に減少の傾向が現れている．図Ⅱ‐１．１は1995

年時点での上海市の｣三地利H｣分ｲlJをふしたものである．llj域の多くの部分は水田によって

占められていることが分かる．都１１J域は黄浦江の左岸ＩＨＩ|，蘇州河との合流部付近に上海市

の中心市街地が発達しており，他に各区の中心地に中規模程度の都｢１丁が分布しているこ

のように，小縮尺の地凶でみたときには，依然として上海市には多くの水田が残っている

ようにみえる．図１１－１．２は，上海市北部に位置する宝'11区の中心都市における区画整理

前と後の様子を示したものである．水田や水路は大幅に減少し，以前格子状に敷設されて

いた比較的しっかりとした水路であった部分には道路が蚊かれ，この地域の交通手段も変

化したことが想像される．蘇州河に沿って発達した自然堤防上に畑地が分布している．
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図１１－１．１１２海lliの土地利用分布（1995年）
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図１１‐１．２宝山区における水路網の変化
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このことは，この地域における水循環や水利ﾊ】形態が変化していることを示唆しており，

将来的に水資源符理について考えたとき，現在のこれらの状況を把握しておくことは極め

て重要である．

都市化に伴う河川環境の悪化に対する対策は，蘇州河環境総合整備計画により，改善の

兆しがある．一方，地下水環境については，下水道雛Miの遅れ，工場，農場などからの排

水の浸透が懸念されながらも，その実態は不明である．

上海市は現在も進化を続けている．そして，製非とよばれる下町風情の漂う伝統的な水

利用形態は，少なくとも｢''心市街地でみることは，もはやないおそらく大深度からの揚

水によって，ホテルをはじめとする商業施設や大規模工場は地下水を利用しているかもし

れないしかし，洩層部を流れる人為的負荷をもっとも強く受ける地下水については，民

間の開放井戸が姿を消した現在，その流勤形態や化学物質の深部への拡散について解析す

る手段が無くなってしまっている現状がある．

私たちが，調査に入った２０００年前後は，まさに中心地の再開発が佳境を迎える11號期で，

半年後に同じ地域を訪れると，その地点にあったはずの井戸は，街と共に姿を消している

という状況の迎続であった．幸い，数年間に及んで季節の異なる採水が出来，今後の地下

水利用を考えたときに，本報告は筏層地下水と河川水の禰養関係や地下水流UilIや汚染状況

の実態を明らかにするという点では，おそらく今後はどこの機関からも公表される可能性

の低い，最後の搬告になると思われる．さらに，広域的に水循環を考えたとき，第１歳で

述べたような，約２０年iiiiに問題になり嫌んに研究総文が発表された過剰揚水による地盤沈

下の問題は，長江流域だけでなく華北平原でも1951年から1915年までに最大で約40ｍ近

くも地下水の低下がみられるように，多くの地域において問題になっている．黄河下流域

では，地下水位低下の影鞭を受け，潅概用水を黄iiiJの河川水に求めた結果，過剰導水によ

り，断流が発生している．河川水の周辺地域の筏層地下水への酒養に極めてｉｉｉ喫な問題が

発生している．２０００年以降断流はおさまりつつあるが，中国政府は慢性的に発生する中国

北部の水不足を解消するために長江流域の水を黄河流域に流す「南水北朝」政策を今後５０

年の計iHiiでスタートさせている長江においても三峡ダムがほぼ完成し，下流域への1]常

の流量は大きく変化している．

このように長江の上流域に目を向けると，長江流域の水収支に大きな影響を及ぼすこと

が考えられる国家規棋のプロジェクトが数多く立ち｣二がっており，今後最下流部に位瞳す

る上海地域においても河川流雌・水質，上流から流!]M1してくる地下水について何らかの影

響が及んでくる可能性がある．流域規模で水術環や水資源問題を考えたとき，」二流域にお

ける人間活動による今後の環境負荷がどの程度及んでくるのか，その変化を正確に把握し，

影響が確認された場合に迅速に対策を立てるためにも,耀下流部にあたる人口稠密地であ

る上海地域の現ｲ１２の実態を把握しておくことは非辮にIIi(要である．

この章では，地下水の流動の場である地下のIﾉ1部榊造，河川水と地下水の物理化学的特

性，地下水の利用形態，河川水や地下水の汚染の実態とその対策についてＸ脚盃を行った結
果を報告する．
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上海のように四季の存在する地域において水文環境の調査を行う際には，季節変化

を考慮に入れなければならない．図Ⅱ－１．１の土地利用分布をみてもわかるように，

上海市郊外には水田が広域に分布している．このことから夏季を中心とした潅概期に

は，水田面に瀧概用水が導水されることから，非潅概期と比較したときに，水面面穂

に大きな季節による差異が生じることが考えられる．さらに，この地域は，梅雨前線

や秋雨前線，台風の影響を受けやすいので，季節によって降水量も大きく異なる．こ

のような状況を考えると，少なくとも潅概期にあたる６～８月，非潅概期にあたる１２

～３月の間に１回ずつの測水調査は必ず必要になってくる．本研究では，このような理

由から河川水に関しては1999年８月および２０００年３月，地下水に関しては２００１年３

月および２００１年７月に本格的な測水調査を行った．本来ならば，河川水と地下水の調

査は，同時期に実施するのが理想的である．しかしながら，本プロジェクトの当初の

目的が，都市化に伴う河川水の水質悪化とその改善策であったため，最初は地下水を

調査対象としていなかった．

現地では，河川水４９地点・地下水２１地点・湖水１地点，さらに７月には水田の水

について測水調査を実施した．調査地点の位置を図Ⅱ－２．１に示す．河川水について

は，合流の影響を把握する必要があるので，合流点より上流の各河川と合流点より下

流の地点において調査を行った．合流後，どの程度下流であれば完全に２つの河川の

水が混合しているかを推定するのは極めて困難であるため，本調査においては，合流

後最低1kｍ下流に位置する橋の中央部から採水を行うこととした．地下水については，

民家の開放井戸や畑地の溌概用井戸を対象に，地域的に偏りが生じないように，５kｍ

四方に１地点は採水地点が分布するように調査を行った．これらの地点において，水

温・電気伝導度・ｐＨを測定するとともに，地下水については井戸枠から地下水面まで

の深さを計測した．一般的に，地下水の水位は，井戸がある地点に最も近い水準点や

三角点から簡易測量を行い，井戸枠基部の地盤標高を求めた後に，現地で1111定した井

戸枠から地下水面までの深さを引くことによって地下水面標高を算出するまたは，

地形図を利用して等高線や水準点・三角点を利用して比例配分から井戸のある地点の

地盤標高を求め，地下水面標高を算出することもある．しかし，中国では等高線の記

載されている詳細な地形図は一般には公開されていないため，地盤標高を求めること

は極めて困難である．現段階で入手可能な地形情報は，図、‐３．１に示されている地

形分類図のみであるので，本研究では，地表から地下水面までの深度分布という形で表

した．現地における測水調査時には，化学分析用にl50mlの採水を行った．採水した水

サンプルは，無機溶存イオン濃度（Ｃａ2+,ＭｇｚＩ,Ｎａ卜,Ｋ十,ＳＯ４ﾕ．,Ｃ｢,ＮＯＪ．,ＨＣＯ３.）および

酸素・水素安定同位体比を測定した．無機溶存イオン濃度を測定各成分の占める割合

やその壁の季節や場所による違いおよび変化を検討することによって，地下水と河川

水の交流関係，地下水の酒養源，地下水の流動経路，汚染の状況などを解明すること

ができる．
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一方，酸素・水素安定同位体は溶存イオンのように周辺物質（岩石・士壌・気候な

ど）との化学反応を起こさないため，水文循環を解明するときのトレーサーとしての

利用に適している．無機溶仔イオン分析は東亜ＤＫＫ社製イオン分析計IC-lOOを用い

＝重大学教育学部地理学研究窯において，安定同位体比ItFinniganMAT社製質埜分析

計Dclta-Sを用い熊本大学理学部水文学研究室において分析を行った．なお，降水の酸

素・水素安定同位体比のデータはIAEAのＧＮＩＰデータを使用した．

この他に，河川水については，１９９９年にパックテストにより，illj酸態窒素，リン酸

についての測定を行った．
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図Ⅱ－３．１は上海市の標高分布と地形分類を示したものである．上海市の地形を概観す

ると，東部海岸地域の標高が高く，相対的に西部地域では低くなっている．西部内陸地位

置には標高Ｏ～2m程度の低地が広がっており，湿地帯となっている．東部から中部地域に

かけては標高２～4m程度の海岸平野地域になっており，地域によって形成年代が分けられ

ている．海岸平野地域には特に黄捕江から南の地域において南北に周辺部よりも若干標高

の高い微高地が南北方向に分布している．これらは海岸平野に形成された砂州状の地形と

推定できる．図Ⅱ‐3.1に示した地形分類図の中で，形成年代がもっとも古いIHIの海岸平

野は図Ⅱ‐３．２では砂質丘列地帯と記されており，この年代に砂州が非常に良く発達した

ことが裏付けられる．このことは，図Ⅱ－３．１の等高段彩された地形図にも南北方向に微

高地が形成されていることからも証明できる．この時代，北部に位置する長江から掃流さ

れてきた砂礫が河口に向かって堆秋した結果，これらの砂州と海岸平野が形成されたと考

えることが出来る．その後，海岸平野は沖合に向けて発達してゆき，黄浦江および蘇り１１河

の流路も東方向に伸びていったものと考えられる．図Ⅱ‐３．２では，砂質丘列から現在の

海岸線にたどり着くまでに，幾つかの防潮堤が記されている．下砂桿海塘とよばれる唐の

時代に建築された防潮堤がⅢzとⅢ]の海岸平野の境界になっている．さらに，その東には宋

代に建築された防潮堤がⅢ3とⅢ4の境界になっている．これらは，図Ⅱ－３．１において地形

区分されている海岸平野が，地形地質的特徴の差異によって区分されているのではなく，

あくまでも防潮堤が建設された年代ごとに人為的な影響によって区分されたことを示すも

のであることから，Ⅲ2～m5の海岸平野の地形地質的特徴には特に違いは無いとみて差し支

えないといえる．これらの防潮堤は現在の蘇州河流路の南側から南方に向けて築堤されて

おり，蘇州河より北側は自然の海岸が残されていたことが示唆される．

蘇州河および黄浦江の両岸には，河川流路に沿った形で自然堤防の形成が認められる．

特に蘇州河に沿って上流から黄浦江との合流部付近にかけて，自然堤防が数多く形成され

ている．一方で黄浦江の流路が西部低湿地から海岸平野に移るあたりで直角に北に変わる

ところがあるが，この地域では自然堤防の形成はほとんど認められず，流路周辺の微高地

は砂州である可能性が高い．このことから，黄浦江に関しては，当初は南に向かって流路

をとっていたものが，海岸平野と砂州の発達により流路方向である南部の標高が高くなっ

たため，砂州を切り開きながら，相対的に標高の低い北部方向へと流路を変更していった

ものと推定される．また，中流地域の黄浦江の流路はほぼ直線であることから，この地域

では人工的に流路の整備が行われた可能性がある．地形分類では蘇州何と黄浦江の流路に

沿って河川堆積物の分布がみられることから，地蔵構造的には最近形成された表層部にお

いては，河川流路は河ﾉ'1堆積物の分布している範囲で変更してきたと推定される．このよ

うに，内部の地質構造を把握することにより，過去から現在にかけての河川流路位置の変

化を解明でき，そのような層構造の解明は，沖積層中における現在の地下水流動形態の解

明にも繋がる．西部地域に過去の河｣'１堆積物の堆積域が帯状に南北に分布している．河川

規模から考えると，この流路が地表に残された過去の黄浦江の流路跡である可能性は高い．
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図１１－３．］地形分彌と標高の分布
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図ｕ－３．２過去の海岸線

図Ⅱ 上海iljにおける地質分布を示したものである．図１１－３．３は，’二海iljにおける地質分布を示したものである．西部地域は太湖堆欲物の

堆積域であり，地形分顛図における湿地の分布傾向から，過去から現在にかけて，この地

域の水文地質環境はほとんど変化していないと考えられる．地質断面図をみると，太湖堆

積物堆積域の東縁から東部海岸にかけてのほとんどの地域は表層部の２～3ｍを間結-ｔが堆

積している．表層部において固結上の堆積がみられない部分は，黄浦江および及江流路部

分のみである．このような固結土は地下２０～30ｍ付近にも広域に分布している．１４面分布

部図を見ると上海市中央部の地下ＺＯ～３０ｍ付近に，圃結士の堆積がない部分が南北に帯状

に分布していることが分かる．日本の海岸部における第四紀地質の堆積状況と比較したと

き，地下２０～30ｍという深度は，沖積層最下部の深度分布にほぼ一致する（例えば吉田：

1987）．このことから，長江河口域においても，この深度に分布する固結上は洪賦層の上

面（洪積世の地表面）と考えることができ，この深度において固結士が堆稿が認められな

い部分は，この時代における河川流路であることが考えられる．

深度２０～30ｍ付近の固結土屑より深部の層は，砂層や砂質シルト層で，今後の確認が必

要であるが罪東部や南部の海岸に近いほど砂衝度がﾊﾞ１１<なる傾向がある．このことから深

部の砂蘭層は海成屑であることが考えられる．これに対し，北部の長江周辺やl1ljl結氷層よ

り上の層はシルトや粘士の層であり，陵成の堆積物であると推定できる．

さらに，広域的に及江デルタ域の地面構造をみてみたものが図Ⅱ－３．４である．また，

図Ⅱ－３．５は南部の杭州湾から長江左岸城主で，南北方向に側線を延ばし，その地質断面
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をみたものである．岐低部に唯砿する第三紀胸1名liliの地炎からの深度は，南部の〃が浅く，

北部に行くに従って'11対1Ｍ１に深くなっていることが分かる．また，このﾊｫの｣二lrliの形状は

幾つかの尾根状の部分と谷状の部分を持つ盆状になっていることが分かる．このlPiの上に

堆積する第四紀ﾉ蘭は，粘１２質を主とする層と砂屑の7ｴﾙ'１になっており，砂厨部分が深ﾙｩ被

圧地「水の帯水層になっている．この図からは，帯水廟は４つ存在すると考えられるこ

れらの帯水層の深度は，南から北に向かって深くなっていることから，地下水の流動〃向

もこの傾きに沿っていると推定される．

以上，地形と地質について検討を行ってきたが，従来のデータではｉ１ｌＪ川堆iM1物が河川に

沿って堆穣しているilIUllは，黄浦江と蘇州河のみとなっており，二次元断ifliで｣Umir榊造を

みたときにも，大附Mj1な行状の層榊造は認められるものの，細かな旧流路の｣化砒物につい

ては不明である二吹元断面では，地fr､|[面分ｲ１７に示されている表層部分の河川堆祇物に

ついてもどの程度の深度や範囲で堆積しているのかのｉｉｄＩＭｔはなく，－榛に悶結|:に糧われ

ていることになっている．このように図而間での共通性という点ではかなり矛備点を抱え

ており，今後，地形地lHiについてはさらにデータを収集しながらの解析が必要である．
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調査方法で述べたように，本地域では各井戸の地盤標高が分からないため，地下水面標

高分布という形で，地下水面の形状を示すことが出来ないそこで，地表から地下水面ま

での深度分布という形で表した（図Ⅱ－４．１）．本地域は地形的に非常に低平で標高差が

ほとんど無く，対象としている井戸はすべて深度１０ｍ以浅の不圧地下水であるので，浅層

地下水の地下水面の形状が地形形状に規制された形で形成されているとすれば，この方法

で地下水面までの深度分布を表したとき，ほぼ地下水面標高の起伏を反映したものである

と考えることが出来る．

地下水面までの深さは浅く，もっとも深いところでも,非潅概期で-1.5ｍ,潅概期では-L2ｍ

程度である．深さの分布は，南北に帯状に浅い地域と深い地域が交互に分布しており，も

っとも深い数値を示している地域は，砂質丘列地帯（図Ⅱ‐３．３）の分布位置と一致して

いる．地形標高をみても砂質丘列分布地帯は，相対的に南北に標高が高くなっている．こ

のことから，砂質丘の高まりの分だけ地下水面までの深さが深くなっており，仮に地下水

面標高が算出された場合には，周辺の地下水面までの深さが浅い地域と，地下水面標高は

ほぼ一致すると考えられる．同様に黄捕江と蘇州河の合流部付近にも地下水面までの深さ

が深い地域が認められるが，この地域も地形標高をみると3.5ｍ以上の標高を呈しており，

上海市において最も標高の高い地域の一つであることが分かる．以上のことから，本地域

における地下水面標高分布を推定したとき，その標高に地域的差異はほとんど認められず，

導水勾配も非常に緩いことが考えられ，地下水面までの深さの分布から，浅層地下水の流

動方向を明らかにすることは困難であることが分かる．

潅概期と非潅慨期と比較したとき，地下水面までの深さが深い地域はいずれの季節にお

いても，その時期において相対的に深く，浅い地域もまた，いずれの季節においても相対

的に浅い．本地域の非潅概期（３月）から潅概期（７月）にかけての地表から地下水面まで

の深さの変化量には，上昇する地域と低下する地域がほぼ南北に交互に分布するような傾

向がみられる（図Ⅱ－４．２）．このような増減量の地域的差異を示す等値線の形状は，一

見，図Ｈ‐3.1の地形分類にみられるような形成年代の異なる海岸平野の境界線や湿地と

海岸平野との境界線に沿っているように見える．このような地形形状に規制された形で地

下水位の増減の地域的差異が発生しているとすれば，各地形条件の境界に沿って，地下水

位の増減の地域が合致していなければならない．ところが，西部の湿地域では西部では非

潅概期から溌概期にかけて地下水位が上昇している一方で，隣接する東部地域では地下水

位は低下している．また，海岸平野においても形成年代の境界に沿って地下水の増減する

地域の境界が分布しているわけではないこのことから，浅層地下水の水位の季節変化は，

西部湿地や海岸平野においては地形条件に規制されているのではないと考えられる．

４６ 



第１]漸水又環境

〃ITJ ／～' 

蕊
蕊jjl鶏；

￣●～ 】■■
幹A－

～ 

℃ 
゛、一匹

iililiiBiii繕
￣ 

ミ

鱒
￣ 

16, 

一ｑ､一ｑ､ ￥ 
｡１ 

３ 

ffiii雲慧ｉｉｉ バーHff二二i曰|育一）、■刀Ｉ

圖驍T2．（ Ｙへ

趣鋸嫁ぎ、一

￣ 

gﾗﾃﾞﾃ 

、
■ 

1Ｗ､鉾岼TＷＩ

Ｌ 

(、）』
一】一

一一一
一胃

－－－U■ 

2001年３月
０１０２０ 

/＞・殉

Ｎ
●
八
Ｖ
ト
ー
十
１

、￣■－＝ 

￣●￣ 

￣~ 

－－ 

、fj1i糠。

震

城
．
加
科
’
一
＄

、

、
、』

(1１ 可
」

蕊
1１ 

■ 

Ｉ 
Ｌグ

０ 

－Ｎ 

ギ

一Ｌ－ＩＴ￣丙一

ｗ熱り”いI、

(ｍ】一一『

2001年７月
－－一ら■￣P■

０１０２０３０ 
k、

図Ｈ‐４．１地表面から地卜゛水面までの深さ

４７ 



第II章水又環境

－－巳－．－

０１０２０３９，《、

図Ⅱ－４．２２００１年３月～７月の地｢水位の変化赴

地下水面までの深さの分ｲ１Jにおいて，瀧慨期・非瀧慨期とも各季節において相対的に深

かった地域である砂虹庇列地帯や黄浦江と蘇州河の合流部付近の微高地地帯については，

地ｒ水位の増減量をみたとき，若ｆ贈ﾉⅢしていることが分かる．また，地「水面までの深

さの浅い地域は，地下水･位の噌減比は減少しており，この地域は図１１‐３．４に示した地賛

断面図から，深度20～30ｍ付近の岡結士屑が存托しない地域とほぼ一致する．

さらに，南西（Ｗ20付近）から北東（Ｗｌ付近）にかけてほとんど地下水位の噌減のない

地域が｛M:状に分布している．Ｗ２０の北側からＷｌ６の＃て側にかけて火山岩の露出した丘陵地

が連なっている．この丘陵地は，岩盤が露川しており，このことは，この丘陵地の周辺部

において第lJq紀層が非常に薄く，この丘陵を境に北側と南側との地下水の流れが分断され

ていることを意味する．

このように季節によって現れる地下水面形態の地域的ﾉ膳異および地下水位の増減の｣Ih域

的差異は，地形や地質と強く関係していると湾えられる
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第５節地下水と河川水の水質

上海１１Jには，非常に多くの河川および運河が縦横無尽に分布している．それらの多くは，

貨物運搬のための航行が可能な規模の河川であり，ノ||幅は広い（写真１１‐５．１）．さらに，

極めて緩い勾配のため，どの方llfi]に流れているか判断がつかないものも多い．至る所に水

門が設けられており，流れが｣低き止められてしまっていることも，流動方向がはっきりし

ない原因の一つである．このような河川水の滞留は，水質悪化の原因の一つとなりうる．

また，本地域の地下水面までの深さは全体的に浅いため，このような地表水の水質悪化は，

河川水と地下水との掴養関係によっては，浅層地下水の水質にも何らかの影響を及ぼして

いることが考えられる．

…&、

Ｅ
鑿Ｌ、』

＝ 

写真１１‐５．１河１１|の様子

5‐１電気伝導度

電気伝導度は，水の中に溶け込んでいる物肛の総量を電気の通りやすさで表したもので

ある．従って，この値が高ければ，それだけ多量の物質を含んでいることになる．その際，

溶け込んだ物斑が汚染物質などの人為起源か，地質などの自然起源であるかは確認できな

い．しかしながら，測定現場周辺の上地利用などを袴虚することでどちらの起源であるか

はある程度の推測が出来るので，概略的に水の化学的特・性を解|Ｊ１したいときには，便利な

指標となる．

図Ⅱ‐５．１は，北部および南部地域におけるi'ﾘﾉ||水の電気伝導度分布を示したものであ

る．北部地域では全体的には上流部にあたる南もしくは西部から下流にあたる北東部にか

けて電気伝導度の'二昇がみられる.940IuS/cｍや990βＳ/cｍを示している地点はIlr街地の南

部に位潰しており，郊外から市街地に向かうにつれて値の｣萬昇が顕著になることが分かる．

－力で，lO60X｣Ｓ/cｍを示している地点では，この河ﾉ|Iの流動〃向が確認できていないこ

のiiiJ川は川幅が非常に広く，外〔シナ海に向けてほぼ直線｣二に造られており，物資を迩搬す

る船が航行する運河的な役割を果たしている河川である．
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このような河)I|では，川岸に地方から出稼ぎにやって来て運搬業務を行っている船舶が

数多く係留されており，船舶自体が出稼ぎ労働者の「住居」として使われていることが多

い船舶からは多量の家庭排水が河川に排水されており，このような人為的な影響がこの

地点の電気伝導度に反映している可能性が示唆される．

南部は松山区を中心とした地域で河川水の水質分布を調査した．河川の流動方向は，お

およそ西から東もしくは南方向である．もっとも北側に描かれている東西に延びる河川は

黄浦江であり，この河川のみ，直角に北方向に流路を変更する．

この地域の河川水の電気伝導度は，上流から下流にかけて上昇しており，流動の過程で

何らかの栄養塩などの混入があることが示唆される．南部においても，北部同様に船舶を

係留しながらの「水上生活者」が数多く存在するが，今回の測定では，北部ほどには船舶

からの生活排水による局所的な水質汚染の傾向は表れていない．

電気伝導度の値としては,北部･南部地域とも下流域では1000〃S/cｍ前後を示している．

また，市街地を通過する前の上流側郊外での電気伝導度は，600ＵＳ/cｍ前後であり，両地域

とも市街地に入り，通過した際の電気伝導度の上昇が急であることが分かる．これらのこ

とは，上海市における河川水の水質悪化の主たる原因が，郊外における農業によるものと

いうよりは，市街地における人間活動によるものであることを示唆している．

図Ⅱ‐４．２は，潅概期と非潅概期における河川水の電気伝導度分布を示したものである

潅概期である1999年８月は，南部の地域も含め広域的に調査を実施したが，非溌概期であ

る２０００年２月は時間的な都合により，北部地域を中心とした調査となった．

まず,瀧概期である１９９９年８月をみてみると，北部の市街地およびその周辺と比較して，

東部，西部および南部の郊外の河川水の電気伝導度はかなり低い値であることが分かる．

北部の長江に近い地域では，郊外であるにもかかわらず電気伝導度は高い．一方，非瀧概

期の状態をみてみると，地域全体で電気伝導度が上昇していることが分かる．このような

季節変化による電気伝導度の違いは，河川の上流において河川に流入してくる降水量や水

田面からの落水など，幾つかの要因があると考えられる

さらに，地下水の電気伝導度分布について図Ⅱ‐５．３に示した．地下水の電気伝導度は，

潅概期・非潅概期を通してすべての地点でlOOOUS/cｍを超えており，河川水の電気伝導度

よりも高い北部の地域よりも南部の地域で相対的に値が高く，潅概期において市街地西

部と西部地域で2000ｕｓ/cｍ以止の値を示している．潅概期と非潅概期で比較してみると，

潅概期に値が低~｢している．これは，この時期には，水田面から地下水への潅慨水の酒養

が顕著であることを示している．
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５－２水温

地下水温は，各井戸のプロファイルが分かれば，地表の熱伝導の影響といった，地表で

営まれている人間活動による人為的影響を把握するための有効なトレーサーとなりうる

（例えば，谷口：1991川本地域の井戸は全般的に掘削深度が浅く，しかも井戸内部のス

トレーナー深度をはじめとする井戸構造や詳細な地質情報が不明なため，水温の平面分布

から検討を行った．図Ⅱ‐５．４に地下水の水温分布を示す．

浅層地下水の水温の分布は，非潅概期には北部で高く南部で低い．潅概期になるとすべ

ての地点で１０℃以上も上昇するが，これはこの地域の浅層地下水が，地表の影響を強く受

けていることを示している．北西部から南東方向に舌状に潅概期には水温が低く，非潅概

期には水温が高い地域が分布している．季節によって水温変化の激しい上海地域の地下水

にあって，この地域の水温は安定しているといえる．このことは，北西方向から水温変化

の小さい地下水の流入や河川水の浸透があることによると考えられる．

潅概期の水温は，郊外で高く市街地で低い傾向がある．このことは，郊外に広域に分布

している水田から暖められた大量の潅概水が，地下水に浸透してきた結果と考えられる．

一方，市街地におけるこの時期の低水温域の存在は，この地域に水田が存在しないため，

このようなあたためられた地表水の地下水への浸透が無いためと考えられる．

5４ 
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５‐３溶存成分

地下水や河川水の溶存成分を明らかにすることは，それらの水質の状態，地下水と地下

水の掴養の関係，汚染源をはじめとする水質起源の推定など様々な解析を行う際に最も基

本的な情報を得るということである．一般的には陽イオンとしてCa2+，Mgz+，Ｎａ+，Ｋ+，陰

イオンとしてS042.,Ｎ０３．，Ｃ｢，ＨＣＯ３を主要８成分としている．これらの成分は，iiiに個々

の濃度の比較を行うだけでなく，他成分との相関関係や，水質組成という形で各地点に溶

け込んでいる各成分の比を利用して図化する．

図Ⅱ－５．５は，ヘキサダイヤグラムによって示された1999年２月時点での河川の水質組

成分布である．ヘキサダイヤグラムによる水質組成の表し方は，各地点間の水質の違いを

ヘキサダイヤグラムの形の違いによって判断することができる．また，ダイヤグラムの大

きさは，その地点における水質濃度を示していることから，大きさを比較することにより

水質濃度についての検討も可能である．

電気伝導度の分布では,北部地域の黄浦江最下流部では990ｕｓ/cｍ,直上流では940ｕｓ/cｍ

と値としてはあまり変わらなかったが，ヘキサダイヤグラムで水質組成をみると，組成が

全く異なっていることが分かる．全体的にはNa-Cl-HCO3型であるが，黄浦江下流部や市街

地の東側の河川ではNa-Cl型で塩分に富んでいる．南部地域ではこの傾向はさらに顕著で，

下流域域にあたる南東部ではNa-Cl型の水質組成を呈しており，その濃度も高い．これらの

Na-CI成分は，海に近いことから海水起源である可能性が示唆されるが，一方で市街地を通

過した後の地域で塩分が高いことから，人為起源であることも考えられる．北部および南

部の上流域をみると水質濃度は下流域と比べて低い．また，水質組成はNa-Cl-HCO3型を呈

している点で共通している．このことはこれらの河川水の起源はほぼ同じであることを示

しており，地図上でみるとその起源が淀山湖およびその上流の太湖であることが分かる．

北部ではある程度下流に行くまでNa-Cl-HCO3型の組成であり，濃度が高くなっていること

が分かる．このことから河川水として流動する過程で，この組成が維持されている間は流

入河川や河床からの湧出地下水の水質組成にも変化がないことを示している．これに対し，

南部では，市街地付近を境にNa-Cl-HCO3型から濃度の高いNa-Cl型に急激に変化する．この

ことは，水質組成が急激に変化する地域を境に，流入河川や湧出地下水の水質が_上流と下

流とで大きく異なっていることを意味している．

5６ 
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図Ⅱ－５．６は，トリリニアダイヤグラムによって水質組成を示したものである．トリリ

ニアダイヤグラムは，各溶存成分の成分比を知ることができることから，各地点間の水質

組成の比較の他に，例えば上流から下流にかけての水質の進化について把握するときに利

用する．

地下水の水質組成は，地点によって大きく異なる．特に非潅概期に地域的な差異が大き

いのに対し，潅慨期にはその差が小さくなる．これは，瀧概期には，地表から水田の潅概

水が浸透してくることにより，水質がある程度平均化されるためと考えられる．潅概期の

地下水の水質は，このような地表面からの浸透水の影響を受ける可能性が大きいため，相

対的に地表面からの影響が小さい地下水の水質を示していると考えられる非潅概期の水質

組成について検討を行うことにする．

長江の水質組成は，この地域ではもっとも顕著なCa-HCO3型を示している．また，上海市

内を流れる河川・運河の水質組成は長江のそれとは全く異なり，Ca-Cl型に分類される．こ

のように，上海市内の河川は，長江から導水されているものではなく，これらの河川の最

上流部にあたる淀山湖の水質組成が同じCa-Cl型に分類されていることから，淀山湖を源流

部としていることが分かる．

長江とその他の諸河ﾉ||の水質組成の近くにプロットされている地下水は，これらの河Ⅱ｜

水の影響を強く受けていることが考えられる．長江付近にプロットされる地下水はほとん

ど存在せず，長江と河川の間にプロットされる地下水についても，これらの２点間を直線

で結んだ線からは若干ずれることから，少なくとも今回測定した地下水に関しては長江河

Ⅱ|水の影響はほとんど受けていないと考えることができる．地表水の水質組成から大きく

異なっているＷｌｌやＷ９の地下水はNa-HCO3型に分類されており，この季節には流動の過程

でほとんど地表水の影響を受けていないことを示唆している．これらの地下水については，

潅概期には河川の水質組成の近くにプロットされることから，季節によっては地表水の影

響を受けることがあることが分かる．Ｗ１１やＷ９以外の多くの地下水も，Na-HCO3型に近い

水蘭組成を呈していることから，この地域の地下水が本来持っている水魔組成はこの型で

あり，場所によって地表水の浸透の影響を受ける程度が異なることによって，地表水の水

質組成の方向にシフトしていると考えられる．

非潅概期において，Na-CI-(NO3)型に分類されているＷ１０およびＷ２０の地下水は，上海地

域において汚染が激しい場所であると考えることができる．この型に属する水については，

各成分の起源が人為的起源であることが考えられるためであるが，一方で海水も顕著な

Na-Cl型を示す．この２地点の位置を確認してみると，ともに内陸に位置しており，他の地

点でこれらの地点よりも海に近いところに位置していても，この型に分類されているもの

がないことから，この２つに地点の水質起源が人為起源であることが分かる．特にＷｌＯに

ついては，潅概期においても河川水の影響を受けておらず，水質組成が変化していないこ

とから，年間を通じて人為的な負荷を受けていることが考えられる．
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5‐４安定同位体比

水分子を構成する酸素（O）と水素（D）の原子には，質吐数の異なる同位体が存在する．

'８０は，酸素の安定同位体である'60,170,180のうちの一つで，大気中には約0.2039％の割

合で存在する．、の安定同位体はＩＨ，ZＨ（､）の二つから成り，ZＨ（D）は0.0148％という

存在比である．水の酸素および水素の安定同位体は，水と同様の挙動をし，水の蒸発や凝

縮によって存在比が若干異なる．一方で，溶存物質のように流動の過程で化学変化をしな

いため，水の流動や起源を解明するときには非常に有効なトレーサーとなりうる．その濃

度は，’80/'６０，，/Ｈという形で表，ＳＭＯＷ（標準平均海水）からの偏差（960）で表す．

安定同位体比の測定結果は，図Ⅱ‐５．７に示したようなデルタダイヤグラムによって表

される．降水の安定同位体比は，上海に近い南京のデータをIAEAのGNnから引用した．天

水線の傾きは8.6で，一般的に地球規模で用いられているCrnig(1961)の８よりは若干傾きが

急である．図Ⅱ‐５．８は，南京における6180の月変化を示したものである．矢印で示した

範囲が潅概期にあたるが，溌概期の同位体比は非瀧概期よりも全体的には重い傾向があり，

10月および１１月頃に同位体比はもっとも重くなる．このような夏季に重く，冬季に軽くな

る傾向は，嶋田（1989）が筑波山で行った通年観測でも明らかにされており，温帯モンス

ーン地域の特色と考えることができる．図Ⅱ‐５．９は，中国全士における降水の酸素同位

体比の分布を示したものである．この図によれば，上海地域の６１８０はほぼ-7～_8960である

と推定される．図昨５．８の南京の降水の６１８０をみると，平均的にはほぼこの値をとって

いることが分かる．また，長江流域の上流部に行くと，降水の６１８０は-996.よりも軽くなる．

仮に，上海地域の地下水においてこのような軽い618o値が認められた場合，その起源はこ

のような上流部に求められる可能性がある．

非潅慨期の河)I|水および地下水の安定同位体比は，ほぼ同じ傾きを持っており，河川水

で６，=7ユ６'80+4.8,地下水で６，=6」6180-0.6という異なる切片の直線に裁る．これらの

直線は，天水線から外れていることから，降水起源のこれらの水が何らかの水との混合や

蒸発などの影響を受けていると考えることができる．地下水の近似線の延長線上には海水

のプロットが救ってくる．このことは，本地域の地下水の同位体組成は，降水と海水との

混合の割合によって規制されていることを示唆している．また，傾きは異なるものの，河

川水の同位体組成は，地下水のそれとほぼ同じエリアにプロットされることから，一部の

地下水については，これらの河)||水との交流も考えられる．しかし，河川水の同位体組成

と比較して，地下水の一部には，河川水よりも軽い組成を示しているものがある．これら

の地下水は，周辺の河｣''水から酒養されているのではなく，より遠方の河Ⅱ|水や，降水を

起源に持つと考えられる．

6０ 
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地「水の一部がi''1)||水のifI線上に戦っているが，これらの地iご水も蒸発の影紳を受けた

地衣水の獅養を強く受けていると答えらｵしる．iiW11ﾉ|<の''１１:線上に救らない多くの｣111ざ水は，

瀧概期にもほとんど｣lI1炎水からの酒獲の影響を受けていないことを示している．地1ざ水の

直線は，非瀧概期と'１J]様に海水と降水が混合していることを示している．河川水の組成は

すべての地点で非瀧概期よりも軽くなっており，降水の６１６０が夏季に重くなることを考え

ると，夏季に降った雨が直接河川水の同位体比に影響を及ぼしているわけではないことが

分かる．長江の同位|ｲﾐ組成１t，上海地域ではもつとも'|掻く，潅概期の河川水の起源として

長江河川水からの蕪水があることを示唆している．このように，河川水については，瀧慨

期には黄河から導水された水が，蒸発の影響をﾘｳl<受けたし)，・度水田に溜めら＃1,た樵発

の影響を強く受けた水がｌｌｊび河ﾉ||に戻ってくることによって|司位体組成が決定されている

と結論づけられる．以上，デルタダイヤグラムからの検討から，木地域の地｢水と河川水

については，ほとんどの場所で交流関係はあまりないことが明らかとなった．
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図１１－５．１０は，河川水の６１８０の分布を示したものである.いずれの季節も蘇州河とそ

の支流を主に採水・分析を行った．デルタダイヤグラムでも述べたように，潅概期の値の

方が非潅概期に比べて軽い.特に北部の地域でその傾向が顕著であることから，潅概期に

は長江からの潅慨水の導水があることが示唆される．このことは，長江のbl8oの値がより

軽いことや，電気伝導度の分布が北部の方が低いことからも説明がつく.

図Ⅱ－５．，，は，地下水の酸素同位体比の分布を示したものである.非潅慨期には北部で

軽く，南部から東部にかけて重いという傾向が表れているが，潅慨期には，軽い地域と重

い地域が複雑に分布している.これは，この時期の河ﾉ''水が,場所によって様々な河Ⅱ'か

ら潅概用水を導水していると考えられ，その水の浸透の影響や水田面からの浸透の影響を

局所的に受けていることによるものと考えられる．非瀧概期に北部に分布する同位体比の

軽い地域は，長江からの浸透水の影響を受けた地下水，もしくは西部内陸地域を起源とす

る滞留時間の長い地下水の存在を示すものである．

図Ⅱ-5.,2は,上海地域における第２帯水層の酸素同位体比の分布を示したものである.

図Ⅱ－３．５によれば，第２帯水層は深度150m程度に流動する被圧帯水層で,この層を掘削

したときの全水頭は深度１０ｍ程度であるとされている.この層の上海地域における６１８０は

_696゜を少々下回る程度から~8%oであり，南部地域ほど同位体比は重い.この傾向は図Ⅱ￣５．

，，で示した浅層地下水の６１８０の分布と同じである.浅層地下水と第２帯水層との6180の

値の差は，各地点とも約196°ほど浅層地下水の方が重い傾向にあるこの地域の第１帯水

層の6180の値がどの程度であるか不明であるが，この２深度からの比較では，深度が深い

ほど6180値は軽くなると推察される.

6３ 
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ここまで，電気伝導度の分布や水質組成などで河川水や地下水の水質をみてきたが，実

際にこれらの汚染がどの程度進んでいるのかについて，検討してみる．表Ⅱ‐６．１は，上

海市における主要河川の水質について，市当局が区分したものである．３級以上が合格とな

っているが，代表的な河川である黄浦江や蘇州河をはじめとして，ほとんどの河川で合格

に達している総延長は全体の１１％にしか達していない

もっとも水面の良い1級の河川区域は，この調査が実施された時点で全くない.図Ⅱ‐6.

1および図Ⅱ‐６．２に河川水の電気伝導度分布を示しているが，表Ⅱ-6.1と比較してみ

ると，電気伝導度が500ｕｓ/cｍ程度の河川でも，水質汚染が進行していることを示してい

る．特に非潅概期には電気伝導度が上昇する．一方で潅概期には溌概用水などの影響で，

電気伝導度は低下することから，水田耕作および潅概用水が，上海市における河川の水魔

改善に一定の役割を持っていることが分かる．表Ｈ‐６．２は上海市における水質基準を示

したものである．木地域で濃度が高いＣｌをみると，６級で2.0ｍｇ/1以上という値が示されて

いる．本地域の河川水のＣｌ濃度はヘキサダイヤグラムの当量（meq）から考えると，少な

くとも３５mg/1以上はあるので，ほぼ全域でこの水質基準を満たしていないことになる．地

下水に関しては地表水以上に水質濃度が高いことから，上水として水質基準を満たすため

には，かなりの浄水加工を施さなければならないことになる．

表Ⅱ‐６．ｌ上海市主要河川の水質区分

■６■ＩＨ 
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表Ⅱ‐６．２上海市の水質基準

上海市の木質潅準

■■ 

■■■ 

、「上海水利志」よりｎＷＩ

図Ⅱ‐６．１は電気伝導度とＮＯ３－の関係をみたものである．ＮＯ３－の多くは施肥や生活排

水による人為的起源と考えられており，両者の値が高ければ，その地点は人為的負荷を大

きく受けているということになる．河川水のNO3濃度は一部で非常に高いところをはじめ

として，全体的には２０～40mg/l程度とかなり商い値を呈している．潅概期に電気伝導度が

低下するに伴い，NO3-濃度も２０mg/]前後に低下する．地下水のNO3-濃度は，ＷＳで季節を

通じて非常に高い値を示している．その他の多くの地点においても，河)||水のNO3-濃度と

比較するとかなり高く，流動の過程において，NO3-が地下水に瀞出していることが分かる．

地下水のNO3-濃度は，多くの地点で溌概期の方が非潅概期よりも高い．このことは，溌概

期に方が濃度の低い河川水が地下水に浸透していく際に，既に土壌中に吸着しているＮＯ３－

を瀞111させていることを示しており，上海市域においては，浅層土壌中に何らかの形でか

なり高い濃度のNO3-が既に存在していることを示唆している

トリリニアダイヤグラムにおいてNa-C1‐（NO3）型に属しており，水質汚染が示唆された

ＷｌＯとＷ２０に関しては，Ｗ１ＯのNO3濃度は約６０mg/Iと高いことから，硝酸による汚染が

進んでいることが分かる．ところが，Ｗ２０についてはNO3濃度は低く硝酸による汚染の程度

は低い．トリリニアダイヤグラム上では，この２つの地点の水質組成は殆どかわらないが，

このように個々の成分をみてみると若干水質組成が異なることが判明する．ＭＯの水質組

成は，Na-Cl-SO4型に分類されることになり，汚染のレベルや汚染の起源がＷｌＯとは異なる

ことを示している．以上のように，表Ⅱ-6.1にみるように，河川水だけでなく，地下水

についても硝酸濃度は河川水以上に高い地点が多いことが明らかとなった．地下水の場合，

流速が遅いために，一度汚染された地下水は長期間継続する，現在，河川については市を

挙げて水質改善策を講じているが，今後地下水に関しても同様の対策が望まれる．
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第７節章括一河川水と地下水の交流関係一

上海におけるi1J川水と地下水について，物理化学的特性をIl1I1々に検討してきた．本節で

は，地下水とiiﾘﾉ１１の交流（酒鍵）形態や地下水の起源について検討を行う．

図１１‐７．１に,電気伝導度と６'80の関係を,伏す.Ⅸ111‐５．７のデルタダイヤグラムでは，

非溌慨期の地下水の近似線は，長江河１１１水のプロットから海水にかけて引かれている．仮

に同位体的にみたとき，この近似線が示すように上海地域における浅隠地下水の水質を構

成している起源が長江河川水と海水との混合の結果であるならば，図１１‐７．１における地

下水のプロットは長江と海水のプロットを結ぶ直線に救ってくるはずである
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一部の地下水はこの直線上に乗ってくるものの長江の水質組成に近いところにプロット

される地下水は全くなく，また，ほとんどの地下水はこの直線には載ってこず，逆相関を

とるようなところにプロットされる．長江一海水ラインに載らない地下水のうち，半数程

度は蘇州河をはじめとする河川水や淀山湖の水の組成と同じかほぼ同じところにプロット

され，これらの地表水と交流関係があることを示している．さらに残りの地下水は，これ

らのどの地表水との交流関係も無いようなところにプロットされる．潅概期になると，非

潅概期において地表水との交流関係が示された地下水は，蒸発の影響を強く受けていると

考えられる水田や淀山湖の影響を受けるものと，非潅慨期から引き続いて河川水の影響を

より強く受けるものに分かれる．河川水の水質組成は，非瀧慨期において水田の水質組成

により近く，瀧概期には逆に水田の水質組成とは異なる．このように，河川水の水質に水

田潅慨の影響が及ぶまでにはタイムラグが生じており，地下水の水質の方が水田潅概の影

響が早く現れていることが分かる．このように河川水・水田溌概水・地下水の交流関係は，

この地域の浅層地下水は，単純に井戸近傍の河川水から酒養されたものではなく，地域に

よって交流形態が異なっていることを示している．

次に，海水の影響を考えるために，６１８０とCl-の関係をみてみる（図、‐７．ｚ）．Ｗ２０

は長江と海水のライン上の海水寄りにプロットされており，６１８０の値も重いことから，こ

の地点のCI-は海水起源であることが考えられる．しかし，この地点の位置は，もっとも近

い海岸線から４０km近く内陸に位置している．Ｗ２０付近の地下水の組成をみると６】80値は

ほぼ同じであるが，Ｃｌ濃度は低く付近の河川水と同じ濃度である．このことは，W20以外

のこの地域の地下水は，河川水からの浸透の影響を受けているのに対して，Ｗ２０はその影

響が相対的に低く，長江デルタの発達過程で地下に閉じこめられた海水成分の地下水への

溶'１１がより強く反映されているためと考えられる．Ｗ２やＷ３は海水系のラインに載ってお

らず，6180値も軽いこの地下水は河川水の水質組成とも大きく異なっており，周辺の地

表水からの掴養はほとんど受けておらず，潅概期においてもこの組成の地下水は年間を通

じて水面が安定している．これらの地下水の位攪が海岸に近いことからも，この地域の地

下水は滞留時間の長い地下水であることを示している．

７１ 
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潅概期，ノド潅概期を通じて，地下水のHCO3-濃度は高い．このことは，地表水からの禰筏

はあるものの，その並はあまり多くないことを,J〈している．図Ⅱ－５．６のトリリニアダイ

ヤグラムをみても，多くの地下水の水質組成は1111表水とﾉ<きく異なっている以上のこと

から，木地域の浅瞬地下水は地表水の汚染が進んでいるために，水質の面からは地衣水の
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けられる．
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酉地域は低湿地域にあたり，地下水の籾出城と考えることができ，蝶本的には地表水から
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ら湧出してくる滞留時間の長い地域流動系の流出域と.溝えられ，この地域も上向きのフラ

ックスが卓越するため地表水の影響はあまり受けないと考えられる．中間の地域はこれら

の２つの地域の境界がどこにあるのか確認ができないが，同位体組成的には南西地域の組

成に若干近く，南西から北東方向への緩やかな流動があることが示唆される．この地域は

南西部からの地「水と北東地域に分布する深層系地「水との混合域にあたり，さらに１１１床

までの深度が深い黄浦江からの河川水の浸透などがあり，複数の水の混合域となっている

ことが考えられる．

このような，複雑な地下水と地表水の交流形態を持つ上海地域であるが，その混合形態

は地形・地質といった自然条件のみによって規制されているわけではなく，Ｎ0ｺをはじめと

して人為的な要因によって水駈組成が規制されている部分もある．今後，再開発によって

浅屑地下水の利)Lij形態がどのように変化していくか不透明ではあるが，土地利用形態の大

幅な変更は，地域の水循環を大きく変化させる可能ＩＮＩｔをひめている．このことは，ｉⅡIﾉ|iお

よび地下水を介して海域に流出する栄養塩の量や淡水流出止の変化という形で，海域の水

質や佗態系への影響にも及ぶ可能性がある．ノナ後，広域的に水循環を考えたとき，急速に

市街地の拡大，経済の拡大が進む臨海都｢|jとしての上海の方向性が，地域の水文環境へ及

ぽす影響iを弩えていく必要がある
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第、章水辺梵観

1180年に経済特区の一つに指定され，中国最大の貿易港を控え，経済・交通・文化の中心都

市となっている上海市は，亜熱帯モンスーン気候に属し，年平均気温は約16℃，年平均降水量

は約1.200mmで四季も存在する都市である(図Ⅲ－１．１）(EditorialCommiUeeofAUasShanghai，
1998)．長江河口の低平な沖積地であるが，市域内に最高標高９８ｍの天馬山がある．上海には

様々な地域的特徴があるが，長江の河口に位置し，平均高度４ｍと低いことから，河川と水路

が多く存在する水郷都市としての魅力もある．外灘地区の黄浦公園や近代的高層ビル群の前を

流れる黄浦江，外白渡橋が架かる市中心部を流れる鯛１１河，大型船舶が往来する|止界第３位の

長さの大河長江，郊外に位置し十和田湖よりやや大きい湖沼面積64k,2の淀山湖，船による物

流を担い上海の都市開発・発展を支える運河，網の目のように張り巡らされた農村地域の水路

など多くの水辺に恵まれ（図Ⅲ‐１．Ｚ)，土地利用に応じた多様な水辺がある．
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第Ⅲ章水辺景観

近年，アジア地域において経済発展と人口増加による環境悪化が問題となっている都市が多

く見られる（日本環境会議「アジア環境白書」編集委員会編，ZOO1)．これらの都市で引き起

こされている水質汚濁,大気汚染,地盤沈下などの環境問題の多くが,経済開発･成長の優先，

環境対策や環境保全の技術開発の遅れ，人口集中による環境容量を超えた過大な負荷などがそ

の一因となっている．このようなアジア諸国で問題となっている都市への環境ストレスは，日

本の1,50～70年代の高度成長期を始め２０世紀後半に引き起こされていた問題でもある.Ｚ1世

紀に入り環境問題・環境保全が叫ばれる中，これらの課題は単に各国・各地域の環境問題にと

どまらず，国際的な環境課題として位置づけられ，国際的な支援を受けて，その課題と対策が

取り組まれることが多くなった．なかでも，人間活動にとって必要な物質であるとともに非常

に身近な存在である水問題は，重要な課題として挙げられている．水は人々が生活するうえで

必要不可欠な物質であり，都市の発展にとっても不可欠であると言っても過言ではない．都市

の自然環境の中でも「水」を取り巻く環境は，降水・河川・地下水，利水・治水など多くの面

に係っており，日本を含めたアジア地域の水環境・水利用に関するiilR題や問題，その変遷を取

り上げることは，今後のアジア地域の開発・保全を考える上でも重要であると言える（谷口，

2005)． 

ここで，東アジア地域における「都市の水」の問題・課題について見ると，生活排水や工業

排水などによる水域の水質汚濁，土地利用の変化や水利用増大による地下水の汚染や水位低下，

河川改修や土地改変による洪水など様々な問題が挙げられる．また，人口増加に対応した生活

用水・工業用水・農業用水の確保や衛生面での安全性，安定した水の供給など水資源の糯理に

ついても大きな問題を抱えている都市は数多く見られる（日本建築学会，20001さらに，本

来身近にあるはずの河川や湖沼の水辺が水質汚濁や治水対策によって人々から疎遠なものに

なるなど，自然科学的な側面だけでなく，人文・社会科学的な問題も挙げられている．

その一方で，都市域において河川や湖沼などの水辺は貴重な自然であり，沿岸地域が魅力的

なオープンスペースとして，その存在価値を見出されるようになっている．その結果，環境保

全と自然との共生が言われる中で，河川・湖沼の水質改善や都市開発とともに，都市域にある

水辺の親水化整備が行われるようになった（谷口，２００４；谷口，2005)．
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都市の河川景観

都市域にある河川は都市の発展に重要な役割を果たしつつ，その姿を大きく変化させてきた．

なかでも都市内部を流れる河川は，漁業・舟運・親水性などの機能的な側面，および水害・水

質汚濁などの環境的な側面で大きな影響を受けてきた．また，沿岸の土地利用や護岸形態など

都市河)I|を取り巻く河川景観も大きく変化した．このため，都市河川の水質・水量，周辺の環

境，人為的影響とその変化を明らかにしておくことは，都市の環境を考えるうえで大切なこと

である．特に，河川環境は周囲の状況によって著しく変化し，沿岸の土地利用や護岸形態を映

し出す水辺景観の把握は，重要な課題の一つであると言える（谷口，１９９８；2003)．

都市の水辺では水に"親しむ､｡あるいは`･接する,｡という意味での"親水，｡という言葉が頻繁に使

われるようになり，身近にある河川や湖沼などの水域が親水空間，あるいは都市の残る自然と

して取り上げられている．さらに，都市化によって消滅・減少した自然環境の復活・再生のた

め，造園・土木・建築・都市計画などの分野で好ましい水辺環境創造を目的とした水辺の景観

評価も盛んに行われている（吉村・芝原1985，渡部１，，６など)．一方，地域を理解する方法

の一つとして景観研究が地理学の分野で行われているが，ここでは景観を個々の噸なる形態的

に映し出されたものとして捉えず，自然の立地条件と人間活動の相互から映し川された事象と

して取り上げられている．このため，水辺景観においても，土地利用を含む周辺の環境，利水

や治水などの河川・水路など機能，地域に映し出された景観に過去の水環境の痕跡を見いだす

など，様々な対象として説明することが重要である．

都市の水辺環境への地理学的なアプローチについて考えると，都市の水辺は単なる「自然」

というより，人工的改変を受けて成り立っている場合が多い．このため，都市の水辺環境研究

は，人との関わりを十分に考慮に入れて行わなければならない．また，この逆も成り立つであ

ろう．したがって，総合的な理解が求められる．本来，地域の水辺を取り巻く環境にはその地

域の習慣，風土にあった独特の情景があり，最近の水辺の再生・復活のみならず都市計画や集

合住宅のプランニングなどにも，その土地の歴史や伝統を生かすことが求められるようになっ

ている．それは身近な都市の自然の再認識につながっていると言える．このことからも，都市

の水辺景観評価についても，従来の手法にとどまらない，新たな手法や検討も必要である．

上記に述べたように，地域を理解する方法の一つとして景観分析が行われているが（愛知大

学総合郷土研究所，l91z)，現在ある河川の姿を理解するには，当然のことではあるが足を運

んで自分の目で見ることが基本となる．しかし,その場を離れると同時に目視でなくなるため，

実際にはその時の景観を留めるために映された写真が重要な資料となる(小田内,1908;辻村，

1937；石井，1983)．現在の水辺景観の評価・把握については造園学，土木工学，建築学など

の分野で行われているが,写真を用いた河川景観評価も数多く行われている（松浦･島谷，１９８７

など１

－．方,過去の水辺の景観あるいは変遷について見ると,写真は貴重な資料となり（正井,1,67)，

各時代に写された写真を比較することによって河川景観の変化を示したものを数多く見るこ

とができるが，景観評価にまでは至っているものは少ない．これは現在の都市河川の景観評価

が親水性や都市空間との調和に重点が置かれている場合が多く（松浦・島谷1987,上水学会
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1,88)，これと自然状態を多く残すあるいは治水にJli点を憶いた時代の過去の水辺)l(観を同じ

蕊準で評価することは困難であることが挙げられる．もちろん，現在と過去の獄観を比較する

ため地図，写真，統ｉＩＩ･などを用いる場合において，111に写真を羅列しただけでは各時代の景観

の特色を十分に比較はできないこれらの問題を解決するためには，過去の流域特性や河)||機

能の把握，さらに地域性や環境知覚を考慮に入れた餓観分析が必要になってくる．とりわり，

過去の景観そのものを対象とした景観研究は決して多くない．視覚現象としてとらえた澱観を

心理的な景観体験として捉えた過去と現在の景観の比較や１９００年以前に来Ⅱした西洋人が見

た日本の風景描写を当時の選礎的風景として示したものなど少なからず見ることができるが

（青木1113,青木１９９５，背木Zoo4)，写真や地図など視覚的景観資料の得られない時代・

地域の景観復腺については，決して研究が進んでいるとは言い難い．

しかし，都Tlrの水辺空IHIは若し<変化しているため，今ある水辺景観と01せて過去の情策を

理解し，現在ある姿が「いつ｣，「なぜ｣，「どのようにして」変化してきたかを理解することも

大変重要である．現在あるi1J川の姿を理解するには，当然のことではあるが足を運んで自分の

目で見ることが基本となる．一方，過去の河川の姿は実際に自分の目で確認することはできな

いため,他の手段を採ることとなる．昔の河川や水路などの様子を理解するため方法としては，

第一に，古い時代の地図を兄ることによって，また現在の地図と比較することによって，「ど

こに河)I|・水路があったのか｣，「現在もその河川があるのか」などを知ることができる．特に，

地形図による水系の変遷は水環境の変化を理解するうえで，基本的な資料であり，多くの情報

を与えてくれる（新井１，，６，高木1990)．第二に，写真や郷上史などの文章によって，当時

の風景や状況を理解することができる．第二には，その地域に詳しい方や昔からその地域に住

んでいる人の話を聞くことによって，当時の様子を知ることもできる．

また，当時の様子そのものではないが,現在のjlt観を見ると同時に，自らの目によって，

地域に映し出されたjlt観にその変化の痕跡を見いだすこともできる．現在と過去のiI1Dllを

比べると著しく変化している所もあれば，あまり変化していない所がある．河川や水路そ

のものがなくなってしまい，その場所にかつて河川があったことすら，わからなくなって

いる所も少なくない．現在，河川や水路が見られない所でも，かつては水が流れ，水を漉

えた河川・水路の跡を見ることができる．また，河川や水路が消滅しても，かつて染かっ

ていた橋の名前だけが残こり，河川や水路があった痕跡を残している所もが数多くある．

このように，地形図や過去に写された写真や描かれて絵画などを頼りに，過去の水凧の名

残を見つけることは，決して難しいことではない現在見ることのできる水辺空Ｉ１ｌ１だけで

なく，既に消滅してしまった河川・水路についても現在どのように利用されているかを理

解･評価することは,都市の水辺景観の変遷を考えるうえでも,非常に重要なことである．

近年，環境研究の多くが自然科学・物質科学に煎点を置いた観測・測定によって数位解析を

基本とした手法が取られている．しかし，景観評Iil1i・把握については，単なる視覚的な，景観

をデジタル的に捉えるだけにとどまらない幅広い取り組みが重要であると言える．さらに，今

後の環境を考えるうえでも，このような水辺の溌観・風獄研究を行うことが大切である．
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近年，日本においては地域の自然や風上の再認繊から親水や治水など様々な役割を持つ都市

の水辺環境が豊かな人'19生活環境の創造や環境保全としての機能的価値を見いだされ始め，河

川のウォーターフロント開発や親水化の整備が行われている（松浦・島谷１，８７，束京都建設

局河川部計画課１０，１)．都市のインフラストラクチャーが十分に整備されていない地域でも

水辺環境に配慮した河川改修や治水整備が行われるようになってきた．この傾向は1lIlIill二海蘇

州河においても見られ，河川の浄化事業とともに沿岸蜷備が開始されている（谷口，zoo4)．

蕪ﾘﾄ|河は集水域内に多くの人口・工場を有し，」二海市内でも特に水質汚濁が顕著なｉＩＩ川であ

るが，生活排水や=[場排水だけではなく，郊外の豚・アヒルをはじめとする家畜系農場からの

犀尿排水も汚染源となっている．また，主要な水通路のため，船舶による汚染負荷も存ｲI；して

いる．実際に，蘇りﾄ|河の河口から市境の呉湘港橘までの各地点でZOO0年３月，２００１年３月，７

月に水環境調査を行った．藤川河は土地利用や局地的な排水・流入河川水などによって，各地

域によって河川環境を取り巻く状況が著しく異なる．このため，ここでは全体的な傾向を捉え

て，蘇州河の水辺環境について見ることとする．

その結果，電気伝導度（EC）では，２００１年３月の綱盃結果では地域差は見られなかったが，

2000年３月と2001年７月の調査では地域的違いが示された（表Ⅲ－３．１)．これによると，電

気伝導度はiIillごIでは他の地点と比較して低く，2000年３ﾉ1の調査では他の地点がほぼ50,s/、

以上の値を示したのに対し，40,s/、以下となっている．中流域の周家橋ではZOO0年３月の調

査ではlOOmS/、以上を示すなど全般的に高い値を示している．さらに，ＣＯＤの河jIl縦断変化

を見ると，上流市境の呉湘港橋から河口の外白波橘に至るまで，１０mg/1以上と全域にわたって

高くなっている．また，本流だけではなく支流の水質汚濁も問題となっているが，特に工場密

集地を流下する同家橘上流左岸からの支流の水蘭悪化が顕著である．このため，支流合流地点

から周家橘までの区llllの河jIl水は真っ黒で鯛Ⅱ河の１１１でも水衝汚濁が酷くなっている．TIT中心

部を流下する支流の１１１にも，他の地点と比べＣＯＤや噸気伝導度が低く，魚類が41三思､する河Ⅱ｜

も見られる．河口からMijilj境までの全域で決して水liIiが良好とは言えず，特にl:場や倉庫が

密集していた中心部西縁が顕著である．しかし，＝[jjJrや倉庫の移転により，水質改滕がされて

いる．

さらに，ここでは鯛Ⅱ河の水辺景観評価を行うこととするが，景観評価は蘇州河の環境整備

事業が水質環境改騨とＩｊｌ餡1tて，沿岸の再開発を含む護岸改修や両岸の緑道公園整備が行われて

いることなどを湾噛し，親水性を示す要素を中心とした①水繭②周辺の土地利用③水辺への近

づきやすさ①護岸材画⑤迩岸形状のう項目を指標として行った．景観評価は，「鮮州河環境総

合整備計画」の１Ｗ紫縦備がまだ進んでいない時jIjlにあたるｚｏｏｏ年２月に実施したfiiiIli江の合

流地点である河'二1から上海TIT境付近の呉澱港柵までのｌ(）地点である．蘇りﾄ|河の河川Ht観評価

の結果を図Ⅲ‐３．１に示した．以下，各地点の欽観について述べる．なお，評価地点は河口か

ら華江路橋の区ＩｉｌＩでは支流からの流入や周辺のここ地利川を考慮し，比較的密なｚ～５ｋmの間隔

で地点を選定した．鯛'二路橋から呉湫港橋について(t河川までのアクセスが-卜分に縦備されて

いないなどの理111から，呉滋江橋だけにとどめた．
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上海の観光地外灘に比較的近い距離にある蘇州河何'二]に位職する外白波橋（写真IⅡ‐3.1）

は，周辺道路は目､ｶﾙLや人通りが多くなっている．Miiの｣二から船舶の航行とともに，ゴミや油

が流れている様子を見ることができる．両岸は高い堤防で水辺に近づくことも接することがで

きず，さらに水面を見ることができない．

蘇州河の河口から生都北路高架道下までは)Ⅱに沿った道路があり（写真111‐３．２)，一部の

沿岸は緑道公園として鍍備されている．しかし，水辺に接することのできる所はない．上海市

では銅１１河沿岸の緑化地fMrの造成と各所で親水テラスの整備を行ったが，この時点ではまだ見

ることができない昌化路橋（写真Ⅲ‐３．３）は主要道路に架かる橋ではなく，柵'二や沿岸道

路の交通量は非常に少ない．周辺の土地利用は住宅地滞集地で，左岸や橋詰めでは４～５階の

建築物，下流右岸には堤防に接して古い家屋が建ち並んでいる．これらの古い建物を取り壊し

て高層ピルを建設する場所も見られる．曹楊路橘（写典111‐３．４）は上海市の中心市街地の西

端にあたり，沿岸の商い述物の割合が減少している．堤防の高さは低くなり道路から水面が見

られる程になっている．しかし，直接水面を触れるまでには至らない曹楊路橘下流左岸には

飲料水を売る店が立ち並び人で溢れ，里弄と呼ばれる低噛階の密集住宅が広く分布している．

工場地帯にある長守路同家橋周辺（写真Ⅲ‐３．５）では，水面に油が浮き，河川水は典っ黒で

ある．川には多くの停泊船があり，沿岸の道路も交jmlitが多く雑然とした様子である．歩道橋

である橋上では，雑貨蝉を売る露店が出ている．長守路同家橘から真北路下流までのﾊﾞﾘ|&にも

工場や倉庫が建ち並び，川には多くの船が係留されている．

真北路下流（写真111-シ６）は支流の西虹江の合流地点にあたり，西虹江は流速も避く工場

地帯を流下する著しく水質汚濁を引き起こしている河川であるが，この地点では西虹i'二のよう

な真っ黒で悪臭のする水となっていない．さらに，！|]心部に見られるような高い堤防がなく，

水辺に容易に近づくことができる．しかし，地面から水面までは距離があり，また降りる所が

ないため川の水に触れることはできない．岸はコンクリートブロックで整備され，広いスペー

スができている．市街地から離れた所に位置する支流の新様浦合流前（写真Ⅲ－３．７）では川

幅も広く，周辺のｔ地利用も大きく変わってくる．右岸の船着き場はコンクリート繊岸となっ

ているが，船肴き場以外や対岸は土や石の傾斜護IILである．しかし，岸にはゴミが紋乱し，廃

船が放置されているなど決して良い水辺景観ではない．蘇りｌｌｉｉ１１は水運としての機能も果たして

おり，上海ilT郊外のjﾐ要道路と河川の交溌する華江路橘（写真Ⅲ‐３．８）では｣三・下流の両岸

に多くの船が停泊し，砂利・廃材・木材などの積み降ろしが行われている．船蒜き場であるた

め石の垂直護岸となっているが，）Ilに降りる階段が役けられている．しかし，河Ⅱ|沿いの道路

はなく，工場・)Q1iliが地ち並び，一般の人が容易に水辺に接することができない］二海市郊外

の農村地辮にある呉湘江ｌＷｉｉ（写真Ⅲ‐３．９）には砂利を降ろす船着き場があるが，li3辺の'二地

利用・護岸の様子は1ぐ流と全く異なっている．渡1二;との材肛は石のブロックからなり，傾斜護岸

で容易に水辺に接することができる．周辺もlI1IkII1が広がり，水際には水草が帷えている．川を

往来する船舶は減少し，１１１園風景が広がっている．Ｍｉｉ１Ｉｉの市境に位置する呉湫港鵬（写真Ⅲ

‐３．１０）でも呉湘il:|iiiと同様の河川景観が見られる．しかし呉滋江橋と比ぺると水辺に接し

にくくなっている．

今回は上海il7の河川環境の変化を理解するため，ｉＩ１川環境整備事業以前の蘇り１１河のinl)I|景観
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第、章水辺殿観

について考察を行った．その結果，整備事業以前の鯛||何では河口から上海TIT境までの全域で

水質悪化が見られ，特に工場や倉庫が建ち並ぶ周家橘周辺で著しく汚れていた．識ﾉ'4の材質や

形状は各地点とも大きな違いは見られないが水辺に接することのできないコンクリートの垂

直護岸が多く，比較的親水性の高い水辺は，郊外農村部の士・石による傾斜護岸のある一部分

と限られている．周辺の土地利用は下流部では住宅地域が卓越し，上流部では田畑が広がって

いる．また，銅Ⅱ河が｣二海市の舟運の－躍を担う主要水路であるため，船舶の往来，船着き場

が多く見られる．

写真Ⅲ‐３．１ 外白渡橋 写真Ⅲ‐３．２生都北路揃架道下

銅i両鐸

Iii:iIliliiiii1i:１１１ 
写真Ⅲ‐３．３唱化路橋 写真Ⅲ－３．４曹楊路橘

霧篝慧i墨I －６砥

鰯
写真Ⅲ‐３．５周家橋 写真Ⅲ－３．６頁北路「流
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第Ⅲ章水辺};(観

写真1冊か７新桟浦合流前 写真IＨ‐３．８篭江路柵

） 爵MUN蝿蕊M嚥詫?o市討

甕蟄i1iiiiI
Wiii;鱗繍;;Ｉ
蕊

iiiiiiliiiii：蕊閨...､田.....□.．
写真Ⅲ‐３．９呉湘江橋 写真Ⅲ‐３．１０呉湫港橘
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第、章水辺殿観

蘇州何の環境整備１F業では，水質の環境改善と併せて，沿岸の再開発を含む護岸改修や両岸

の緑道公園整備が行われている．このため，鯛lliiilの水辺殿観は著しく変化しており，ここで

はその変化について見てみることとする．前節では，zooo年３月の鞠H河の水辺殿観について

述べたが，その変化を把握するため，同様の調査をZoo２年３月に黄浦江に合流する河１－１外白

渡橋から周家橋上流の支流合流地点付近まで行ったので，その結果を述ぺる．

ここでは，土地利用の区分は居住地域・商業地域．こ[業地域を基本とし，居住地域について

はマンション等の居住蜷備地区，一般住宅，古い住宅機染地（里弄）に分類した．さらに，親

水性を考慮に入れ護岸の公園・緑地帯の分類も設けた．

その結果，蘇州何の沿岸士地利用はZooo年ヨノlにおいては，下流の都市中心部では高層建

築物が見られるものの，占い住宅や工場地域が点越していた．しかし，2002年３月になるとマ

ンションや住宅整備地域などリバーフロント住宅が目立つようになっている．特に上海駅西に

位置する地域でItini架鉄道駅の開業に伴って一大住宅整備地区を形成している．藤川河の環境

整備事業によって，多くの拾岸で工場が移転されているが，特に水質汚濁の顕著であった同家

橋周辺では大規模な移祇が進められている．公園･緑地帯も下流の一部の沿岸だけであったが，

至る所で造成がされ，「１１には水辺に近づくことのできる親水公園の設置も行われている（膜１１１１

－４．１，図Ⅲ‐４．２１

また，改修前の識岸の多くは川と人を隔てる高い堤防があり，川の水面を見るには堤防の上

に立たなければならない．このため，堤防の縁に立ち，ゴミの投棄や汚水を流すなどの行為が

抵抗なく行われ，川というよりゴミ捨て場のように扱われるなどの悪循環が引き起こされてい

た．しかし，環境改善と市民の憩いの場の創造を目的に行われたこれらの護岸改修ＩｌＦ業は堤防

を現在より１ｍ程度低くし，さらに水辺と人々を近づける親水テラスが建設され，１１本の都市

河川でも見られるような水辺空間が造られた．親水公園の中には，水面との高低差が数センチ

しかないために，船が通った後には，船が立てた波が親水テラスにまで押し押せてきてしまう

所もある．日本でもjii水時には親水テラスが水に授かることはあるが，通常時に授水テラスが

あるのも，船舶の往来が嘘んな蘇州何ならではある．テラスに立って暢気に船を眺めていよう

ならば，靴が濡れることになる（写真Ⅲ‐4.11

1二１本で直接水の触れることできる都市河川の多くは，安全性などを考慮して柵や河床を浅く

寸一るなどの':夫がされているが，蘇り+|河では柵こそあるものの川に飛び込もうと思えば濡易に

できる構造になっている．しかし，現在は濁っていてとてもそんな気にはならない．

水辺景観は流域の人'111活動を映し出す鏡であり，沿岸の地域環境が河)'|に及I淘一影響も見出

すこともできる．鱗ﾘﾄ|何でも1二場が建ち並ぶ区'１１１や多くの船舶が係留している所では水質汚濁

が顕著であり，二，司階建ての木造・煉瓦造りの複合的な述続住宅の密集する地域では商い堤

防とコンクリートの垂庇護岸が続いている．

しかし，環境保全とII1bl岸の土地利用を含めた水辺空１１１１の創造のため，束泉隅ＩＨﾉ'1の人)'１端リ

バーシテイー21やi=1黒川の大崎再開発地区などが-Ｋ業地域から住宅地域に変化したように,藤

川河でも同様の沿岸'二地利用の変化が見られる（写典111‐４．２)．

8６ 
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蘇州河の水文環境の特徴を見ると，水質汚湖もあるが，干満の影響による水位変化が鑑げら

ｵしる．この水位変1KIjlMdH〔環境にも大きな影騨をljえており，良好な水画を維持するため，水

位を制御するための水|Ⅱ1が河[]部にある．これは，蘇り||河は1贄満の影響を受け，↑'111二1で､ﾄﾞ均満

潮位311ｍ，平均低iW1l1fL27m，平均潮位差Ｌ８４ｍと水位が大きく変動し，この水位変勤が蘇

州河の水質環境に大きく影響を与えることから，環境縦備事業の一貫として，１，，１年に蘇州河

と黄浦江の合流地点に'脇6()ｍにわたる嗣門が設樋されている（写真Ⅲ‐4.3)．これとOifせて，

銅１１河の水面汚濁の原Ⅸ1の一つに支流からの汚水流入があり，支流域での下水処理施設の幣備

や堰やポンプによる汚水遮断による汚濁の抑制と併せて，liW門による水位調整が行われている

上海大厘・ブロードウェイマンション前に架かる外l`1渡Iiiiiから，その附門を兄ることができ

るが，閲lJⅡが「りていない時は，「どこにIIll111があるのだろう」と疑問に思うかもしｵしない．

すでに写真でW]門l刑Ⅲのようすを知っていたが，｜)Ｉｌｌ》1の形響による水質と水位変化の蝋iI('１と併

せて，２００１年７月１リロに実際の目で悶悶のようすを砿認した（図１１１－４．斗)．その時には８

時３０分から観測をljM始したが，ついに，時２５分から１０分間かけて悶門の下にWf紬されてい

たゲートが下り，遮断の瞬１１１を見ることができた．そして，１３時２０分から10分i11ilでＩ１ＭＩｌＷの開

力蜘るのを確認した．写真では兄ていたが，あらためてljHWjのようすを目の辺りにすると，鯖

きと楽しさを覚えてしまう。蘇州i1Jは，－１:Iあたりの》)述の往来数が2,00隻を超える船舶航

行にとって重要な交iUu路である．しかし，｜iW門の閉鎖｢'１仕当然ながら船舶の航行はｲ<１１１能であ

り，聯かにごみだけが流れ満<蘇州河の水面をjlLることになる．剛門が開くとまた，（'１J'1Fもな

かったかのように船が嘘んに行き交う躍動的な蘇りl1i11Jに戻る．当然潮位変化の時ｌ１Ｉ１によってW］

門の開閉時間は異なるか，剛Ⅱ１１の閉鎖の瞬間あるいは閉鎖時には－味違う蘇州河を見ることが

で去る．
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扇III章水辺Al:槻

第５節上海郊外の水辺景観

上海は近代都市と水郷都市の性格を持ち合わせおり，ｉ''1川・水路・井戸などの様々な魅ﾉﾉあ

る水辺景観と水利用について紹介してきた．これらの水辺は一般的な観光コースや近くを通っ

てもあまり気に留めない場所の景観であるが，パスや地「鉄など公共交通機関をH]いれば紡れ

ることができる．実際には｢'１国語が話すことができないとあるいは話せる人と一緒でないとな

かなか訪れること(tできないが…．ここでは，あまり一般に訪れることがない水郷都市上海

の原風景とも言える郊外の水辺既観をお届けする．

イタリアのベネチア，【''''1の蘇州，１１本の佐原やiiiﾘ1米など水郷地域の風物詩と'１rえば網のrｌ

のように張り巡らされた水蹄の中を行く舟運であるが，｜:海の郊外でも同様の光」;|:をl1ilj所で兄

ることができる．特に郊外の農村地域では家の前に水路があり，水路には農産物を述ぶ船が係

留されている（写ＬＩＬＩｌｌ‐５．１)．また，水際まで降りる階段があり洗い場などが設けられてい

る（写真Ⅲ－５．２)．多くの場所で，生活空間と水辺空|M]が一緒になっている;験7.を兄ること

ができろ.
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第ｍ章水辺);(微

上海の水辺を瀞るうえで，lljlﾉﾘ中心部を流れるjMillliiJや近代的な高層ビル群や鵬史|`1(〕jUL築物

が建ち並ぶ浦〕|〔lLlx・外Wlltを沿岸にもつ黄iili江も人変魅ﾉﾉ的な風議であるが，アフリカのナイ

ルノ1１（`650km)，１打アメリカのアマゾン川（6｣()()klll）についで１１１二界第３位，アジア第一位の

長さを誇る長江（6.3()0km）を忘れてはいけない（写J1LIII‐５．３)．長江は１１の行・Il1治区・

直轄市を流下し，中同の凶｣二面積の約２判を占める流域Ifii積約18()万k､｡，年;|と均降水１１tが全

国総量の61.881億m3に対して19.360億m３，毎年海に流れ込む流量の平均全国総flt27」１５億ma

の30％以上を占める，、713.5億m３，源流から河１１の満度差約6.600ｍの大ilJである．また，南北

地域間の水盗源の砺盤として長江から黄河へ水を引く「雨水北調」を目的とした|i大ダム・三

1峡ダムの建設が進められているのもこの大河である．

地図帳に･長江（勘｢･↑[:肥と表記されているように，災i'二は揚子江とも呼ばれる．これ１－t，

もともと露場7江.とはAIf代上|止紀の終わりに腸ﾘﾄ|の|U;U,Lである揚十県の渡し湯あたりのことを

指していたが，十ﾉＬｌ化紀以後にヨーロッパ人が揚一卜江の糸を顕用し始め広く使われるようにな

ったことに由来する．ちなみに，中国では黄河をliiに『河』と呼び，『江』と言えば長江のこ

とを指す．

長江の沿岸部に位liwfするｆ海浦東国際空港に近づくと眼下に船舶の行き交う堕江が広がる

が，空港から市1ﾉﾘ['１心部に移動すると蘇州ｉｌﾘや黄illi江が比較的蕪易に見られる水辺となり，改

めて長江まで足をjlliんでその風景をﾉ||岸で見るに仕彊らない．しかし，外灘から船で黄Iilli江と

長江の合流点である》LiIIlW1Z（写真lll‐５．４）までの遊IjMiコースがあり，これを利)1付ると黄iili

江沿岸の高崎ビル聯・雌史的建築物・工場聯などを船上から，少し趣の異なる上海の水辺空間

が見られる．当然合流点では広ﾉくな長江の風景に触れることができる．
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第１Ⅱ承水辺景観

長江が-k海の東端の水辺空間であるならば，西端の水辺空間として江蘇省に隣接する淀山楜

がある.淀山湖は最大長14.5km,最大幅8｣kln,面祇62km｡,』l些均水深Zllln,最大容積Iル10s､。

の上海にある最大の自然湖である．1,79年には市政府により「淀１１１湖風景区｣に決定され,１，，８

年には１１１族庭園を再現した大観園が建設されている．大観園(-k｢'7街地から離れているものの日

本の旅行ガイドにも(｣'てくる観光スポットである．しかし，ここでは淀'１１湖の魅力的な水辺景

観としては，夏季の海水浴の風景を挙げられる（写真１１１－５．５)．
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写真Ⅲ‐５．５淀'11税

’二海では郊外の河川や民江でも人々の泳ぐ姿を見ることができるが，遠方あるいはすぐ近く

を船舶が往来し，比較的きれいな水域とは思われない．しかし，淀山湖の水面は比較的良好で

中国の環境基準の111級を満たしており，環境基準からも水浴のできる水域となっている．中国

の環境基準はロ本の環境基ｒＩｌｉと比較すると比較的水質蕊準が緩いため，日本の環境基瀧と比較

するため水質汚濁の－つの指標となる溶存酸素篭（DO）の値で見ると，１，９７年・Ｉ918年の湖

内数地点で６～9mg/1となっている．これを日本の天然WiI沼の環境雄準に当てはめると，Ａ類型

に該当し利用目的の適応性として水浴のできる水域になっており，必ずしも汚れた水域での海

水辮揚でないことがわかる

１１本の海水浴と言えば砂浜と海の家を思い浮かべるが，淀山湖での海水浴も，冬の時期には

殺風景であった湖岸に臨時の貸し更衣室や浮き輪をtlfす店が建ち１tび（写真111‐ｓ５右)，日

本の海水浴場に見かけるような風鉦が見られる．もっとも，１１本の海水浴場のように飲食店を

併設した立派な店舗が並ぶ訳ではないが，店番をしているおばさんのにこやかな笑顔とともに

上海郊外の艮閑な水辺景観を映し出してくれる．

湖の恩恵は海水浴だけでなく，湖の近くの=腹要道路H}い飲食店では外観は決してかなわない

が市街地の立派なレストランでの上海蟹に勝とも劣らない美味しい名物の淡水魚の魚料理を

楽しむことができる．

また，上海は良江河L1の沖積地に位lｉｆし，全体的には東南部の海岸地域の標禰が高く，淀I｣」

湖が位価する四部地域の方が低くなっているが，平均高度は５ｍ以下の低Vえな地形である．地

形起伏が少なく非常に平坦であるため，上海の街巾で坂道を歩くことはぽとんど無い．しかし，

商圏ビルだけが上海の高いランドマークではなく，郊外に〈土岐高標高，３２ｍの夫婦山がある．

０コ



第III章水辺景槻

その北東方向には測hk水準点がある97.2ｍの四余lIlがそびえ立っている．西余山は標高72.4ｍ

の東余１１１とともに余山国家森林公園として整備され，西余山には余山修道院や余山欠文台があ

り，遠くからでもその建物を眺めることができる．浦ﾙﾐ地区にある470ｍを超す東方明珠塔や

450ｍの金茂大填ほどの高さはないが，その雄姿は平坦な土地では非常に目立つ存在である．

修道院や天文台まで行く道端では鱒店が並び，観光群にお土産物を売っており，南京路や橡

園とはまた異なった趣がある．訪れた１１歩，快晴の脊空のこの坂道でテレビあるいはプロモーシ

ョンビデオの撮影が行われており，平坦な地形の巾での特殊な景観として魅力のあるのであろ

う．力東余山にはロープウェイが整備され，頂上付近にはバードバークがある．

上海の中心部では高暦ビルを背景に水辺を見ることになるが，ここでは小高い丘をバックに

水辺を見ることになる．上海の中心部を流れる蘇州河では護岸整備・親水化が行われ急激な水

辺景観の変化があるが，郊外であるここでも護岸工事を見ることができる（写真Ⅲ‐５．６)．

しかし，川の中では網を用いた魚獲りが行われており，まだまだ水郷都１１丁上海ののどかな様子

が残されている．

し｡

~辱&

写真111‐５．６上海郊外の余山麓の水路とその変化（右2001年３月・左２００１年７月）

河川・水路は親水や舟運だけではなく，生活用水の排水先としても利用されている．これら

は水面汚濁の原因ではあるが，水辺に接する人々にとっては日常的な行為であり，河川・水路

の有効活用となっている．現在ではあまり見られなくなっているﾉ||に張り出すように創られた

lUiもそのつである．足場の板と簡lMLに周りを'11む程度の作りで（写真１１１－５．７)，さらに総

くことに厩の近くの岸には川の水を水汲み場がある．これもまた人と水の関わりを示した水辺

)た観の－つと言える．

与頁111‐５．７水路にﾘl§り出した簡易トイレ

９４ 



第Ⅲ章水辺肚槻

'第6節井戸の風景と水利用

蘇州河の殿観変化は１１J)'1球境整備事業の一環として現れたものであるが，浦ﾙｴ新区の外〔ﾉﾉﾘ］

珠塔や金茂大厘などの超満隅ビルに象徴されるような近代化と高層化への都,|j餓観の変化を

銅I|何沿岸の水辺空ｉＩｌ１にも見ることができる．黄iili江の水辺空間である近未来都市の様相を示

す浦東地区と伝統的な巡築物が建ち並ぶ外灘が国際梛市・観光都市の上海の顔ならば，鮮州河

の水辺景観は上海市民の''二活居住空間の一部であり，これらもまた上海を表す地理餓観のひと

つである．近代都市jjt観への変化の一方で，古くからある'1=宅裕集地も残されており，_｣と篭

やかな都市風観に、を１１Fわれがちであるが，ここで′'２活する人糞や地域もまた上海を文えるも

のとして，都lljの魅ﾉﾉある姿を見せてくれる（`ﾘﾑ'〔111‐６．１)．これらの密集住宅で１－k，現在

でも水道と併Njしてﾉ|:戸が利)Hされおり，多・際な水利H｣も｣,Nしることができる．しかし，数年後

には取り壊される予定で，近代都市にある安穏とした空間と古くからの水利用の手段である井

戸がなくなってしまうのは非常に残念である

しかし，郊外の農村地域では，多くの井戸が残されおり，ノ|:戸のある風殿を見ることができ

る．前節の余山近くの民家では，洗い物に川の水を利)｢]するため，川に降りる階段があり，水

際には水汲みH]のバケツや柵が慨いてある．民家のilif先には〃戸枠に彫り物が施してある）|:戸

があるが，井戸水はポンプや釣瓶ではなく，ゴムIIuのボールの一部を切り取り，紐を付けて汲

み上げている（写上ILIII‐６．２)．井戸の装術的な彫り物と廃物利用による水汲み，そして川の

水利用とこれもまた魅ﾉﾉ的な水辺の景観である

DllllII’ 
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写真Ⅲ‐６．１「lirl1心部にある井戸
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'砲，('１１－６．２余山麓の民家の六角形ﾉｉ:戸
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第７節章括

近年，近代都iljとして↑l:ｎされている上海には様々な地域的特徴があるが，河１１１と水路が多

く存在する水郷都｢'7としての魅ﾉﾉもある．外雛地区の戯浦公園や近代的高層ビル聯のI)iを流れ

る黄浦江，外白波橘が架かるiI7中心部を流れる蘇州河，大型船舶が往来する世界第３位の長さ

の大河長江，湖沼而賦６４km｡の淀山湖，船による物流を担い上海の都市開発．発腱を支える運

河，網の目のように張り巡らされた農村地域の水路など多くの水辺に恵まれ，上地利｣|]に応じ

た多様な水辺がある

都市部を流れるiilJ)I|・水路は，生活排水やI難排水などの影騨によって答しい水髄汚濁を引

き起こしていたが，Iillll｢|Ⅱ１発・蝶備に併せて１９８０イ'2代後ul2から環境改善が計られている．特

に蘇州河は真っ黙な水が流れ，悪臭を放つほど水IDT汚測が進行していたが，下水処Hl1脳i没の磐

備や支流からの汚濁の抑llill，河道の淡喋，堤防の改修［ﾂﾞﾄﾞや河)||沿岸の緑化地帯造成，親水公

園化，沿岸の工場秒IliZでや廃屋の撤去事業など積極的な水Ｈ改善と環境整備を行なっている．￣

方郊外の農村地域の河川や水路では，舟運や用水路の役割だけでなく，魚獲りや洗い場などと

しても利用されているが，ゴミの投棄や生活排水，畜産尿尿などの流入による水質感化も懸念

されている．」二海の人々にとって，身近な河川，水路，地|ご水（」|:戸）（~t水利)1ル親水．舟運

など様々な役割を#１１う7K要なものであり，今後，より良い都Iliの河ﾉ'1環境の創造．保全をする

ためにも，河ﾉ||環境のみならず，河ﾉ11空間の把掘や変化を卜分に把握していくことが大切であ

ろう．
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写真Ⅲ－７．Ｉ上海の水辺鑑観の表裏

(左黄１１航l:外観：右蘇州河沿岸の里芹の取り壊しとマンション|)9発）
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第Ⅳ章水利1N

水資源管理は，現在の中国において重要な国家的iUll題として位置づけられている．近年，

沿岸都市の発展はよく知られているが，政治都Tl『としての首都「北京」と，経済都市とし

ての「上海」を比較してみると，年間降水量では前者の640mmに対し，後者Itl420Inmと２

倍以上の差が存在している．また，北京市周辺には大河川は存在せず，ダム（寵蕊ダム・

懐柔ダム）に水資源のほとんどを依存している一方，上海市は，太湖を水源とする黄浦江

や蘇州河が貫流する豊揃な水資源が存在している．こうした状況を背景に，上海TITには北

京市にくらべ多くの工業企業が進出（上海市2045社･北京市]211社＝中国図家統i１１局資料

2000年）しており，活発な経済発展を支えている．

水利用には，工業や農業用水のほか，都市用水として生活に必要な水が供給されている

が，市民生活における水間題に着目してみると，北京TITにおいては水道料金の急騰がみら

れ，「節水」が政府スローガンとして掲げられる一方，」二海市では個人経済力の向上や，生

活施設の高度化が進み，水洗施設の急増や，水辺を楽しむという“親水，，の概念が定着し

始めるなど，新たな水利用の形態が登場している．

巨大な面積を持つ[|]国は，地勢，気候上の問題から南北間において歴然とした水資源量

の差異が存在する（表Ⅳ‐１．１)．しかし，こうした水資源問題を居住者の視点から把握す

るために，本章では，水利)Hの実際を，「河)Il3Willi」「飲料水利用行動」「水辺の観光」の３

つの側面から検討する．

表1Ｖ‐１．ｌ中国における流域水資源量

89.0４－ｑロ

8.oz－６呪

OＵｂｌｌＬＯ９ｆ 

【]0.4Ｓ－４ｐ

IＸｌ４５－４K 

資料：中国水資源公報（2004年）
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筑IV章水利川

聞き取り鯛査・アンケート鯛査の方法

水には，水質，水１１ｔといった自然物理的側面から，その存在がもたらす`快適性やうるお

い，さらには生活のための水といった人文社会的側面に至る広範な要素を持つ．以下では，

後者の水の持つ「人文社会的側面」に焦点を当て，聞き取りやアンケートを中心とした調

査方法を紹介する．

「聞き取り調盃（インタビュー調査・ヒアリングillM盃)」「アンケート調査」は，ある集

団の意見動向を知るために用いられる調査方法であり，人文社会学分野において雌も頻繁

に用いられる調査方法のひとつである．しかし，比較的容易に実施できる方法だけに，安

易にアンケート調査に依存しすぎることには注意が必要であり，まず現地を，そして，そ

こに暮らす人をしっかりと「観察」することが避本であり，コミュニケーションを通して

意見を収集する手段のひとつとして聞き取り調査やアンケート調査を行う姿勢こそが砿要

である．ここでは，アンケート用紙を用いて被綱盃者に回答を記入してもらう調盃ではな

く，個人に対してインタビューを行いながら調査を行う方法について述べる．アンケート

は，フランス語の「Enquele」が語源であり，調査やIiIilM1を意味する用語である（災`;/iでは，

Questionerl 

人間の空間や社会における行動を直接観察によってとらえる方法は，現実的には制約が

大きく，実施できる範囲はごく限定される場合が多い．また，人間の意向や評価，態度，

行動，習慣といった]'1F柄については観察で明らかにすることは困難である．これに対し，

質問によって情報を11ﾄるアンケート調査は，一定の回答能力のある対象者であれば，空間

的制約を得ることなく多様なデータを得ることができる．

アンケート調査には様々な方法があるが，いずれの場合も，調査者によるlirllMと，それ

に対する調査対象者による１回1答が基本的な櫛成典紫である．しかし，これは，lirlM1と回答

という「コミュニケーション」であることから，ｌｊｌ１鱒をデータとして使用する際に，虚偽，

偏見，誘導，誤解等の彫響を排除するためにも，１１M査票の設計段階では充分なili愈と入念

な回答シミュレーションを行うことが重要である．聞き取り調査においても，一定の動向

や数量的把握を行うためには，質問項目を列記したmM盃票（質問表）をあらかじめ噸備し，

ある程度統制的に結果（データ）を得ることが望ましい．一般に，アンケートルョ盃には郵

送や個別配布による大規模なものが知られているが，民俗学などで用いられる小規模な地

域集団に対する調盃者参与型の調査によっても，災団の動向や意向の一端をIﾘ｜らかにする

ことが可能である．アンケート調査において，居化者の属性の差異が環境評I11iに及ぼす影

響については，これまで様々な関係性が指摘されている．対象者数や回収率，ｌｉ１１収'二の問

題は分析において決して無視し得ないが，小規模であっても属性間の評価の僻りについて

は留意しつつ，生活荷にとっての社会的認知やiiWilIj，行動は主観的ではあるものの－･定の

まとまりを持ったものであると考えられ，これを災岡的分析枠組みの中で検討をｉ了うもの

であり，分析時には適宜項目間の統計検定を踏まえて解釈を行うことも重要である．
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第Ⅳ章水利用

水利用の鯛査項目

日常的に水を利用する際の行動や評価を明らかにするためには，様々な項目が考えられ

る．まず，最も身近な「水利用」には，水道水や飲料水が挙げられる．近年，わが国にお

いても一般化しつつあるミネラルウォーターの購買の理由や頻度，さらに水道水の安全性

評価や料金体系，利用分化を調ぺることにより，どのように生活用水の利用が行われてい

るのかを明らかにすることができる．また，近隣を流れる河川について，水害の経験や水

質の変化など，理化学的なデータが得られない場合においても，「居住者の持つ主観的な評

価・意識」を聞くことにより，これを数値変換しプロファイル化することにより，時系列

的な変化の状況を知ることができる．さらに，ウォーターフロントに代表される「水辺の

観光」についても，来訪者に対してインタビューをすることにより，どのような人々がそ

こに来訪し行動しているのか，また水辺に対し，どのような評価意識を持っているのかを

明らかにすることができる．さらに，近年では，水資源の有効活用の観点から「節水行動」

の特徴を明らかにし，その結果をもとに，水利用の持続可能な社会提言を行う調査も行わ

れている．

外国膳による聞き取り調査と留意点

外国における聞き取り調査を実施する際の最も大きな課題となるのは，言語的障壁が挙

げられる．通訳が同行する場合であれば問題は少ないが，その際にも調査内容の齪嬬が生

じないように事前に通訳者には調査の意向や，内容・方針を充分に伝えておく必要がある．

また，通訳が同行しない場合にも，調査趣旨を説明したり意見を収集したりするためには，

ある程度の現地の言葉を解する能力を有することが望ましい一朝一夕に言語を習得する

ことは困難であるが，これにより，調査中項目のみの回答を得るだけでなく，回答者との

会話の中から貴重な意見を取得することが可能であり，現地の生活の一端を垣間見る，思

いがけない印象的な体験をすることもできる．

また，外国調査の場合，回答者がアンケート調査に不慣れな場合もあり，あらかじめ質

問票を用意して，調査者が趣旨，質問内容を説明し，いくつかの選択肢の中から回答を選

択する方法が有効である．また，調査票の設計には，回答時間等を考慮し，複雑すぎない

ものを設計し，さらに外国語の質問文は事前に充分，留学生等に校閲してもらうことも重

要である．

外国における質問表を用いた聞き取り調査では，回答データ数の確保だけに傾倒しすぎ

るのではなく，調査者自身が必ずしもすべての言語を解さなくとも，コミュニケーション

を通じて調査者が現地や人を「体感」することも大切であり，それこそが外国調査の醍醐

味でもある．しかし，安易な現地介入には留意も必要であり，節度を持って調査に臨むこ

とは何にも優先して守らなければならない．
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はじめに

近年，中国では沿岸都市を中心として急速な経済発展が進み，その生活環境も大きく変

化を遂げつつある．対外的には２００１年にlUt界貿易機櫛（WTO）への力ⅡIMIを果たし，同年，

北京オリンピック（2008年）開催が決定されるなど政治，経済，文化面で瀧躍的な発展を

見せている．しかし一方で，都市人口や自勁車の急増，産業の大規模開発などにより都ｉＩＴ

部での大気汚染や水質汚濁などの環境蘭の悪化も深刻化している．こうした問題に対し，

2001年６月に上海市政府主{樅により開催された「上海都il1環境および持続可能な発展のた

めの国際シンポジウム」において，蘇ﾄﾞﾄﾄ|何の水質改善とクリーン燃料の導入による大気汚

染の改善，さらに，公共緑地の増設が発衣されたI)．

さらに，同年１０月には｣二海交通大学において「APEC上海開催記念第三回上海環境科学

技術政策国際会議2001」が１W催され，技術分科会セッションにおいて水賦汚濁防止技術が

報告されるなど水環境対策技術や事業が活発に議論された．このように中国の環境問題に

関する枠組みは，地球環境問題を背景とした持続可能な発展や経済発展との関係に重点を

置き，近年活発に議論されるようになってきた．しかし，都市環境問題を居住者自身の身

近な問題として位置付けていくためには，主ず居住者にとっての環境認識櫛造を把握する

ことが重要な探題であると考えられる．

中国における都市環境問題に関する既往の研究では，卜爵住者の意識に基づいてアプロー

チした「ミクロ」視点からの調査研究は必ずしも充分ではなく，様々な環境整備事業に対

する住民の評価は明らかにされていない場合が多い．しかし，今後，中111においても居(［

者自身の持つ環境認識や評価を環境計画に反映させていく必然性は高いと想定される．

研究目的と胴査方法

本研究では，現代中国における都市環境を把握する躍礎的なアプローチとして都市i'１川

を題材とし，居住者意識から歴史的な河川環境の変遷をとらえ，それらを踏まえて現在の

河Ⅱ|環境事業認知および環境評価構造をIﾘ]らかにすることをI｣的とする．本研究では，「治

水・利水にUMする整備については，地域住1ｔにとって特別に意識されないところでその効

果が発現しているが，水辺環境（親水）鍵Miについては，その存在を認識し，利用するこ

とによりはじめて効果が苑IILする」ということを基本認識に置く．すなわち，水辺の環境

整備評価は人々に認識されなければ評価が行われないことや，また主観的，感覚的認識や

判断に左右されるという特徴を有している．こうした特徴を踏まえて，わが国でI士都TIn汁

両学，建築学分野を中心として河)||環境に対する人々の認識櫛造を解りＩしようとする研究

が１９８０年代以降数多く蓄概されてきた．

人間の意識に膿づいて水辺の親水性を評Ｉｉ１ｉしようとする試みは，村川ほか（】986）によ

り方法論の幣卵が行われた．畔柳ほか（1903）は水辺と居住環境に着目し所都市化の進鵬

１０２ 
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に伴う居住環境の変化が親水希求の増大に寄与していることを指摘し，さらに｣二'１１ほか

（1994）は親水施設と周辺住民コミュニティの形成過瀧を明らかにした．さらに澗水ほか

（1998）は水辺環境蜷備を図る上では人間にとっての親水性の意味や意識櫛造を理解し，

これに応じた整備を進める必要があることを指摘している．一方，地理学の分野では従来

から水文学において水厩の理化学的指標をもとに河川環境の変化などを説明してきたこ

れらは計測可能であり，客観性をもつという点で評価できるが，人々の河Ⅱ|に対する評価

は知覚的に認知されるという性格を持つことから，主観的かつ多様な評価が行われている

と考えられ，これに応じたアプローチが必要であると想定される．

そこで，本研究ではiiiJ川環境に対する評価反応レベルに着目し，具体的に近年，経済発

展が進み都市環境の籍しい変化の見られる上海市を流れる代衣的な都市河Ⅱ|である灘ﾘﾄ|何

を事例とし調査（2001年７月２０日）を行った．また，水文環境については居住者の頓観に

よる「現在」「過去」の河川水質や水趾の評価を行った．調査にあたってはあらかじめ中国

語による質問表を作成し，住宅地を訪問して個別に鯛査趣旨の説明を行った後，鞭者ら自

身による直接面接による調査を実施した．また，鯛盃地区は蘇州何の歴史的な環境変遷の

居住者認知を把握する観点から，河川に隣接する河'二1付近の黄浦区および剛北区の比較的

古い住宅地（里非）を対象とし２６サンプルを得た．調査の概要を表Ⅳ‐３．１に示す．本研

究は，調査手法上，少斌のサンプリングにとどまったが，調査対象者の居住年数が長く，

河川環境変化に関する認繊を有していることがjlL1定され，これを重視することとした．ま

た，分析に当たっては，先ず河ﾉ||環境整備に関する術政策の展開を把握し，これに居住者

の評価を関連させながら考察を行った．

調査地域概要

上海市は揚子江河11の』|〔端に広がる，平均iK1j度５ｍ以下の低平な沖積平野に位１１MHする．古

くは「魚米之郷」といわれる江南の一農魚付に過ぎなかったが，１８４３年のアヘンIiUt争終結

以後，外国人居留地として租界が設立されたことにより半植民地として近代都ili述設が進

められた．解放後は経済特別区に指定されるなど，経済はもちろん，科学技術，貿易雄地

としても発展を続けている．すでに１９６０年代初Iiiiには人口は1,000万人を超えていたが，

2001年末には1,400万人を超え，特に市区中心部においては人口密度が40,000人／km2を超

える稠密な都Ilj構造を品している．本研究で対象とする藤川河は上海市中心部を東西に横

切るように流れ，外灘付近で黄浦江と合流する，太湖を水源とする全長約125ｋmの都市河

)１１である（図1Ｖ‐３．】)．１９２０年代以降，上海市への人口および工業の集中が､Ⅱ速し始める

と蘇州河への排水流人が激増し，急速に汚濁が進んだ,］950年代には河口から北新巡まで，

さらに’970年代には更に｣二流部の黄渡まで汚測が拡大した．しかし，こうした災101にわた

る河川汚濁に対しても，環境保持よりもむしろ経済の発展が優先されたため，ｉＩ１川汚濁防

止に関する事業は大きく遅れた．そのため，１９８０年代には河口から約２６kｍ上流の瀧瀬まで

は「黒臭帯」と呼ばれるほど汚濁が深刻化し，その水厩は中国での分類による雌も悪い第

Ｖ類に位置付けられる（'屍，２０００）ほどであった．
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表Ⅳ‐３．］ｊＭ盃概要
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図1Ｖ－３．１鯛盃地域概要
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上海市の環境事業取り組み

上海市の環境保繊全体に対する取り組みは1980年代初頭からはじめられたが，１９９０年代

に入るとその状況が加速している．図Ⅳ‐３．２は１９９１年から２０００年までにおける上海『'7

の環境事業費の伸びとＧＤＰに占める比率を示したものである．これによるとＯＤＰの'''1び

は第八次五カ年計画期末の１８９％から第九期五カ年ｔｌＩ･画末には３｣2％へ上昇しており，最

近五年間の累菰投入資金は500億元以上に達している．

ところで，上海市は租界という独特の歴史を経たことにより都市形成や工業の進111にお

いてモザイク状の腱ＩｌＭが行われてきた．そのため，］二乗の配置が不合理で住宅地に密接し

たため「三廃」（廃気，廃液，廃葎）が都市住民に対する害となってきた．特に汚水処理問

題に注目してみると，１９７９年に環境保護法が発布・実施により企業自身の自主的な汚水処

理が促進され，「三廃」の完全な処理が義務付けられた．新設の企業に対しては化産設備の

ほかに「二廃」除去設備の「三同時」（同時設蔚}，｜可時清［，同時生産）が求められ，１９８０

年代以降は政府により工場の廃水処理率とともに，排水基準達成率が公表されている（図

Ⅳ－３．３)． 
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図1Ｖ‐３．２上海iljにおける環境１$業澱の推移と対ＧＤＰ比率

１１１典：上海市統計局編「１２海統iiI･年鑑」各年版
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図Ⅳ‐３．３上海市における廃水処理率と排水基準達成率の推移

出典：上海市統計局編［上海統計･年鑑」各年版

蘇州河の河川環境事業

上海市中心部を貫流する蘇り}|河は，その流域に１平方kmあたり６，７km延焚の述河をもつ

密集かつ複雑な水系から成り立っている．蘇州河における汚濁の経緯は，周辺地域の12業

化だけでなく，地形的な要因も挙げられ，潮位差の影響を強く受けることから古くからimJ

道内の汚水が滞留，還流する現象が見られた．また，狭窄多湾の河川形態をもつことから

水流の停滞や泥砂の堆積により河床が変動し，排水能力の低下を招いていた．

上海市人民政府はこうした事態に対し，１９８８年に「蘇州河環境整備事業」の推進を決定

した．この事業のr'約は2010年までに汚濁の櫛禰ｌＩｊを'三|指すことが明記され，１９９３年までの

５年間で具体的なTl「業として下水処理施設鞭１１６を主目的とした「第一期蘇ﾘﾄl何合流汚水治

理」（SSPＩ）が尖施された．この事業では約１６億元をかけて合流式の下水道管染とポンプ

場が建設された．さらに蘇州河に流入する内陸迩河の河口部に開閉式の悶門を役職し，汚

水の流入を防ぐplF業を進め，１９９１年には蘇州河と黄iIli江の合流地点の昊滅路liIlllNjiに幅60ｍ

にわたる聞門が設慨された．次いで，１９９７年からは「第二期蘇り卜|何合流汚水治理」（SSPII）

が実施され，約５０億)亡をかけて上海市南部およびilli東新区の大規模な下水道Ｗ業が行われ

ており現在も継続ｌＩ１である．従来，蘇州河へ111〔接放流されていた市内の汚水は，第一期お

よび第二期の事業により汚水処理を行った後，腸ＷⅢへ放流されるようになった．また，

1998年には上海市及を代表者とする「蘇州河環境総合鍵(1Mi有限公司」が設立され，その後

策定された「蘇州ii1環境総合整備計画」による10項'1に面る河川環境計画が継続的に進め

られている（表ﾊ'－３．２)．しかし，現在でも－１Jあたりの舟運の往来数が2,000鰹を超え

るなど，船舶による汚濁負荷も想定され，今後は船miIに対する環境規制が求められる．

1０６ 
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表Ⅳ‐３．２蘇艸|河主要治理対策措置

｡、負荷量り

Ｆ
ｊ
 

出典：院（２０００）：「上海市水環境研究｣，pp96-97．

主観的評価を用いた水質・水量の評価

河川環境の変化において，時系列的な水質データが取得しにくい状況においても，河川

近隣の居住者にとって水辺は日常的な景観の一つであると考えられるそこで，居住者に

対し，過去から現在に至るまでのおよその時間軸を「現在」「数年前」「十年前」「それ以前」

に分類し，水質および水量の主観的な評価を求めた．

まず，水質についてみると（図Ⅳ‐３．４）悪化が強く認識されはじめたのは「十年前」

頃からであり，その状況は「数年前」まで継続したことが看取できる．これは，河川への

排水規制において1990年頃には排水基準達成率の低迷（図Ⅳ－３．３参照）があったことを

反映していると想定される．しかし，「現在」では悪化の認識程度は低減し，「やや良い」

と認識する割合が85.5％を占めるなど，徐々に良好な水質に変化していることが明らかに

なった．次に，水量についてみると（図Ⅳ‐３．５）全体を通して豊かな水量が維持されて

きたことが指摘できる．このことは，近年，黄河の断流等に代表される深刻な水不足が表

面化している中国北部地域とは対照的な傾向にあるといえる．

1０７ 

項目名

蘇州河上流嗣門設置

蘇州河支流裁流工程

総合調水工程

虹ロ港水系整治工程

石洞口汚水処理工場

虹ロ楊浦汚水戯流工程

市区両岸整備工程

環境衛生埠頭建設工程

底泥渡喋工程

河道曝気工程

＝ 
１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

内容

COD負荷量の削減

COD負荷１１kの削減

悶門設置による水量の調節

河道修正による自浄能力の向｣二

生物処理技術の導入

河道修正による自浄能力の向上

河道沿線の緑化事業

尿尿運搬と塵芥運搬埠頭建設

撰櫟事業

曝気事業
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0％ ２０９６４０％６０％ 80％ 100％ 

現在

数年Iiii

十年耐

それ以前

□悪い□やや悪いロふつう□やや良い囚良い

図Ⅳ‐３．４主観的水質評価（N=26）

0％ 20％４０％６０９６８０％100％ 

現柾

数年前

十年Iiii

それ以Iiil

□少ない□やや少ない回ふつう□やや多い目多い

図1Ｖ－３．５主観的水INK評価（N=26）

河川環境評価構造の分析

蘇州河に対する環境イメージをＳ、法(SemanticDiHbrentialMethod)により分析を行った．

S、法に用いた形窓iliil対は河)||に関する視覚的，感覚的な要素を含む１１対を選定し，評価尺

度は「どちらでもない」を中立点として「とても（非常)」「やや（比較)」をIiW端に配した

五段階評価とした．まず，得られた評価得点を川いてイメージの構成因ｆを把握するため

に因子分析を行った．分析手法は共通性の初期値はＳＭＣ（Squar℃dMuIlipleCorTcIations）に
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第IV章水利Wｌ

より推定し，主因子法による反復推定を行って初期因子負荷行列を求め，さらにＩＩ１ｆ行バリ

マックス回転を行った．その結果から固有値10以｣この五因子を抽出した（表1Ｖ‐３．３)．

同表には因子負荷１１ｔが0.4以｣二のものをメッシュで炎ノパし，因子軸ごとに負荷ｉｉｉのihjい'１１mに

ソートした．

この結果より各因JL軸の意味を解釈すると，第一|KIFは「流動感」や「安全性」などの

河川形態そのものに閲するものから「存在感」や「一体感」も大きな因子負荷11tを持って

おり，このことから「象徴性」と命名する．第二因子は「生物感」や水辺との「親近感」

が正の値で説明できるのに対して「安全性」などが負の値をとっていることから「親近感」

の因子と命名する．同様に，第三因子は「快適性｣，第四因子は「スケール感｣，第五因子

は「活性感」と命名する．このうち，第二Ⅸｌ子と節三伏'７．にはともに共通するJｎＩｊ（生物

感，利用度）での因『･負荷量が高い値を示しており，「親近感」と「`快適性」が鰡織櫛造の

中で非常に近い位lWfにく'在していることが指摘できる．次に，因子分析で得られた五因子

に対し，どの因子が蘇州何の総合的評価に最も影響を与えているのかを明らかにするため

に，「総合評価（五段階評価)」項目を目的変数とするili【回帰分析を行った．得られたiii回

帰分析の結果を表1Ｖ‐３．４に示す．各因子における標躯化係数（標準傭回帰係数）より，

第一因子（象徴性）が0.428と最も高く，次いで，第二lJkl子（親近感）が０４０８を示し，と

もに本重回帰式のｲｧ意確率５％を満たしたすなわち，蘇州河に対する総合評価には第一因

子が最も強く影響を及ぼしており，居住者にとって鮮州河が上海市の「象徴」としてとら

えられていることがlﾘ1らかになった．さらに，第二Ｉｋｌｆの「親近感」も強く影響しており，

これらとあわせて愛桁の持たれている河川であることが指摘できる．全体的なモデルの当

てはまりを示す，Ｒ２（決定係数）も０７２４を示し本モデルの妥当性を示した．因子分析で得

られた因子得点をもとに，瞳回帰分析で相関のj､しられた第一因子および第二ｌｋ１子による因

子空間布置を図1Ｖ－３．６に示す．各因子の因子負荷IILをもとにクラスター分析を行った結

果，４類型に分頗された．

表1Ｖ‐３．３因子分析結果

鋪丘因子
一
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表1Ｖ‐３．４重回帰分析結果（目的変数：総合評価）

注：＊は５％有意を示す．

本図より第一因子（象徴性）において正の値の１F象では，河川そのものを指す-要素「流

動感」「安全性」（１）と都市環境要素としての「緑lHk感」「一体感」（Ⅱ）および「生物感」

「`快適性」（Ⅳ）のふたつの糠要素で構成されていることが分かる．また，第二因子（親近

感）との関係からは前者（１）より後者（Ⅱ.Ⅳ）の方が正の事象で強く認識されており，

このことから上海市における蘇州河の存在は，lliに流下する河川としてではなく，都市の

環境要素として居住者意識の中に存在する河川|であることが看取できる．

ところで，「利用度」の項目において象徴性および親近感とも低い値を示しているのは

（Ⅲ)，評価が居住者自身の河川利用（沿岸の散歩など）ではなく，現在も内陸とのIIi要な

運搬路として盛んなⅡ}述が見られることに超IＡ１した河川の産業的利用を回答しているため

であると考えられる．

上海における貨物輸送量の割合を，鉄道，道路，水路，航空の手段別割合で見ると，水

路輸送は１９９５年には全体の53.8％を占めている（衣1Ｖ‐３．５)．近年その割合は道路輸送

に移行しつつあるが，取扱貨物量は２０００年統iil･で18,442万トンを超え，依然として輸送の

主幹を占めている．蘇州河沿岸には多くの上場が立地し，資材運搬のための船舶の往来が

艦んで,居住者にとっても舟運が日常的な及観となっていると想定される（写真1Ｖ‐３．２)．

衣1Ｖ‐３．s上海市における貨物輸送割合の推移

(船）

～ 
1980年

1985年

1990年

1995年

２０００年

鉄道輸送 道路輸送 水路輸送 航空輸送

４
●
ｑ
シ
４
○
３
？
』

●
■
●
Ｄ
Ｐ
 

２
０
９
３
〈
Ｕ

７
』
２
１
７
』
Ｉ

36.4 

38.0 

32.4 

22.8 

54.3 

４１．２ 

41.1 

48.1 

53.8 

35.3 

0.1 

0.2 

出典：上海市統計局編「12海統;|･年鑑」各年版
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河川環境事業認知と将来利用の分析

現在，蘇州河のi''1川汚濁防[ﾋﾘﾎﾟ業は一応の成果を),Lせ，このことは図４で,ｋしたように

主観的水質評価においても良好な評価が得られている．また，水質の改善とあわせ，河)１１

の良好な見晴らし狄観を形成するために，現在の堤防の高さを低くするための改修１２蕊が

行われている．さらに，河川沿岸の緑地帯の造成，河川と－|ｲ目化した親水公閲（写１m〔1Ｖ‐３．

３）の建設が進められる（葛，2002）など，整備の方向性は「汚濁防止」から「環境fiI造」

を中心に据えたものへと'臆摸されつつある．蘇州河の↑ＩＩＪ川環境事業についてlll:業の認知状

況と将来の利用希ﾂｌをＪＭ盃した結果，Z１丁業,認知皮(了上,IMflf対象者の８０％以１２のﾊﾟﾔjい,認知が得

られていることがlﾘ|らかになった（表1Ｖ－３．６)．Iflllli1iliiljTの一環として進められている本

!】:業については居化行の理解と認知がなければ形骸化してしまうものとも考えられるが，

本調査では，居住衿、身の環境への関心がiiiii〈，’|ｉ業には一定の評価がなされているもの

と想定された．また，将来の利用希望についても，ｉＷｌｌ沿岸の散策路としてのFll(]が強く

望まれており，今後はこうした意見を反映した都市環境計画を策定していく必奥が求めら

れよう．ところで，水環境の整備と同様，緑化雌伽も進んでいる．都市緑地[ili舐ば１９９０年

の3,5701】aから２０〔)０ｲＩ具にI-i12,601haへと大l偏に州ﾉﾉⅡし，これに伴い，緑覆率も１２４％から

22.2％へと’二絆（111114統【汁Ⅱ１版社，2001）した．緑｣山の１１１１係は大規模な再開発跡地を利用す

るなど上海市の枕IiiI的な「環境都市づくりｌが推進されている．

表1Ｖ‐３．６河川環境事業認知と将来利用希望結果（N=26）

知っている 知らない
，仏業認知

21fi1 ̄
 

１Ｍ(jiif蹄

5名’ＲＯＭ/f｛ '9.2％ 

fk活川水 排水
将来利儒

22判 １名’ 3判84.6％ ］1Ｗ（ 1151%， 

ＩＲ鯛1１

息ロ

写真バー３．３蘇州河の親水公侭
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結瞼と課題

本研究では，都市における河川の存在を並要な環境要素のひとつとして分析の視角を設

定し，居住者自身による河川環境の評価柵造の検討を行った．本研究では，河川環境の歴

史的変遷を住民の主観的評価より明らかにすることを試みた．明らかになった点は以下の

通りである．

①蘇州何の水質が最も悪かった時期は現在から約十年前の１９８０年代終わりから1990年

代初頭にかけての頃であることが示された．当時,改革開放路線の中で上海市が急速に現

代都市へと変容する時jvIとも合致しており，特に河川への配慮を欠いた都市IlN発が進行し

たことを示すものと考えられる．

②上海市政府はこれに対し河ﾉⅡ浄化事業を菰極的に進め，近年では徐々に水斑改善がな

されている．このことは住民にとっても汚濁の改善として認識されている．さらに，上海

市政府の環境整蝋］|F業に対する高い認知度が示すように，住民の多くが環境問題に強い関

心を持っていることを示唆する結果が得られた．

③本研究では上海の都市河川（蘇州河）に対する評価意識構造の検討を行った結果，現

在の河川に対しては上海市のシンボルとしての「象徴性」と身近な自然空間としての「親

近感」が最も強く認識されていることが明らかになった．今後の河川盤lMiﾕlF業においては

これらを考慮した整蝋の必要性が求められる．

本研究で行った居住者意識を考慮した調査研究は，中国国内ではこれまでのところ数多

く行われているわけではない．しかし，本研究からは，居住者が高い環境関心を持ってい

ることが示唆され，今後は，居住者自身の持つ環境情報を重視したアプローチが重要であ

ると考えられる．本研究では，少量のサンプルながら，河川環境の変化と評価櫛造の一端

を示すことができた．また，この結果は，河川の汚濁改善に関する指標ともある樫度，関

連性を持っていることが示された．今後は，地域や調査対象者の属性を考MiLた検討を行

い，環境変化や評価に関する，より詳細な検証を行っていくことが課題である．
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補注

l）上海環境科学技術・政策国際会議2001

ホームベージ＜http:"www､v-news・cojpOv/index2html＞，2002.1020参照

2）中国における水涜類型はＩ類からＶ類に分類されており，水質の理化学的基噸は以下の

表の通りである．

補表中国における河川の水画類型

水質類型

項目

化学的酸素要求爪

溶存酸素lｉｔ

生物的酸素要求品

アンモニア

型
川
２
川
４

ＣＯＤ 

ＤＯ 

ＢＯＤ 

ＮＨ３ 

２ 
４
６
３
“
 

６
５
４
１
 

８
３
６
２
 

3以下

Ｏ」

１１１典：院仁良（2000）：「上海市水環境研究｣，pp94．
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畔柳昭雄・渡辺秀俊（1993）：都市臨海部の水辺空1111における利用者の親水活動特性に関す

る研究：日本建築学会計画系論文集454,197-20s

上山塗・着111治懸・北)ﾙ(理雄（1994）：親水公剛の周辺環境に関する研究一親水公園が周

辺住民のコミュニティ形成に与える影響一：日本処築学会計画系論文集465,105-114

清水丞・萩原ii1jf・萩原良巳（1998）：水辺環境に対する住民意識と利用行UmI：総合都市

研究６５，１２５－１３４

上海水利志編纂委し1余編（1997）：上海水利志：」二流社会科学院出版社，６Z6pp

Hjt仁良（2000）：」旦海ilj水環境研究：科学１１１版社，ｌ８０ｐｐ

文麗報，ZOO１年６ノ12711記ｌ１ｉＦ

大阪市立大学経済研究所（1986）：世界の大都ili②｣二海：東京大学出版会，309ｐｐ
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第Ⅳ章水利川

はじめに

近年の中国における改革開放路線の推進は，扮岸都市の急速な経済発展をもたらした反

面，水需要の増大による水資源の欠乏が深刻な問題となっている．中国政府による水管理

行政は，これまでに南北の水資源の調整（南水北鯛）や三峡ダム建設運営の推進など，水

資源の「量的」確保に砿点が置かれてきた．２０００年１０月には中国国家発展計両委１１会によ

り，水道料金の値上げによる節水の推進が公表されるなど，Cost-Incentiveによる取り組み

もはじめられている．一方，人間生活を支える｣二での，生活用水（主として水逝水）の「蘭

的」確保に関する繊総は中凶においては，これまでのところあまり行われていない．しか

し，既に，世界的な取り組みとして，世界水フォーラム（2003）における「安全な飲料水

確保」の提議やＷＨＯ（世界保健機構）による飲料水の水面ガイドラインの大幅兇if〔しが行

われており，今後，中国においても生活用水に関する問題は重要な課題になるものと考え

られる．そのためには，利用者自身のもつ生活用水に対する行動実態や認識，評価を把握

した上で，今後の計画に反映させていくプロセスがJR要であると考えられる．そこで，本

研究はその基礎的なアプローチとして，居住者よる水道水に対する味覚の変化や安全樅の

評価，砿泉水（ミネラルウォーター）の職貿状況や浄水器の設置状況などから現在の生活

用水利用行動の実態を把握し，今後の中国の都市における生活用水利用の課題を検討した．

研究方法

本研究では，生活111水の質的問題へのアプローチを図るため，居住者視点での環境情報

の取得を重視し，近年急速に都市化が進んだ中国｣二海市を事例として調査を行った.

本研究では，具体的には，上海市の生活用水に側する歴史的変遷を踏まえた居住者の認

知や行動を把握する観点から，比較的古いlL1式型ﾉﾄﾞ住宅地の残存している'二海Tl71iM1北区と

長寧区の居住者を対象とした（写真Ⅳ－４．１)．

調査にあたってば予め中国語による調査票を作成し，個別に住宅を訪問し，‘iAl森趣旨の

説明を行った後に，縦者ら自身による直接面接による調査を実施しフュサンブルを１１ﾄた（表

1Ｖ‐4.1)．本研究は調査の手法上，サンプルが限定的であるものの,生活に密接した「水」

の利用に対しては，日附的な認知があると考えられることから，居住者の主観的な評価を

「環境情報」として扱うことを重視した．

IIS 
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注：戸外に水道施設が設IiWLされている．

友Ⅳ－４．１柵査対象行の屈性概要
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第Ⅳ章水利用

里弄住宅地における生活用水利用行動

上海市における上水道整備は，租界期にあたる1882年にイギリス商人により運営が始め

られた．水源は太湖を源とする黄浦江からの取水により賄われてきたが，流域の工業化が

進んだため，水魔の悪化を招いた．しかし’990年代半には市中心から約４０km上流の松江

県大橋に大規模な取水場が移設され，現在ではそこから上海市の生活用水の８０％が供給さ

れている．また，同時期から水道管渠の急速な整備が進められている（図Ｗ‐４．１)．こう

した水道事業基盤の整備に伴い，1990年代以降生活用水部門の使用量が急増している（図

Ⅳ－４．２)．一方，上海市内の河川において，その汚濁原因となっていた工業排水に対し，

上海市政府により「三廃（廃棄，廃液，廃津)」排除設備の「三同時（同時設計，同時着工，

同時生産)」が企業に求められ，これにより排水基準達成率と廃水処理率は大幅に上昇し，

近年では河川汚濁が解消されつつある．

20,000 

(k､） 

】6,000

12,000 

8,000 

4,000 

０ 

1950年1960年1970年1980年ｌ”0年２０００年

図Ⅳ-4.ｌ上海市における水道管渠距離の推移

注：上海統計年鑑「各年版」より筆者作成
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2０ 

1５ 

1０ 

５ 

0 

1950年1960年1970年1980年］”0年2000年

図Ⅳ－４.Z上海市における上水道使用量の推移

注：上海統計年鑑「各年版」より筆者作成

居住者による水道水味覚と安全性評価

水道水の味覚に対する時系列的変化を把握するために，過去から現在に至るまでのおよ

その時間軸を「現在」「５年前」「10年前」「それ以前」に分類し，居住者自身の主観的な評

価により「悪い」から「良い」までの四段階による評価回答を求めた．その結果，現在で

は「良い」「やや良い」と回答する割合が86.2％を占めた反面，５年前と１０年前には「やや

悪い」「悪い」評価が６０％を超えることが示された（図Ⅳ－４．３)．こうした水道水の味覚

の変化は，取水源である河Ⅱ|への排水基準達成率の推移（図２）と類似した傾向を示してい

ることが看取でき，近年の河川水質の向上に伴い，水道水の味覚も改善されていることが

明らかになった．一方，水道水の安全の評価については男女ともほぼ同様の傾向を示し，

全体においても「危険」「やや危険」併せて８名（11」％）に対し，「やや安全」６２名（86.1

％)，「安全」２名（2.8％）と高い安全意識があることが示された（図Ⅳ－４．４)．
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096 20％ 40％ 6096 80％100％ 

それ以前

10年前

5年前

現在

□悪い□やや悪い□やや良い□良い

図Ⅳ－４．３水道水の主観的評価による味覚変化（N=72）

0％ 20％４０％６，'６８０％100％ 

全体(Ｎ＝72）

女性(Ｎ＝33）

ｉ 男性(N=39〕

ロ危険□やや危険□やや安全国安全

図1Ｖ‐４．４水道水の安全性評価（N=72）

砿泉水の購買状況と浄水器の使用状況

本研究では，上述の水道水の味覚変化や安全性の評価を踏まえ，水道水利用の代替行動

として砿泉水の購買行動と浄水器の使用を想定し，その状況を併せて検討した．

本調査においては，調査対象者の約半数にあたる３３名（468％）が砿泉水を購入してお

り，その頻度は「週数回」および「ほぼ毎日」の割合が高く表明された（表1Ｖ￣４．２)．こ

の購買行動は，主として飲用２０リットルタンクの購入であり,各家庭に設置された専用デ

1１９ 
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イスペンサーから給水を行っている（写真1Ｖ‐４．２)．また，こうした家庭用の大型の砿泉

水は，市内の販売会社から配達と空タンクの'且1収が行われている（写真1Ｖ‐４．２)．現地で

のヒアリングにより，三人家族で－カ月あたり４本程度の雌入（２０１タンクｌ木あたり１６

元）状況である回答を得た．一方，浄水器の使用は「既に使用している」（１４名）を除いた

対象でも「購入したくない」（３９名）が「購入したい」（１９名）を大きく上回った．これは，

浄水器の市販価格が７００元から９００元（ｌ元＝１６円；２００２年７月調査時）であることから

「高価である（長辮区．４０代男性)」といったコストの問題や，「浄水器を使用してもその

まま飲用しない（剛化区．４０代女性)」という水利用の習'慨上の問題を反映していることが

湾えられろ．

表Ⅳ－４．２砿泉水の１Ｍ#賀状況と浄水器の使用状況（Ｎ=72）

(人，％】

砿泉水 頻度１人数割合 浄水器 人数

職入しない 既使用3９ 54.2晩 1４ 

年数向 1.4％ 
無し（雌入希望有~） 1０ 

月数回 ８ 12.5呪
職人する

週数回 10 １３．９％ 
無し（賊人希望無） 3０ 

ほぼ毎Ｆ 1コ １８．１％ 
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写真1Ｖ－４．２家庭での砿泉水（２０リットルタンク）の設綴状況および配達回収の様子
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第Ⅳ章水利用

本調査対象地域である旧式里弄住宅地の場合，水道は屋外に設置されているものがほと

んどであり，その利用は，主として炊事での野菜等の洗浄や洗濯用に使用されている．

しかし，近年の都市再開発事業により，里弄住宅地の取り壊しが進められており，跡地に

高層建築物が建設されるなど土地利用の高度化が図られている．最近の上水道便用量の増

加要因は，こうした施設のトイレの水洗化，エアコン利用などのビル（オフィス）用水の

需要増を反映したものと想定される．

砿泉水購買行動における選好構造

砿泉水購入者３３名を対象として，購入の際，最も重視する点を「価格」「安全性」「味覚」

「ブランド」の四肢の順位付けによる回答を求めた．その結果，主として「ブランド」に

より購入が決定付けられており，次いで「味覚」が挙げられた（図Ⅳ‐４．５)．購入におけ

る「価格」は必ずしも重要な選択要因ではなく，このことは，近年の上海市全体の所得上

昇を反映しているものと考えられる．

本研究では，現在の水道水に対する味覚において「良い」評価が多く，また安全性評価

に対しては「やや安全」以上が大半を占めていることが示されているものの，砿泉水の購

買割合も比較的高いことが明らかになった．その購買理由はコスト意識よりも「ブランド」

や「味覚」といった付加価値的なものにより選好されていることから，砿泉水の購買行動

がリスク回避的であるというよりはむしろ生活習慣の一部として浸透しつつあるものと想

定される．以上のように，里弄住宅地における生活用水の利用は，「飲用」には購入した砿

泉水を利用し，「それ以外」には水道水を利用する二極化した利用が行われていることが明
らかになった．

図1Ｖ－４．５砿泉水購買における第一位の選好理由（N=33）
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市販ペットポトル砿泉水の現状と課題

里弄住宅地での砿泉水利用は大型タンクによる利用が主であったが，市販されているペ

ットポトル入り砿泉水の販売状況を明らかにするために，市内の大型店およびコンビニエ

ンスストア等において販売されている砿泉水の種類，容量，価格に関する調査を行い，10

種類のサンプルを得た（表Ⅳ‐４．３)．また本調査では，ペットポトルのゴミ回収・リサイ

クル表示についても確認を行った．その結果，フランス製の「依雲（Evian)」についてのみ

価格の突出が見られたが，その他はほぼ同様の価格であり，比較用として表示したコカ・

コーラ350m］（缶入）よりも「割安感」があることが想定される．また，種類も豊富である

ことから，今後も販売杜の増加が想定される．しかし回収表示（ごみ・リサイクル等）に

ついては，無いものが約半数あり，また販売場所におけるごみ箱には，設置がない場合や，

ある場合においても分別がやや不充分な状況も散見された．これらのことにより，今後，

新たなごみ問題を発生させることが想定され，抜本的な対策が急務であると考えられる．

表Ⅳ－４．３市販ペットボトル砿泉水の概要

商品鵠称

Sensatiom 

NongfUSpring 
Wnl1zuh乳

Evian 

Yanzhollg 
GreX1Pure 

水森活

農夫山泉

娃吟唱

依雲

延中

碧純沙漠王子

椰樹火山埼

天與地

斯柏克林

涼一族

可ロ可楽

上海市

建徳市

杭州市

フランス

上海市

上海市

海口市

上海市

上海TIT

上海市

０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
 

０
５
９
０
５
０
５
５
０
０
 

６
５
５
５
５
６
５
５
６
６
 

０
４
４
９
８
２
０
３
９
０
 

■
■
⑪
●
●
●
●
０
■
●
 

Ｉ
１
１
６
０
１
２
１
１
１
 

SparkIing 
SmartcooI 
-

CocaColａ 

注ｌ：家楽福（カルフール）上海店における筆者調査による．

注２：可口可楽（コカ・コーラ）は缶入の参考価格を示す．
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第Ⅳ章水利用

結輸

本研究では，これまで研究事例の少なかった，中国における生活用水利用実態について，

居住者視点での水道水利用評価と砿泉水利用状況の双方からアプローチを行った．明らか

になった点は以下の通りである．

①居住者の主観的な評価に基づいた上海市の水道水に対する味覚の変化は，１０年前には

最も「悪い」評価が多く，その状況は５年前まで継続していた．しかし現在では急速にそ

の評価が向上しており，このことは，取水源である河川への排水規ＩｌｉＩが機能し水質の向上

が図られた結果であることが示唆された．

②現在の水道水の水質に対する安全性の評価は「やや安全」「安全」が８０％を超え，安全

認識が高いことが示された．

③水道水に対しては「味覚」「安全性」が確保されていると評価されている反面，砿泉水

の購買割合も高く，その選好は所得の上昇を反映して「価格」よりも「味覚」や「ブラン

ド」により購買が決定されていることが明らかになった．このことは，砿泉水の購買行動

が「リスク回避的」であるというよりは，生活習慣の一部としてすでに多くの市民に浸透

していることが考えられる．

④近年，都市再開発により，高層ビル等によるオフィス・ビル用水の増加を反映して水

需要が急増しており，水資源の確保を含む将来的な水利用計画の策定が急務であると考え

られる．

⑤現在，市販の小型ペットボトル砿泉水の販売が急速に伸びている反面，回収（ごみ・

リサイクル）機構が不充分であり，新たなごみ問題として（白色汚染）を拡大させる危険

性を内包していることから，今後は容器への表示や社会的啓蒙による抜本的な対応が必要

であると考えられる．
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補注

1)本研究ではミネラルウォーターについての表記を中国語表記「砿泉水」(kuangquanshui）

を用いた．

z）里弄住宅は路地を意味する「里弄」を介して建てられた二，三階建ての木造・煉瓦造の

複合的な連続住宅であり，旧式里弄住宅は主に１９２０年代から１９３０年代にかけて建設され

たものをさす．

3）プラスチック製品，使い捨て弁当箱などの発泡スチロール製品，ビニール製品，ペット

ボトルなどの投棄によるゴミ問題をさす．
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はじめに

近年ではウォーターフロントの開発は国内外において数多くの実施例が見られ，地域の

活性化や都『|『構造の変化に大きな影響を与えてきている．１９５０年代以降，欧米諸国ではじ

まったウォーターフロント開発の当初の目的は，インナーシティ問題を背景とした空洞化

した都心隣接部の再開発事業にあった．その代表的な事例としては，英国ロンドンのＤｏｇ

landや，米国のBoston港周辺地区に代表される住宅開発や商業施設整備が挙げられ，これ

らは「新規供給型開発」事業として展開されてきた．しかしウォーターフロント開発は，

地区再生の一環として進められた事業が一定の成果を見た後は，新たに都市再生を目的と

するものへと事業が転換・拡張され，その中では水辺周辺の歴史的建築物の保存や緑地・

プロムナード整備など市民の憩いの場としての整備に重点が置かれるようになってきた．

1980年代前半から展開されたこれらの事業は「地域修復型開発」事業として新たに位置付

けられ，一連の整備事業の趨勢は，地区事業から都市全体に対する広域的なものへと変化

してきた．

わが国においては，１９８０年代以降，水辺への関心の高まりと法整備を背景に，ボートア

イランド，六甲アイランド（神戸市)，百地（福岡市)，みなとみらい２１（横浜市)，お台場

（東京都）など大規模なウォーターフロント開発が展開されてきた．これらの多くは，住

宅，商業，レクリエーションの複合空間として整備されてきており，観光地としての機能

も付随したものとなっている．

近年わが国では，こうして新たに都市に誕生したウォーターフロントに対して，「親水性」

の効果や実態を明らかにしようとする研究が多くの分野から行われてきている．具体的に

は,来訪者の水辺に対する心理的効果をＳ、法の援用により把握･解析した研究(青木･'985）

や，行動様式に関する研究（村)||ほか・1998,畔柳ほか・1993a,)，整備希求に関する研究

（畔柳ほか・l993b）などがあり，水辺の快適性認知の構造について貴重な示唆が得られて

いる．また，将来的な水辺整備の計liii論的視点に立ち，水辺への行動予測（渡辺ほか・1995）

や環境経済学的価値を扱った研究（清水ほか・1998，萩原ほか・1998）が行われてきてい

る．これら一連の研究では，ハード面での整備拡充による水霄に対する一定の成果や，自

治体の条例制定による水質汚濁の克服を背景に，水辺の環境価値を再評価し，都市の中に

積極的に位置付けていくものとして展開してきたとみることがｌｌＩ来る．

一方，海外のウォーターフロント，水辺に関する既往研究については，景観に関する写

真スライドを用いた国際比較による検討（西名ほか・1997）や，現地での調査研究が数事

例（渡部・1989,陣内.2004）行われてきている．しかし，それらは，ウォーターフロン

トのタイプ分類を基調とした現状の形態的特徴を明らかにしているが，都市内部でのウォ

ーターフロントの歴史的展開過程の位置付けとその空間への来訪者の評価を踏まえた動態

的把握には至っていない．

すなわち，わが国での水辺研究においては，「人」を主体とした「価値」や「イメージ」
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把握に重点を償いた研究が展開されてきているが，海外研究においては，それには至って

おらず，研究の必要性の提言にとどまっているといえる．

ウォーターフロントは都Tl7における貴重なオープンスペースであると同時に，Ｉ当I然との

ふれあいを育む場であり，凶内外においても普遍性の商い空間であることが想定される．

そのため，海外のウォーターフロント研究においても，来訪者自身の行動および餓観に対

する直接の反応，評価の研究蓄積が求められる．

本研究では，上記の研究課題を考慮し，近年急速な経済発腱の進む中国｣二海il7の外灘地

区を事例として，まずウォーターフロント開発における歴史的展開過程をlﾘＩらかにし，次

に，本地区への中国人来紡者に対する直接面接によるアンケート調査により利(}・来訪状

況と景観評価特性に１１Mする基礎的情報を取得，検村する．以上を踏まえて本研究では上海

外灘地区におけるウォーターフロントの現状とiU1l題を考察し，今後のあり方を検i付するこ

とを目的とする．

鯛査地域概要一外灘地区の機能変化一

上海は元来，江南の－．農漁村であったが，アヘン戦争終結以後に締結された南京条約

（1842年）により外国人居留地として租界が設立されたことにより上海港が|淵逃され，半

植民地として近代都TITflL識が進められた．本条約により英国は上海での商業活uUjliii利を獲

得し，以後，黄ilIi江Iillij;２（左岸）に商館，住居，貿易川施設の建設が進められた．２０世紀

に入ると河岸一帯は欧米ﾀﾞﾘ強各国が管理する「共同租界」となり，金融，貿易の｢１１心地と

して東アジアにおける煎要な経済拠点として機能しはじめ正東洋における港湾都ili海岸通

りを意味する「BUND」と称されるようになった．

本稿で取り上げる外灘地区の範囲は，黄iiliil2を''１心にIIli岸（左岸）の歴史的述築物鮮を

擁する一帯および束岸（右岸）の現代的建築群を擁する一帯を含む東西距離約２ｋm，南北

距離約２kmを指す（図1Ｖ‐5.1)．１９２０年代から３０年代に建設された西岸の歴史的建築物

群は，現在「歴史肌貌保護区」として指定されており「地域修復型開発」のウォーターフ

ロントが展開している．一方，東岸においては東方W1球塔をはじめホテル，ビジネスセン

ター，マンションなどが新たに建設される「新規供給型開発」が展開している．

上海市外灘地区における空間構成は，黄術江とその西岸・東岸それぞれのfll築物群に大

別でき，これらが－体となってウォーターフロントを形成している．外灘地区に関する既

往研究には，歴史的述造物の保全計画に関する研究（張松・西村1997)，外灘の歩道i没３１に

関する研究(周.2001,江2001),理化学的指標をⅢいた黄Iilli江の水質変化に関する研究(院・

'999）が挙げられるが，本稿では，外灘地区全体の機能変化を検討する観点から，まず土

地利用の変化に締｢}し捲察する．

衣Ⅳ－５．１は1939年から１９９１年までの約５０ｲIillllの外灘西岸における上地利川の変化を

示したものである．これによると，「金融商業」川地比率は55.6％から１４４％へと減少して

いるのに対し，「行政」用地比率は6.4％から25.Ｗ)へと増加している．このことは，外灘

地区の主要な機能が，金融中心から行政オフィス'１１心に変化したことを示している．また，
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図1Ｖ－５．１調査対象地域（外灘）

表Ⅳ‐５．１外灘地区（黄浦江西岸）における土地利用の変化（1939年～1991年）

烏合庇 Z鼓公園緑地基盤施舟

〕（

6-4呪

､％２５８０ 句【
0％ 

、八［

注：院儀三・張為誠（1991）：上海歴史文化名城保護規劃研究報告書：上海同済大学建築都
市計画学院をもとに筆者作成
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「住宅」用地，［[場jQlI1i」用地に増加がみられるが，前者は里弄住宅地のiif廃により再開

発後にマンション巡識が進められたことが，後者は改蜘)胤放政策により市中心部において

中小工場が建設されたことが要因として鍔えられる．

次に，外灘の港湾機能の変化を把握するために，」二海市の旧版地形図')を用いてバース数

の推移をみると，１８６６年に１１箇所，1917年に１５簡所が確認でき，１９２８年には］８箇所に

増加している．しかし，以後1930年には１２箇所に，１９４８年には１０箇所に減少した後，1970

年代から始まった港湾の移設に伴い以後はバースが廃止されている．現在では，」二海の港

湾施設は貨物輸送体系の大型化，規格化，コンテナ化により黄浦江河口付近に移孜され，

外灘自体は港湾機能を礎失した．

ところで，黄iili江西岸に建つネオ・ルネサンス，ネオ・バロック，アールデコ様式の租

界時代からの建築物聯は，かつての租界時代における「支配の象徴」でもあったが，巡国

（1949年）により’二海が開放された後も，これらは取り壊されることなく利用が継続され，

1992年には上海『|j人民政府により「歴史風貌保護区条例」２)が策定され，「市級逃築保護ｌｉｉ

位」の認定が行われた．現在これらの建築物の利川l土，「外部」の壁面ファサードを保存し

ながら「内部」は現代的機能を持ったオフィス空'111へと機能更新が進められている．また，

黄浦江西岸に隣接する河岸は，親水歩道として改良整備され，東岸の東方明珠塔一帯を眺

望する観光地となっている．このように外灘地区一・柵は，過去，外国勢力による物流拠点

としての機能をもつ空'111柵成が行われてきたが，近代以降，港湾の移設に伴い，その機能

を喪失した後は徐々に「観光地」としての機能が付川Iされるようになっている．

外灘地区来訪者の観光行動特性

現在，上海il7は中国経済の中心として機能している．ﾉﾌﾞ，江南地方の観光地のひとつと

しても顕箸な観光実紙がみられる．首都北京市に比べ，歴史的観光地が少ない｣弓海におい

てもＺＯＯＯ年統iilにおいて，来訪者が年ドリ］８０万人を超え，観光収入は1,000刀兀を記録す

るなど現在でも祇爽なIIlIびを示している．また，２００３年９月からは日本からの１５１１以内の

観光旅行についてはビザが不要となり，観光客瀧致も枇極的に進められている．Mii市は

2010年の〃国博覧会を控え，浦東国際空港が全面lWl港するなどアクセス向上が進んでおり，

今後もより国際的観光需要が増大するものと想定される．

本研究では，上海の代炎的なウォーターフロント観光地である外灘地区（黄iiIliilJlli岸）

における，実際の観光行動に着目し，来訪I對域や）;(観の評価を検討することを11的として，

調査を行った．本地域は，諸外国からの観光スポットとしても知られ調査時においても中

国以外（欧米・}]本悴）からの観光客の来訪もみられたが，調査にあたっては，）;t観評価

における尺度言譜の繍価性を維持・確保するためと，近年の中国国内における経済成長を

背景に，中国人自身の旅行需要の増加傾向を考噸して，iiM査対象を中同人来訪荷に'１１(定し，

直接面接方式によるアンケート調査を実施した（ZOO２年５月２６日)．調査日程1ｔ，観光客

来訪を考慮して調査１１を日暇日に設定し，上記のll的に即して予め中国語による綱査票を

作成した上で，現地において調査者自身がランダムに来妨者に調査を依頼し，［１１１癖を縛る

1２８ 



第Ⅳ章水利用

方式を採用した．調在対象者の概要を表Ⅳ‐５．２に示す．また，来訪圏域を把握するため

に居住地のある区，省を表1Ｖ‐５．３に示す．

本調査においては，対象者の４９１％が上海市外からの来訪者により構成されており，安

徽有，湖北省，江藤櫛など上海近隣省からの来iMj者が多かったものの，遠方の省各地から

の来訪もみられた．また，外灘における利用状況をW1らかにするために，黄illi公Milから十

六舗客運砺頭（フェリー埠頭）までの約1,500ｍ1111を，カウンターを用い徒歩にて－IIfI10毎

の男女別滞留人数に関する定時計測を行った．その結果，外灘には常時1,000名以｣葛が滞留

しており，午後１４：３０において1,500名を超えるピークが計測された（図Ⅳ‐５．２)．

表1Ｖ‐５．２調査対象者概要

炎Ⅳ－５．３外灘来iMj者の居住地内訳

上海市市内

iil?Ｉ 
上海市市外

1両百万一「

礎
－
６
２
ｌ
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
２
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
刀

安徽省

河南省

河北省

古林省

湖北省

広束省

江蘇衙

１１Liu江省

111束省

UqIll行

寧夏省

迎寧省

映西省

３
３
４
１
１
３
２
２
 

３
４
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図ハル５．２外灘における時間・男女別滞在者数の推移

次に，調査対象者全只（５５名）のＩ司行者内訳と行励内容をみると，複数（|司行者あり）

での来訪回答者（２３名）については，家族での旅行1三1的来訪の他，同行人数「Ｚ知・「友

人｣1可行者の多くはiWiﾊ１日的での上海市来訪に合わせた観光行動であった４)(表1Ｖ‐４．４)．

また，外灘での二i三な行11M｣内容に関する複数回答を求めた結果，「観光遊歩」が最も多く，半

数以上を占めた．次いで「乗船遊覧」が挙げられ，ifiilli江遊覧船によるリバークルーズの

活発な利用が行われていることが明らかになった．

一方，上海市在(上者（７０代・黄浦区・男性）による「健康運動」利用回答も兄られたが，

外灘は早朝の時１１M粥において，近隣居住者による「社交ダンス」や「太極拳」嫌による集

団利用も見られ，時１１１１帯による利用内容に変化があることが考えられる．

図Ⅳ‐５．３にlIjl鱒者の居住地別滞在予定時|H1を示す．本図より，全体の約60％において

「２時間」および「２時１１１１以上」の滞在予定が肴取できるが，上海市外居住者は｣二海市内居

住者よりも滞在予定時Ｉ１Ｉ１が長い傾向を示している．また，現地における来訪者全体の参与

観察において，観光行動の主なコースは，黄iili公閲の観光バス用駐車場や南京束路付近の

バス停付近から外灘の親水歩道に入り，十六lMi客巡砺頭までを往来し，対岸のjk〃明珠塔

や西岸の上海海関，illi火発展銀行の建築物をﾌﾞｹﾞ】;(とした記念写真撮影を行う行1Kﾉﾘが見られ

た．また，滞偲時''１１に大きく影響すると考えられる「着座場所」の存在については，植栽

花壇の一部がベンチネIljllできる施設整備が行われており，景観に簡潔性と統一感をもたら

している．さらに階段附近においては，車椅子利川が可能なスロープや階段手すりも設け

られており，バリアフリーヘの配慮もみられた．

1３０ 



第Ⅳ章水利Ⅲ］

衣1Ｖ‐５．４外灘における来訪者の同行状況と行動内容

0％ 2096 4096 60％８０％lOOH)６ 

上海市市内

上海市市外

全体合i汁

ロ0.5時間□1時間ｐｌ５１ｌｆＩｌＩｌｐＺ時間□２時間以上

図1Ｖ‐５．３外灘における居住地別滞在予定時間

外灘来訪者の黄浦江水質評価と景観評価

観光地の景観に対する来訪者のもつ評価の把握は，当該地区の魅力度に関する知見を得

る観点からも繭要な澱題であると考えられる．特にウォーターフロントを櫛成する１２要な

「水」の存在は来肪者にとってその場の評価を左ｲ｢する大きな要因となることが想定され

るため，本研究では米iIjj者自身が持つ「主観的水魔iiI【価」を「悪い」から「良い」までの４

段階尺度により求めた（図1Ｖ‐５．４)．その結果，全体においては60％以上において「やや

良い」「良い」評ＩＨ１ｉが得られていることが看取できるが，居住地別に見ると，１２海iljIﾉﾘ居住

者よりも上海TIT外A2;化脅の方が「やや悪い」「悠い」，ｉｆ価を表明している醤'1台が多くみられ

た．これは，現在もMfんな船舶輸送による大型船のjili航風殿がみられることによる都市的

河川利用景観が低評価に寄ｌ７していることが想定される．近年，上海市政府による河川へ

の工場排水規制の強化による水面改善は行われているものの，ZOO０年統計において水路輪

1３１ 
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□悪い□やや悪い□やや良い□良い

図1Ｖ‐５．４黄浦江に対する居住地別主観的水質評価

送の割合も35.3％を占め24)，依然として盛んな刑)迦が兄られるため，船舶廃液．廃油に対

する規制等，抜本的改善の余地のあることを示唆するものとなった．

ところで,殿観評価は｢眺める風景の中の様々な要衆から感じ取るもの」（土木学会編･'988）

であり，既往研究（[|｣村ほか・1991,津)|卜2003）においては，それによって得られる空間

の意味性を「場の象徴性」として位置付けている．

本研究で対象とするウォーターフロントは水体だけでなく，周囲の建築物や施i没騨と一

体となって形成されるため，来訪者は周囲の擬観を眺望するという行動の中で，》t観の評

価を行っているものと瀞えられる．そこで，本研究では，外灘におけるウォーターフロン

ト景観の場の象徴性を選好構造から検討するため，予め跳観要素を，「舟運河川蹴観」「浦

東新区景観」「歴史越築擬観」の三種類（写真1Ｖ‐５．１～]）に分類し，来訪者自身による

|[|､位付けの結果から特徴の把握を試みた．表1Ｖ‐５．５に調査対象者全体の跳観選好'1頂位の

結果を示す．本表より，第一位に「浦來新区銑観」（３３名・６００％）が挙げられ，これが現

在，外灘を最も象徴する殿観であることが確認された．この景観は，2010年l)Ⅱ雌予定の，

上海万国博覧会の公式広告の背景としても使用されており，空港や市内主要駅，繁華街の

街頭において[]常的に目にすることが出来る．また，中国国内外において観光Ｉ誘致や投資

広告においてもiili束の擬観が背景として便)Hされるなど，現在では上海のみならず，中lｴ１

の経済発展の象徴として位置付けられつつある．また，「歴史建築景観」についても第一位

に２１名（382％）が避好を表明する比較的高い支持を得ており，上海ilrによる歴史擬観保

存活動に対する一定のI祁価が得られていることがUllらかになった．

次に，回答者屈性を零噸した選好構造を把握するため，居住地，年代，黄iIliil:水質評価

と景観別選好|順位とのクロス分析を行った（表1Ｖ‐４．６)．居住地別では，在Ｉ１ｉ場所に関わ

らず，順位と殿観梛頗には概ね類似した傾向がjiLられたが，年代別ではどの世代において

も第一位に「浦束新区擬観」が挙げられているものの「20-30代」において「歴史juL築欽観」

1３２ 
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堀ＩＶ章水利川

衣1Ｖ‐５．５外灘における餓観巡好lllil位と人数（全体）

~－－|ﾊﾄ運河川紫観|浦來新区jjt棚 腱史建築景観

２１ 鱒1位

第２位

第３位
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写真1Ｖ‐５．１ハ}述河川景観

注：卜六舗客遮砺頭より黄浦江を北ＩＩＵｌ（｢流側）に眺望
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写真Ｉｖ－５・Z711i4〔新区鑑観

注：中央左の尖塔は東方明珠魎視塔（高さ470ｍ）
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第ＩＶ章水利用

を第一位に挙げた割合(417％）は｢40-50代」「60-80代」での同一位に挙げた割合(38.9％）

を若干上回っており，若年層において黄浦江西岸の歴史建築景観の象徴性が高いことが確
認された．

一方，黄浦江水質評価別においては，「低評価群」（悪い．やや悪い）のほうが「高評価

群」（やや良い．良い）よりも高い割合で第三位に「舟運河川景観」を位置付けており，河

)Ⅱの水質評価が作用し順位を決定している関連性がみられた．

結輸と課題

本研究は，現在，急速は経済発展の進む中国上海市のウォーターフロントに着目し外灘

（BUND）を事例として，その地域開発過程と，観光地としての特徴および来訪者による景

観評価を検討した．本研究で明らかになった点は以下のとおりである．

①外灘地区は１９世紀半ば以降の外国勢力による上海開港当初より貿易港としての役割を

担ってきたが，貨物並の増大やコンテナを中心とする近代的輸送体系への転換の中で，港

湾施設は黄浦江河口付近へ移設され徐々に港湾機能を喪失した．しかし，現在では租界時

代の建築物を歴史保存することにより，徐々に「観光地」としての役割を担うようになっ

ている．

②外灘地区のウォーターフロント開発は，西岸においては建築物保存を進める「地域修

復型開発」が，束岸においては商業，住居用土地利用を進める「新規供給型開発」が進み，

河川（黄浦江）を境界として新旧景観を形成している．

③外灘における観光行動は，上海市外からの来訪者も多くみられ，中国国内における近

年の観光旅行が盛んに行われていることが明らかになった．また，ウォーターフロントの

主体としての黄浦江の河川水質に対する主観的評価においては，上海市人民政府による河

川への排水規制の強化により，概ね良好な評価を得ていることが明らかになった．

④外灘における景観の象徴性を景観構成要素の選好順位から検討した結果，東方明珠塔

を擁する浦東新区の景観が現在最も外灘を象徴する場として認知されていることが確認さ

れた．しかし，20-30代の若年層において租界時代の歴史建築物をその象徴として高位に挙

げる傾向が見られた．

⑤外灘ウォーターフロント景観の構成要素のひとつである「舟運河川景観」に対する順

位の選好の特徴は，水質評価の高低において決定付けられる関連性がみられた．

本研究は，調査の手法上サンプルに限定性はあるものの，個々の行動や評価は，個人の

持つ重要な「環境情報」であるという観点からこれを重視し取り扱うことにより，行動と
評価の傾向の一端を示した．

外灘では，２０００年に黄浦江河底を通り西岸と來岸を結ぶ観光用トンネル（外灘観光随道）

が開通し，両岸のアクセスが大幅に向上した．また，黄浦江東岸においても摺江大道（親

水歩道）が完備され，観光遊歩が可能になっている．しかし，現状では東岸における観光

客の動態は，東方明珠塔およびこれに隣接する大規模ショッピングモールに滞留する傾向

1３５ 



第IV章水利)１１

が強く，黄illi江までのＩ満３|には至っていないが，１１１１)|lを眺望する位侭に，近年数多くの飲

食店が立1lb腱|Ⅱ]しており，ノテ後の利Ⅱ]増大の'１｢能'|ｿ|Hが想定される．

ウォーターフロントには，PublicAccess（公｣上性)，Nflture（自然'1'三)，Culturc（文化）の

＝要素が求められる．本稿で取り上げた上海市外灘地区においては，これらの婆鐇を満た

しつつ現在では都｢|｢を代蕊する歴史と経済発展の象徴的な場として機能しているといえる

本研究では二i三として黄浦江西岸において調恋を行ったが，今後は東岸のウォーターフロ

ント開発の展開過程やIiW岸における時間帯による利)1｣・来訪構造の特徴についても()i:せて

検討していくことが,MII趣である

,宮

ＢＬ山
■ 

繍
】
『

￣ 

Ｎ腱lillllmmiliiiii 

》

鱗
写兵バー5.4外灘地区の観光客の様子
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1866年：上海英租界図（2400分の1)，１９１７年：上海英租界分図（6000分の1)，1928年：

上海市街地図（5000分の１)，1939年：最新上海市街地図（20000分の1)，1948年：上海
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茂名路地区，南京東路地区，花園住宅地区，雌蕊陵lilm虹ロ地区，虹橘地区の11簡所が指

2）「歴史風貌保護区」は外灘地区のほか，恩南路｣｜

茂名路地区，南京東路地区，花園住宅地区，雌蕊|陵

定されている．

3）上海統計局編：上海統計年鑑：中国統計出版社，

4）現地でのヒアリングによる

2001年．

5）土木学会・編 ｢水辺の鍛観設計｣，『技報蝿出版』，1988年．
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本章では，水利川について，「河川評価」「飲料水利用行動」「水辺の観光」の３つの視点

から検討を行った．また，調査方法として，これまで実施事例の少なかった居住肴へのイ

ンタビュー方式（ｉｆ[接面接式アンケート調査）を孫ⅡIしてデータの取得を行った．

本調査は手法上，数多くの回答を得ることは凶雌であるが，しかし，上海にＩｌｉむ人々か

らの率直な意見は，ifI1Iな「環境情報」であり，本綱査においてもこれを重視し解析を１丁

った．

第３節では「河川iiiﾄﾞ価」の検討を行った．本iiM森からは，蘇州河の水質がここ数年で急

速に好転していることが居住者の意識からもみられ，これは上海市政府が実施している水

面改善の諸政策（廃水処理率・排水基準達成率の公１Ｎ竿）ともほぼ関連がjmLられ，インタ

ビューによる主観的iiiﾄﾞ価調査においても，一定の変化のプロファイルを取得できることが

明らかになった．また，近年では，日本語と同獲に「親水」の用語が公園整備や，１１１川沿

岸のマンション開発にも用いられるなど，環境創造の水利用がみられるようになっている．

第４節では「飲料水利用行動」の検討を行った．本調査からは，取水源である河川水質

の改善により第３節と同様，水道の味覚の評価においては数年前から好転していることが

明らかになった．しかし，個人収入の向上などを1r殿に，水質のリスク回避的ではなく，

生活習慣の一環として飲)ijには「砿泉水」をlMIi入する行動が．般化しつつあることが示さ

れた．また，小型ベットボトルの砿泉水の販充も急ＩＩｌＩしているが，回収方式が充分に確立

されているとは言えず，資源リサイクルやゴミＭＩＩ題など複合的な問題を内包していること

を指摘した．

第５節では，上海の水辺の観光名所・外灘地区を１F例に「水辺の観光」の検討を行った．

外灘は，租界期において重要な港湾機能を担ってきたが，港湾機能の移転により徐々にそ

の機能を喪失した．しかし，沿岸に建つ歴史的述造物に対する保存の制度化が進められ，

さらに，１９９０年初頭以降に進められた浦東地区の'１M発により経済の中心としてはもちろん，

上海を象徴する－大観光地として認知され，中'11内部からも多くの観光客がiMjれている．

外国調査におけるインタビューには，言語的Illit腱が少なからず存在する．【Ｉｊｌｌ１において

も，いわゆる方司といわれる言語が存在し，疎ｉｍをするまでには，やや時間を典する場合

もある．しかし，コミュニケーションを通して1(卜られたデータや，調査時の会諦の中での

エピソードは，時としてデータ解析における数理的解釈以上の意味をもつ．

今後は，インタビュー調査の精綾化をより向｣名させる方法論の開発を進め，さらに他地

域での事例調査を瀞欄していくことが課題である．
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○１９９９年２月２４日～３月４日

上海における河川環境綱森

◎１９９９年７月３０日～８月５日

上海における河川環境調在

上海Tli蘇州河環境整備総合繋治領導小組公室訪問

◎2000年Ｚ月２６日～３月１日

上海における河川環境鯛査

蘇州河における水辺殿観および河川環境調査

上海市蘇州河環境整備総合整治領導小組公室訪問

◎２００１年３月３日～３月１０日

上海における地下水調在

蘇州河における水辺殿観および河Ⅱ|環境制li査

上海市蘇州河環境整備総合整治領導小ﾙ１１公室・上海｢'7環境保護局幼ＩＩｌ１

○２００１年７月１４日～７月Ｚ１日

上海における地下水調森

蘇州河における水辺jFl;観および河川環境iMi査

○ZOOZ年３月１７日～３月２４日

一上海における環境認知および水利用調代

上海における河川環境洲森

上海図諜館にて文献・統馴･資料の収集

○２００２年１１月２６日～１２月２日

蘇州河における水辺殻観および河)I|環境AIM査

上海図脊館にて文献・銃１Ｍ･資料の収集

○２００４年12月１日～１２月６日

上海における水辺景観Illi盃

ＧＰＳによる上海の井l=i分布調査

上海における高度iHﾘ定洲在
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